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    §　電車飛び込みお姉さん 
 
      
 
    「きみは、お姉さんにどんなことをしてみたい？」 
 
      
 
    俺は、この見知らぬお姉さんの家で半分裸みたいな恰好のお姉さんに迫られているところだった。 
 
    あの出会いがこうなるとは夢にも思っていなかったし、俺の未来をあんなに変えるようになるとは、この時の俺はまだ知りもしなかった。 
 
      
 
    ＊ 
 
    　時間は今朝に遡る。 
 
    俺が学校に行くつもりだったら多分、その異常に気付けなかっただろう。月曜の駅のホームは人が多い。その中で、俺は気付いたんだ。一人のスーツ姿の女性が吸い寄せられるようにホームを通過する特急電車に近づいていくのを。「カツカツ」でもない。「スタスタ」でもない。あえて言うなら「ズリズリ」という感じの歩き方。右足と左足の１歩の歩幅も違っていて、授業でやった剣道の摺り足にも少し似ていると思っていた。 
 
    　黒髪ストレートのその女性は、特急がホームに近づくにつれ、少しずつ歩く速度を速め安全のために超えてはいけないという白線の方に近付いていた。朝の駅のホームは、通勤・通学のラッシュの真っただ中。ホームに人は多いけれど、東京の駅のホームのように朝には人がホームを埋め尽くすようなことはない。普段からこの駅を利用している人は、次の電車の乗り口の場所を知っていて自然とそこには列ができている。また、ホームドアが設置されているのは地下鉄だけで、こっちの私鉄の方はまだ整備が追い付いていない状態だった。ホームから線路は見えている。特急がホームに入ってきているが、この駅は通過駅。電車は一切減速していない。そんな中、そのお姉さんはどの人の列とも違う位置にいた。もしかしたら、俺だけがこのお姉さんの「異常」に気づいていたのかもしれない。 
 
      
 
    　―――そのお姉さんは電車に飛び込もうとしていた。 
 
      
 
    　俺は、この時既に駅のベンチに一時間以上座っていた。その間、何本も電車は通り過ぎた。何かを考えているようで、何も考えていなかったのかもしれない。唯一、気になったのはそのお姉さんのことだけ。たくさんの人を見ていたので、一人だけ何か動きがおかしいと感じたのだろう。 
 
    もしかしたら、単なる勘違いかもしれない。その場合、知らない女性の腕を掴んだ怪しい男子高校生という事で事案になってしまうかもしれない。それでも、気付いた時には、俺はベンチから立ち上がっていて、お姉さんの左腕の二の腕の辺りを掴み、その歩みを止めていた。 
 
    「あ……」 
 
    　俺が二の腕を掴んだことで、お姉さんがビクッと反応した。一瞬だけ目が合い、次の瞬間にはお姉さんは逃げて行ってしまっていた。目が合ったのはほんの一瞬。「刹那」という言葉が頭に思い浮かんだ。それでも分かった。お姉さんは美人だった。それもかなりの美人。歳の頃なら二十代半ば。ただ表情はかなり疲れていて、視線もおかしかったように思う。それでも、走って逃げて行ったお姉さんを追いかけるほど俺には元気がなく、その場で呆然と立ち止まっていた。 
 
    しばらくして我に返った俺は、行き先がないことに気付き一旦ホームを出ることにした。それも特に決まった行き先があった訳ではないが。ホームから階段を下って連絡通路に向かう途中、座っている女性がいた。その人は階段を椅子のようにして座り、両腕で膝を抱え頭は伏せていた。一見、貧血などで座り込んでいるだけのようにも見えたけれど、スーツ姿と長い黒髪からさっきの女性だと直感した俺は、ゆっくりと近づき声をかけた。 
 
    「あの……大丈夫ですか？」 
 
    　お姉さんは頭を少しだけ上げて、顔は見せず髪をかき上げ、耳にかけながら答えた。 
 
    「あ、すいません。大丈夫です」 
 
    　それだけ聞けば普通の親切な人は立ち去るだろう。ただ、俺はそのお姉さんのあの時の目が忘れられず、お姉さんが座っている階段の数段下に立ったままお姉さんを見つめた。 
 
    「あの…」 
 
    　そのうち、お姉さんが変だと思ったのか、顔を上げこちらを見た。 
 
    「「あ……」」 
 
    　声が重なった。やっぱり、さっきの「飛び込みお姉さん」だった。 
 
    「さっきの……」 
 
    　あえて俺は口に出した。万が一違った時に単なるナンパだと思われたくなかったので。お姉さんもなんだかばつが悪そうな顔をしていた。ただ、ホームで見た時よりも幾分目はしっかりしていたので、俺の役目は終わったのだとも思っていた。所詮通りすがりの男子高校生だ。俺にできることはこれくらいまで。それ以上はこのお姉さんの人生だから、俺ごときに何かできるようなものではない。踵を返し階段を降りようとしている俺に後ろからお姉さんが声をかけた。 
 
    「あの……」 
 
    　話しかけられたら振り返る。当たり前のことだ。足の向きは変えず、腰から上だけを捻るようにして俺は振り返った。 
 
    「よかったら……コーヒーご一緒してもらえないですか？」 
 
    　言葉だけを聞けばナンパされているようにも思える。女性から声をかける場合は逆ナンだったか。俺は言葉を発せず首を縦に振ることで肯定した。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　何の因果か、知らない大人の女性と駅のドーナツ屋でコーヒーを飲むことになった。朝のドーナツ屋は客も少なく空いているテーブルも多かった。いや、正確には時間が午前９時近かったので、朝のラッシュは終わっていたから空席が多かったのだろう。テーブル１５卓ほどの店内は、俺とお姉さん以外は２～３人の客だけで、俺達以外は一人客ばかりだった。きっと朝ごはんにドーナツを選んだ人たちなのだろう。俺達は一番奥の席に陣取ったので、周囲には客がいない。よほど大きな声を出さない限り俺達の会話の内容を聞かれることはないだろう。ちなみに、俺はレジでカフェオレを注文し、お姉さんはカフェインレス・コーヒーを注文した。会計ではお姉さんが「ここは私が……」と言って俺の分まで支払ってくれた。レジの店員から見て、スーツ姿の２０代の女性と高校の制服のブレザー姿の俺はどんな客に見えていたのか…… 
 
    テーブルでは「いただきます」とひとこと言ってからカフェオレに口を付けた。６月に入った頃と言ってもまだ暑いとまではいかず、飲み物はホットが好きな俺はホットカフェオレにしてよかったと思っていた。お姉さんはトレイの上に置いたままのカフェインレス・コーヒーに手を付けず、コーヒーの表面を眺めているようだった。ドーナツ店の外の通路を歩く人も目に入ったが、既に学校は始まっている時間なので俺と同じ制服の人間はおらず、スーツ姿の男女が速足で歩いているのがちらほらと見えた。 
 
    「あの……さっきは、ありがとうございました」 
 
    　ふいに、お姉さんが言った。俺はよそ見をしていたので少し焦ったが、やっと喋りだしてくれたのだと思い、コーヒーカップを持ったままお姉さんの方を向いた。彼女は片手で頬杖をつき、もう片方の手は腕を組むように頬杖の手の二の腕の辺りに乗せられていた。 
 
    「私……止めてもらわなかったら……」 
 
    　やはりと思った。お姉さんは吸い込まれるように特急電車の方に歩いて行っていた。衝動的な自殺ではないかと思ったのだ。そして、彼女自身今それを認めたようだ。テレビか何かで見たのだけれど、自殺衝動がある人はその気持ちが持続するのはいいとこ３０分間くらいで、それが過ぎると収まり冷静になるのだそうだ。コーヒーを注文して席について……ホームにいた時から考えれば既に３０分は過ぎているだろう。お姉さんも落ち着いただろうから、このあと再び来る特急を狙ったりはしないと思う。 
 
    「俺は何も気づいていませんよ。ちょっと危ないと思ったから手を貸しただけで」 
 
    　自分から「気付いていない」と言った時点で、気付いていることになることは、言った後に気づいた。会話に慣れていないと思ったことをついついそのまま言ってしまうことが多い。 
 
    「優しいんですね」 
 
    　俯き加減に少し笑みを浮かべてお姉さんが言った。今更だが、スーツ姿の大人の人が高校生の俺に敬語で話している。普段からこうなのか、それとも自殺のことを負い目に感じているのか。美人だし、よく見ると胸もかなり大きいし、もっと自信をもっていいのではないかと思った。 
 
    「美人が死んだらもったいないです」 
 
    「！　……美人だなんて……私なんか……」 
 
    お世辞のつもりなどないけれど、ついお世辞のような事を言ってしまった。お姉さんは一瞬驚いていたけれど、すぐに下を向いてしまった。慌ててコーヒーカップを持とうとして「熱っ」と言って離すあたりドジっ子属性もあるみたいで、年下の俺から見ても可愛いところがあると感じた。 
 
    「なにがあったんですか？」 
 
    　別にこのお姉さんに興味があったという訳ではない。まあ、美人という事でそれなりに気になったので、そこまで含めると興味があったことにはなってしまうが、特別な恋愛感情や、恋愛に発展してほしいという気はまるでなかった。ただ、お姉さんの目が気になった。絶望している目。なにも期待していない目。それは、毎朝鏡を見た時に見る目に似ていて、そこが気になったのだ。 
 
    「会社では会社の人と中々うまくいかなくて、昨日はカレシの浮気が発覚して、今朝メッセージで別れようって連絡が来て……あれ？　何言ってるんだろ私、高校生の男の子に対して……」 
 
    　言ってて自分で気づいたのかもしれない。単に彼氏に浮気されただけだ。それだけで衝動的に死のうとしていたということだ。もちろん、本当の原因はそれだけではないのだろう。日常的にうまく行かないことが重なって自暴自棄になっていたのかもしれない。大人の世界も中々どうして、俺達高校生と同じように色々と問題があるみたいだ。 
 
    「あ、ごめんなさい。自己紹介もしてなかったわ！　私、加賀見かがみ恭子きょうこって言います。市内の会社で事務員やってます！」 
 
    　お姉さんが突然自己紹介を始めた。名乗られたらこちらも名乗るのが礼儀と言うものだろう。 
 
    「武田たけだ将かつ尚ひさです。桜坂の三年です」 
 
    「え⁉　桜坂高校⁉　頭いいんだね！」 
 
    「それほどでも……」 
 
    最初の「え⁉」は何だったのか。「見た目に反して賢い学校じゃん！」という事だろうか。まあ高校は、市内では偏差値が高い方で、進学校として認識されていた。俺はらしくなかったのかもしれない。 
 
    「あ！　学校！　よかったの⁉　遅刻じゃない⁉」 
 
    「あ、いえ。いいんです……」 
 
    　俺の様子が変だと思ったのか、お姉さんは覗き込むようにして聞いてきた。 
 
    「私も、会社休むけど……うち来る？」 
 
    「！」 
 
    　普通の会話ならば成立しえない変な流れだ。俺は何も言っていないのに、お姉さんには俺に行き場がないことを知っているかの様なことを言った。まあ、男女が逆だったら即事案になってしまいそうだけど、男の方が誘われた場合はそうならないのは何故だろう。 
 
    「……いいんですか？」 
 
    「いいわよ？　あ、でも、ちょっとだけ片付ける時間を頂戴ね！　５分！　いや、１０分だけ！　できれば３０分！」 
 
    　増えてる！　言う度に増えてるから！　両掌をこちらに向けて「ちょっと待って」のポーズでお姉さんは勝手に一人交渉を始めてしまった。俺からしてみれば、どこであっても「行先」ができたことが収穫だった。家出をして学校に行かないことを決めた月曜日、俺は知らないお姉さんに連れられて、そのお姉さんの家に向かっていた。

  

 
  
    
 
    §　酔っ払いお姉さんはエロエロ 
 
    「あはははは、朝なのにいつもと逆方向に歩いてる。罪悪感がすごい！」 
 
    　お姉さんが困ったような笑顔で言った。いつもは駅に向かって歩いているけれど、今日に限っては、まだ朝だというのに駅から家に向かって歩いているという事だろう。いつもと違う景色だろうなとは思うけれど、俺にとっては見知らぬ道なので、なんの思い入れもない。それどころか、普段の通学路から考えればいつも降りる駅を通り越して何駅か過ぎてから降りた。そこに何かがあった訳じゃない。ずっと行ってもよかったけれど、なんとなく降りただけ。途中までは学校にちゃんと行くつもりだったのかもしれない。俺のテンションの低さに反比例するかのようにお姉さんのテンションは高かった。 
 
    「タケヒサくんってさ……タケヒサくんだよね？　名前」 
 
    「将かつ尚ひさです」 
 
    「あ、カツヒサくんだったか。ごめんごめん。カツくんね、カツくん……よし覚えた！」 
 
    　何故かガッツポーズのお姉さん。 
 
    「で、私の名前は？」 
 
    　いたずらを仕掛けた子供みたいにキラキラした笑顔で訊いてきた。きっと自分の名前を言ってみろということだろう。 
 
    「……」 
 
    「やっぱりねぇ。私は恭子。加賀見かがみ恭子きょうこ。恭子さんって呼んでね」 
 
    　なにが「やっぱり」なのか。自分も俺の名前を憶えていなかったことから、「普通１回聞いただけじゃ覚えられないもの」みたいなことを暗に言っているのか。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　駅から１５分程歩いたらマンションに着いた。新しくも古くもない建物。ワンルーム用なのか、細長く縦に長い建物。 
 
    「さー、着いたわよ！」 
 
    　何故か、少し誇らしげなお姉さん、改め恭子さん。エントランスの自動ドアを通って、エレベーターで６階に進んだ。 
 
    「ここの６０７号室なんだけど……ちょーーーっとだけ玄関前で待ってもらえるかな？」 
 
    「いいですよ」 
 
    　よく考えたら、俺は友達の家に行ったことがなかった。子供の時には行ったことがあるけれど、中学、高校になってからの記憶はなかった。「普通」は友達の家にどのくらいの割合で行ったことがあるのかも考えたことがなかった。ただ、友達は多い方ではないと思っているので、「普通」よりは頻度が低いだろう。 
 
    マンションの６階の廊下で遠くを眺めた。６階って割と遠くまで見渡せるものだ。うちは２階建ての一戸建てなので、見慣れない景色が広がっている。廊下の立ち上がりの壁に手をついて下を見ていると、結構な高さだった。１階分で３メートルとして６階だから１８メートル。恭子さんが衝動的に飛び降りたとしても死亡率は低そうだ。確か確実に死ぬためには、植え込みが無くて下がコンクリートになっている状態で２０メートル以上必要だったか。物理の問題に置き換えると落下速度や地面までの時間が計算できる。高いところから飛び降りたらすぐに気を失うからいいと聞いたこともあるけれど、約２秒で気を失う自信はないし、時速７０キロ近くの速さで落ちていく怖さは地獄そうだ。飛び降り自殺の抑止力として物理が役にたった歴史的な瞬間だろうか。念のため後で恭子さんにも速いのは大丈夫か聞いてみようと思う。 
 
    （ガチャン）「おまたせー！」 
 
    　恭子さんが息を切らしてドアを開けた。約１０分の間に中で何が行われていたのだろうか。さっきまで窮屈そうなスーツだったけれど、今はラフなパーカーとショートパンツ姿になっていた。胸が大きい分上半身が大きくなった印象だ。 
 
    「お邪魔します」 
 
    「どうぞどうぞ！　散らかってるけど！」 
 
    　結局、散らかってるのか？　この１０分は何に費やされた時間だったのだろうか。 
 
    部屋に入ってイメージとちょっと違った。女性の一人暮らしだからもっとぬいぐるみとかがあって、部屋の基調はピンクとかだと思っていた。恭子さんの部屋は、白を基調としていて、清潔感のある部屋だった。散らかっていると言っていたけど、ゴミもなく、ホコリなども無くてきれいな部屋だった。女性の部屋だからかいい匂いがしたけれど、それは口には出さなかった。 
 
    「部屋きれいですよ」 
 
    「あん！　あんまりキョロキョロしないで！　恥ずかしいからっ」 
 
    　まあ、そういうのならば、と床を見るけれど、俺はどこに座ったらいいのか。部屋の中にはシングルベッドが一つ、こたつの布団なしが一台、カラーボックスが二つくらいしかなかった。すごくシンプル。 
 
    「あ、座布団出すから座って座って」 
 
    「あ、はい」 
 
    　薄いピンク色の座布団が出てきたので、それに座ることにした。考えてみたらすごい状況だ。名前以外全く知らない年上の女の人の家に上がり込んでいる。そんな男子高校生が全国に何人いるだろうか。これは異世界に転移するくらいレアな体験では⁉ 
 
    「学校には連絡した？　行方不明になったら大変だよ？」 
 
    「あ、友達にメッセージしておきます」 
 
    「それでいいんだ……今の時代。てか、友達いたんだ」 
 
    　いいかどうかは別として、伝われば事件にはならないだろう。 
 
    「お姉さんもね、会社に電話した。風邪ひいたから２～３日休むかもね」 
 
    　風邪を引いたにしては、元気に力説しているので仮病だと伝わっていなければいいのだけれど。 
 
    ドン、と俺のテーブルの前にペットボトル５００ｍｌのお茶が置かれた。お姉さんの前にはチューハイの５００ｍｌが置かれていた。 
 
    「さー、きみはどーしてそんな目をしているの？　お姉さんが聞いてあげよう！」 
 
    　てっきり俺が話を聞かされる側だと思っていたけれど、俺のことを話せという。ただ、残念ながら俺に話すようなことは何もない。 
 
    「……」 
 
    「……」 
 
    　ここでお互い黙り込んでしまった。まあ、俺から話すことは何もないし。逆に恭子さんの話を聞いてあげるには俺はまだ高校生だ。大人の世界は分からない。頑張ればそれらしいことを言うことは可能だろうが、それが有益とは思えない。知ったかぶりして恥をかくくらいならば、何も言わない方が得策と言うものだ。 
 
    「とりあえず、飲もう！」 
 
    　お姉さんが元気よく宣言し、チューハイのプルトップを開けたプシュ、と言う音が部屋に響いた。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　俺はお酒を飲んでいる人を間近で見る経験がなかったのだけれど、一つ分かったことがある。お酒は人を変える。今朝は特急に飛び込もうとしていた恭子さんが、今は楽しそうに笑っている。なに？　酒とはドラッグか何かなの？ 
 
    「もうね、お姉さん会社辞めちゃうから！　休み明けにガツンと言ってやりますよ！」 
 
    　一応、俺も飲んではいるけど、ペットボトルのお茶だ。いくら飲んでも陽気にはならない。しかも、飲み過ぎたらトイレに行きたくなる。初めてきた女性の家でトイレを借りるというのも少し抵抗がある。そんなことを考えている間に、恭子さんは２本目のドラッグ……もとい、チューハイを開けた。 
 
    「カツくんさぁ、どうやったら楽しく生きられるか知ってる⁉」 
 
    　そんな人生のコツみたいなものがあるのだろうか。年上から学べるのならば、概念だけでも聞いておきたい。ここは教えを乞うておこう。 
 
    「いえ、教えてください」 
 
    「そんなのあったらお姉さんが知りたいわよ！」 
 
    　頭の中のイメージの俺は盛大にズッコケた。ついでに、一拍置いてバケツかタライが上から落ちてきたイメージも追加された。上った梯子を足元から引かれた感じ。自分から振っておいて、答えを知らないから聞くって、Ｑ＆Ａではなく、Ｑ＆Ｑだよ。実に斬新だ。マンガやアニメならば、質問を質問で返すと問答の時には怒られるやつだ。 
 
    　小さなこたつのこたつ布団なしのテーブルに両肘をついてすっかり酔っ払いスタイルの恭子さん。座布団に女の子座りで脚をペタンとつけて座っていた。あれ？　その座り方は俺にはできないぞ。男女で骨格が違うのだろうか。気になるのは座り方よりも中身だ。ショートパンツはひらひらとしたゆったりデザインだったので、女の子座りだと足の付け根の辺りに白いものがチラチラ見える。もしかしたら下着だろうか。それとも大人の女性には見えてもいいような何かがあるのだろうか。とにかく、気になる部分だ。しかも、膝が少し開いているので、脚の付け根もかなりのところまで見えてしまっている。めちゃくちゃ気になる。 
 
    「カツくん、なんか暑くなってきたんだけど……」 
 
    「窓でも開けますか？」 
 
    「んーん、虫が入ってくるからいい。それよりも、お姉さんパーカー脱いでいい？」 
 
    　６月にパーカーなんて着ていたらそりゃあ、暑いだろう。しかも、お酒を飲んで暑くなるのは酒を飲んだことがない俺でも容易に分かった。ただ、質問の意図は分からない。何故、わざわざ俺の許可を取る？　単なる会話的なものだろうか。 
 
    「いいですよ？」 
 
    「襲わない？　お姉さんおっぱい大きいからエロい気持ちになるかもよ？」 
 
    　俺は額の辺りに手を当てた。頭痛くなってきた。この人はちょっとどうかしている。何故わざわざ言うのか⁉　牽制目的だろうか？ 
 
    「チャック開けていいよ？」 
 
    　恭子さんはパーカーの前を引っ張って、ファスナーのスライダー部分が掴みやすいように俺の近くに寄ってきた。前言撤回だ。この人何も考えてない。俺に襲われたいのか、襲われたくないのか、さっぱり分からない。 
 
    「あの……刺激が強いので自分で脱いでください」 
 
    「そっかぁ、カツくんは脱がす派じゃなくて、脱いでもらいたい派かぁ」 
 
    　恭子さんが自分の席に戻ってジーッ、とパーカーの前のファスナーを開けていく。パーカーは弾けるようにして、中から大きな胸が飛び出てきた。下にタンクトップは着ているみたいだけど、多分ノーブラだ。その……うっすらとポッチが見える。パーカーを脱ぐと、タンクトップとヒラヒラのショートパンツのみ。襲ってくださいと言わんばかりの服装だ。ちょっとこれは刺激が強いのではないだろうか。グラビアなどならば全然平気だけど、リアルと言うのはすごい迫力だ。 
 
    「気になるー？」 
 
    　意地悪そうな笑顔で恭子さんが俺に聞いた。年下だと思って、絶対俺のことを揶揄っている。 
 
    「触ってみるぅ？　やわらかいよ～」 
 
    　恭子さんは胸を自分の手で寄せて上げて見せた。胸の谷間が益々強調されて、すごくエロい。スタイルもすごく良い。パーカーを着ていた時は、胸の関係で少し上半身が大きく見えたけど（あえて言うが太った訳ではない！）、タンクトップになると身体のラインが出てとても綺麗だ。そして、エロい。酒を飲んでいるからか、頬もほんのり赤いし、耳まで赤い。なんか上気したみたいで本当にエロい。表情もエロい。俺のボキャブラリーが壊れてしまっているのは理解しているけど、それしか感想がない。（今だけで何回「エロい」と思ったのか……それしか考えられなくなっている） 
 
    「あの、恭子さん、あんまり挑発しないでください」 
 
    　俺はすぐに白旗を上げた。俺も男だ。何をしてしまうのか自信がなくなってきた。 
 
    「大丈夫大丈夫。お姉さんね、これでも身持ちが固い方で……」 
 
    　そう言いながら、恭子さんは膝歩きで俺の方に近づいてきた。これはヤバいと思って、恭子さんの背中に手を回し、グイッと引き寄せ、顔を息がかかるくらいの近さまで近づけた。急に抱きしめられた恭子さんは目を見開いて明らかに驚いた表情をした。俺は少し力を抜いて言った。 
 
    「俺も男なんで、美人のお姉さんが寄って来て薄着だったら何するか分かりませんよ」 
 
    　そう言うと、急にお姉さんは真っ赤になって下を向いて言った。 
 
    「ちょっと、調子に乗りすぎました……。すいません」 
 
    　さっきのパーカーを手繰り寄せて、上から羽織ってしまった。うぬぬぬぬ、残念！　もっと見ていたかった！ 
 
    「ごめんね、カツくんも男の子だもんね。あのね、揶揄ったわけじゃないの。ごめんね。お詫びに……する？」 
 
    　恭子さんがチラリとベッドに視線を送った。それこそお詫びで許されても何も嬉しくない。全く萌えない。 
 
    「そういうのは、恭子さんが俺のことを好きになって、そういうことをしてもいいと思った時にお願いします」 
 
    「……」 
 
    　大人はどうなのか分からないけれど、告白して付き合って、その先にそういうものはあるものじゃないだろうか。勉強に例えると、難問は解く過程は好きじゃない。でも、その過程があったからこそ解けた時に嬉しいもんだ。難問が解けた時は、嫌だった「考えている時間」も好きだった時間に思えてくるから不思議だ。いきなり答えを教えてもらっても、この喜びには到達できない。それと一緒だ。いきなり身体を許してもらっても、それまでの過程がないと答えを教えてもらった難問と同じなのだ。 
 
    「あー、それね。それはね……もう、なってるから」 
 
    　恭子さんは視線があちこちにジャブジャブ泳ぎながら言った。どういう意味だろうと考えていると、違う言葉で言い換えてくれた。 
 
    「もうね、好きになっちゃってるから。カツくんには命を助けてもらったし、かっこいいし、まじめだし……あとは、その目かな」 
 
    　これは、告白……と捉えていいのだろうか。恭子さんが今度は猫のように四つ足で歩いて近づいてきた。そして、俺の頭に手を回したかと思ったら、自分の胸に俺の頭を押し付けた。一瞬何が起きたのか分からなかったけれど、お姉さんの柔肉が俺の目の前にある。すごく柔らかい。 
 
    「どうしてそんな悲しい目をしているの？　なんか、全てに絶望している目、誰も信じていない目。そんな感じがする」 
 
    　そう言われてドキリとした。確かに過去に色々あった。信じていい人を尋ねられたら答えることは難しい。だけど、今日会ったばかりの恭子さんに何故それが分かるのか。ああ、そうか。今朝の恭子さんは俺と同じ悲しい目をしていたのか。俺が毎朝鏡で見る自分の目。それと同じ悲しい目。ついさっきまで、「萌もえー」だった気持ちとナニは「萎なえー」になってしまった。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　キスは気持ちがいい 
 
    　考えてみれば、すごい状況だった。俺はあぐらをかいて恭子さん（知らない女性）の家でフローリングの床に薄いピンクの座布団を敷いて座っている。そして、俺の両肩に手を置いた恭子さんは膝立ちで、俺の目の前にはおっぱいが存在感をアピールしまくっている。黒髪のロングでだばーっと長い髪の毛は一見無造作だけど、キマッている。顔立ちも美人だし、目も大きいし、同級生の女子では見たことがない感じで化粧もしている。そして、なんかすごく良いにおいがする。香水みたいにキツイにおいじゃなくて、ふんわりいい匂い。さらに、タンクトップとヒラヒラのショートパンツだけっていう薄着。さっき羽織ったパーカーは床に落ちてしまっている。お酒を飲んでいるためか、少し桜色に染まった頬と肌。しかも、さっき「好き」って言われなかったか？　もう、間違いを起こす未来しか思いつかない。 
 
    「年上じゃダメかな？」 
 
    　恭子さんはそう言って俺を見つめた。ここで俺は気づいた。恭子さんは試している。俺を試しているわけではなく、自分を試しているのだ。別れ話をしてきたというカレシに振られたことから自信を失っているのだろう。恭子さんは忘れてしまっているのか、まだ気づいていないのか、美人で優しくてえっちなお姉さんは最高なのだ。そのカレシとやらは、別の女性が気になるのならば、そちらに行けばいいだけのこと。俺がここで大肯定することで恭子さんは立ち直れる。 
 
    「全然ダメじゃないです。大好物です！」 
 
    　恭子さんは、頬に手を当てて真っ赤になってしまった。ようやく自分の価値に気付いてくれたようだ。 
 
    「カツくん、キスしたことある？」 
 
    「あ、いや……」 
 
    　そう言えば、花音とはキスもまだだった。それはもう終わったことだ。どうでもいい。 
 
    「じゃあ、お姉さんとキスしてみよっか」 
 
    　そう言って、恭子さんは両肩に置いていた手を俺の後頭部に滑らせた。大人の女の人と顔が近い。そして、頭は左右から両腕が回されていて他の物なんて何も見えない。恭子さんのことしか考えられなくなっていた。恭子さんは上気して少し赤い顔をしていた。彼女も恥ずかしいのかな、と考えると俺も何かしなくてはと思い、彼女の腰に手を回した。驚くほど細い身体。俺の腕にすっぽり収まる程細かった。なんだか俺が守らなければ彼女はダメになってしまうのではないかと思えるほど華奢な存在だった。そのうち彼女の顔が近づいてきた。ここまでくれば逃げることはない。ただ目はつぶるべきか、あごは傾けるべきかなど考えているうちに、恭子さんの唇は俺の唇に重ねられていた。 
 
    「んっ……」 
 
    　悩ましい声が恭子さんから漏れる。多分、俺のナニは過去イチでガッチンガッチンだ。恭子さんが俺の頭に手を回したまま、顔を少し離す。少し笑みを含んだ表情で上目遣いにこちらを見ている。俺のファーストキスはチューハイレモンのにおいがした。 
 
    「どうかな？　キスの感想は？」 
 
    「……大変よろしいです」 
 
    　なんだその感想は⁉　言った後に、我ながら変なことを言ったと思った。それでも、恭子さんは目を細めて笑ってくれた。 
 
    「次は、大人のちゅーをしましょう」 
 
    　そう言って、恭子さんの顔が再び近づいてきた。今度は不思議と目を瞑っていた。なんだろう、元々誰から教えられるものでもないはずなのに、そうしてしまうのはＤＮＡに書かれていることなのだろうか。柔らかい恭子さんの唇が俺の唇に強く押し付けられた。唇は力を入れない方が柔らかく感じて俺は好きだった。そうして欲しいから、俺は唇に力を入れず、恭子さんの唇に押し付けていた。 
 
    　その後は……とにかく、衝撃的で、俺は一生懸命だった。恭子さんの身体の全ての場所にキスをしただろう。彼女に手解きされながら、俺の初体験は終わった。 
 
    俺は童貞を喪失した日、二度目、三度目と回数を重ね何度も何度も彼女と愛し合い、気付けば外の日差しは傾き、昼を過ぎて夕方に差し掛かっていた。 
 
    

  

 
  
    
 
    　加賀見恭子Side 
 
    　思えば、本当にバカなことをしたと思う。全然考えが回っていなかった。「ここで電車に跳ねられたら会社に行かなくても怒られないなぁ」と、それしかなかった。完全なる思考停止。寝不足なども影響があったかもしれない。カツくんがいなかったら今頃私はこの世にいない。それどころか、電車事故は被害額が大きいというし、お母さんにもすごく迷惑をかけてしまっていたに違いない。自己嫌悪と恥ずかしさと絶望感から駅では座り込んでしまった。それこそもうダメだと思っていた。再起不能だと。 
 
    竜二（元カレの名前）に振られてこの世の終わりのような気になっていた。元々モテる方じゃないので、やっとできたカレシだった。どう付き合っていいのかよく分からずに、悩むことが多かったと思う。そのせいもあってか五股が分かった時はすごくショックだった。しかも振られて。私の方が浮気相手だったということみたい。ただ、神はいた。私に天使を遣わせてくれた。私のズタズタになった心を優しく包む存在。カツくん。考えてみれば竜二はクズだった。デート費用は全て私が出していたし。過去に何度か殴られたことがあったので、怖くて逆らえなかったところもあった。私としてもモテないから初めてできたカレシに対する執着もあった。カツくんに会った瞬間、竜二のことを何故好きだったのか、なぜ付き合ったのかすら分からなくなった。竜二に好きと言われたからだっただろうか。カツくんは違う。かっこいい。若い。それだけなら、そんな子はそこら辺にいくらでもいる。あの目。全てに絶望している目、誰も信じない目。 
 
      
 
    　―――なんとかしてあげたい。 
 
      
 
    　そんな母性が私の内側からあとからあとから溢れてくる。部屋を掃除して、着替えた後、まだカツくんがちゃんといるか心配だったから玄関ドアのスコープから外を見た。カツくんは廊下から下を見ていた。きっと、またあの目だ。もしかしたら、自殺を考えているのかもしれない。私は救ってもらった。カツくんがいれば私は大丈夫。今度は、私が彼を救う！　そして、カツくんは絶対に落とす！　初めて絶対に付き合いたいと思った男の子。この溢れる母性は恋ではない。すでに愛。初恋ならぬ初愛だ。彼のあの目の理由を聞きだして、彼の抱えた問題を解決してあげたい。心から癒してあげたい。でも、束縛してはダメだ。彼から私の方を向いてもらえるようにしなければ。「白馬に乗った王子様」はいつまで待っていても迎えになんて来ない。理想の推しがいないなら、自ら育てるのみ。育成ゲームで培った感覚と１０年間の社畜生活の経験を活かして彼をドロドロに溶かして、私無しではいられない身体にしてしまえばいい。私は恥ずかしがり屋でここ一番行動がとれないところがある。色気も足りないかもしれない。だから、ここは大人の裏ワザ「お酒の力を借りてグダグダに何とかする」を使うしかない！　カツくんは高校生。所詮は高校生。大人のズルさとエロさを最大限に使いまくって、カツくんを落とすのよ！ 
 
    

  

 
  
    
 
    §　おデートをしましょう 
 
    　恭子さんとは文字通り全てを見せあって、抱き合って、愛し合った。不思議だ。身体を重ねると相手のことが好きになる。いや、元々悪い印象は持っていなかったけれど、学校の友達などでは到達し得ない高みの位置に、恭子さんが悠々と来てしまっている。なんだろう「俺の中で最も大切な人」になっているから不思議だ。あんなに絶望した花音とのことも少し霞んでいるほどだ。恭子さんの部屋の狭いシングルベッドに二人身体を寄せ合って寝ている。俺が仰向けに寝ているのに対して、恭子さんは上半身だけ俺に覆いかぶさるようにして見つめ合っている。 
 
    「カツくん……すごかった。ホントに初めてだったの？」 
 
    　そんなことを言われたら照れてしまうし、嬉しくなってしまう。どうしたら正解なのか分からなかったので、とにかく一生懸命動いた。考えていたことは恭子さんに喜んでほしいという事だけ。彼女は俺の胸を人差し指で突いたり、撫でまわしたりして遊んでいた。こちらはさっきまで童貞だった高校生。そんなことされたら色んな所が反応してしまう。恭子さんを抱きしめて、彼女の背中を撫ででいると俺の一部の変化に気づかれてしまった。 
 
    「え⁉　まだっ⁉」 
 
    　そんな風に言われると自分が異常なのではないだろうかと不安になるけれど、恭子さんは慰めてくれた。その後、彼女は下の方から上がってきて、キスをしてくれた。 
 
    「間接チンチンだね」 
 
    　……大人ジョークは時として品がない。ただ、可愛いと思ってしまったからしょうがない。大人の……と言えば、俺（高校生）の常識では、付き合い始める時には告白からスタートすると思っていた。俺は態度では示したつもりだし、恭子さんの好意も伝わってきた。でも、それだけでいいのだろうか。ちゃんと言わないといけないのではないだろうか。 
 
    「恭子さん……」 
 
    「なーに？　もしかして、もっと？　ちょっとだけ休憩させて……」 
 
    「そうじゃなくて、言っておこうかと思って」 
 
    「な、なにかしら？」 
 
    　急に佇まいを整える恭子さん。そうは言っても、何も着ていないので、雰囲気と気分だけだけど。 
 
    「恭子さんのことを好きになってしまったので、ずっと仲良くしたいと思っているんだけど、俺達付き合っているってことでいいのかな？」 
 
    「ぐふっ！」 
 
    　恭子さんは急に鼻を押さえた。 
 
    「どうしたの？」 
 
    「ちょ、ちょっと鼻血が……尊過ぎて……」 
 
    　恭子さんが急に悶え始めた。いいのかこれ。なんかイケナイものを見ているような気がしてきた。恭子さんは俺の胸に頬を当てて言った。 
 
    「お姉さん、世の中に汚されていたわ……カツくんがピュアすぎてヒットポイントがゼロになっちゃった」 
 
    　恭子さんは、常に面白いお姉さんだった。その後、「よろしく、カレシさん」と言われてキスされた。嬉しい気持ちが沸き上がってくるのを感じた。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　夕方近くになり、俺達はさすがに起き上がって、シャワーを浴びた。狭い風呂場に二人で入って、シャワーで身体を洗い合った。色々楽しんだ分、少し時間はかかったけど。シャワーの後、それぞれ服を着た。当然、俺は学校の制服だ。 
 
    「カツくん、もう夕方だけど、帰る？」 
 
    　お茶を飲みながら恭子さんが聞いた。半分くらい飲んだグラスをはい、と渡された。「飲んでいいよ」ということだろう。「間接キス」と言う言葉が頭に浮かんだけれど、今日一日で色々凄いことをしたので、冷静に受け取り、お茶を飲むことができた。内心焦っていたのはきっと悟られていないはずだ。さて、お姉さんの問いだけど、確かに帰宅部の俺は普段なら夕方の４時、５時になれば家に帰る時間だ。恭子さんとの時間が名残惜しいのもあったけれど、それ以外に俺には帰れない理由があった。 
 
    「実は……」 
 
    　意を決して告白することにした。 
 
    「えー⁉　家出中なのー⁉」 
 
    「そう……なんだよね。帰れない理由があって……」 
 
    「いいじゃない！　じゃあ、気が済むまでうちにいて♪」 
 
    　いいのかそれで。恭子さんが興奮気味なんだけど……もっと引かれると思っていた。 
 
    「未成年者誘拐と軟禁、淫行……無職独身女……一気に人生の落後者だなぁ……（ぼそっ）」 
 
    　恭子さんが苦笑いしながら何か言ったが聞き取れなかった。家出中の俺にとっては渡りに船だけど…… 
 
    「じゃあさ、じゃあさ！　夕飯つくってあげるから一緒にスーパーに行きましょう！　お買い物デートで♪　おデートをしましょう！」 
 
    　妙に嬉しそうな恭子さんがいたので、それでいいのだけれど…… 
 
    　＊＊＊ 
 
    　恭子さんはＴシャツにジーンズという比較的ラフな格好だ。それなのに、黒髪ストレートがすごく似合うし、カッコイイ。そして胸がすごく大きい。巨乳と言っていいだろう。そんなエロカッコイイ、恭子さんを抱いたという事実が俺に自信を与えていた。何だか今なら世界も取れそうだ。恭子さんが俺の腕を組んで胸を当ててくる。これはこれですごくクルものがあるのだけど、できるだけ平静を装った。 
 
    「まず、服買いに行こうか」 
 
    「え？」 
 
    　女性は日常的に服を買うものだろうかと思ったけれど、恭子さんの思惑は全然違って俺の服を買ってくれるという事だった。たしかに、俺の捜索願が出されたら、「桜坂（高校）の制服」ってことで特徴的すぎる。スーパーに制服で行って男女でイチャイチャしていたら目立ってしょうがないだろう。 
 
    「服でしょ、下着でしょ？　コップとお箸とタオルに……あとパジャマ！」 
 
    　恭子さんが指を折りながら嬉しそうに数えていた。確かに、いさせてもらうとなると、それだけでも色々なものが必要になってくる。対して、俺の財布には三千円程度しか入っていなかった。それら全部が買えるかどうか少し疑問だった。 
 
    「ごめん、あんまりお金ないから百均でいいかな？」 
 
    「もう！　それくらいお姉さんが買ってあげるわよ！」 
 
    「でも……」 
 
    「お姉さんに課金させて！　課金したいの！」 
 
    　目がマジだった。あと、「課金」とか言ってくれるな…… 
 
    　＊＊＊ 
 
    　恭子さんが選んでくれた服は、普段なら俺がまず選ばないだろうと言うもの。スウェットにしても、胸の辺りのＶネックのところのデザインがちょっとカッコよくて、俺がイメージする「スウェット」とは一味違うものだったし、「カジュアルコーデ」らしいけれど、どちらかと言うと大学生が着る様な服のチョイスだった。俺に似合うのかとは思ったけれど、恭子さんが期待する俺のイメージなのかもしれない。 
 
    「もうちょっと『とろみ』のあるコーデは……」と俺の知らない単語がいっぱい出ていたけど、上から下まで洗い替えも含めてたくさんの服を買ってもらった。支払いの時カードで払っていたのがカッコイイと思った。「大人」を感じたのだった。 
 
    「その……ありがとう」 
 
    　たくさんの紙袋を持って店を出た時に恭子さんにお礼を言った。買った服は一セット着て、制服は紙袋に仕舞っていた。これで制服姿でうろうろしなくて済む。普段なら全く何も感じないのだけど、家出をしたというだけで、制服で動き回ると周囲のみんなが注目しているような気になるから不思議だ。 
 
    「いいの、服選ぶの楽しかったね。今度それを着てデートに連れてってね♪」 
 
    「デートに行こう」じゃなくて、「連れて行って」と言われると、なんだか主導権が俺にあるみたいで嬉しい。なんか男を立ててくれる感じは同級生の女子にはない感覚だった。買ってもらった服は、俺の普段の服装とは全くイメージが違うので、昼間に外に出ても見つかりにくいだろうな。家出中だし、もしかしたら、親が探しに来るかもしれない。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　恭子さんと行く所はどこも新鮮だった。服だって今まで買うことが楽しいと思ったことはなかったし、スーパーなんてたまにお菓子を買いに行くだけだった。でも、今日は違う。全然違う。カートを出して、カゴをセットしたら俺がカートを押して、恭子さんは俺の袖を摘まんでついてくる。なんかこれいい。新婚夫婦ってこんな感じだろうかと思ってしまった。 
 
    「カツくん、夕飯何食べたい？」 
 
    「うーん……」 
 
    　一瞬「なんでもいい」と言いそうだったけれど、それが一番困ると聞いたこともある。そんな期待外れのことを聞きたいはずじゃないだろう。 
 
    「恭子さんの得意料理は？　それが食べたいな」 
 
    「得意料理かぁ……よし！　カツくんこっち！」 
 
    　何かメニューが決まったらしく、彼女に手を引かれながら肉売り場の方に連れていかれた。こういうのもなんか楽しいし、嬉しいな。合いびき肉と野菜などを買った後は、お菓子やジュースも買った。そして、お酒も。恭子さんはお酒が好きらしい。チューハイと書かれたコーナーでいくつか缶を見比べていた。肉も野菜も比較的すぐに決めたのに、チューハイ選びは真剣だ。俺はお酒が買えないので何か新鮮で面白かった。 
 
    「あ、ニヤニヤしてるなぁ！　美味しいのと美味しくないのがあって、選ぶの大変なんだからね！」 
 
    　俺がなにを考えていると思ったのだろうか？　ちょっと恥ずかしそうに言っていたけど、俺の中には恭子さんの可愛さが突き刺さっているだけだった。買う缶を決めたらしく、両手に一缶ずつ持ってカゴに近づいてきた。缶を持ったまま俺に軽く体当たりして、周りには聞こえないくらいの小さな声で言った。 
 
    「お姉さん、酔うとえっちになるから、またしようね♪」 
 
    　腰から首筋まで血が逆流する感じだった。エロい！　エロ過ぎる！　これが大人か！　俺は今すごい世界に足を踏み込んでいる。レジで会計を済ませたらガサガサ袋二つになったので、恭子さんと手分けをして持った。軽い方を恭子さんに渡し、俺が重たい方を持った。飲み物って重たいんだな。そんなことこれまで考えたこともなかった。服の袋と合わせて結構な量になってしまった。 
 
    　スーパーを出る前に併設されているドラッグストアの前を通った。 
 
    「あ、あれも買っとかないと」 
 
    　彼女は店の中に入って行ったので、後から着いて行った。黒い小箱を手に取るとレジに向かった。何気なく何だろうと思って見てみたら、「０・０１」とか「爆薄」とかいう字が見えた。アレか、アレなのか。恭子さんは、会計が終わったら小さな紙袋に入れられたアレを、服が入っている紙袋に入れた。またこちらに近づいてきてこそこそ声で言った。 
 
    「これでいっぱいできるね」 
 
    　なんか、めちゃくちゃ恥ずかしかった。顔が真っ赤になるのが自分でもわかる。恭子さんはニコニコで、俺の腕を組んでそのまま彼女のマンションに帰った。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　親以外が作った食事 
 
    「ちょーっと待っててねぇ。テレビでも見てて」 
 
    　そう言われてテレビを点けたけれど、画面に映っているお笑い番組は全く頭に届いて来ない。チャンネルを変えると猫の動画になったけれど、これも全く入ってこない。気になるのは、キッチンにいる恭子さんだけ。エプロンをして、髪を後ろで束ねて小さなキッチンで料理を始めた。俺の家のキッチンは広さで言えば３畳か４畳くらいあって、母親が料理するのにも問題がない広さだ。冷蔵庫も５ドアの大きいやつが置かれていて、食器棚には使っているのを見たことが無いような皿やコップも置かれている。コンロだって３口あるので１口はほとんど使っているのを見たことがない。 
 
    それに対して、この部屋のキッチンはすごく狭い。廊下の脇に設置されている印象のキッチンで冷蔵庫は２ドアの一人暮らし用。恭子さんは一人暮らしだから当たり前だけど。コンロも１口。シンクも狭い。まな板を置く場所も無くて、あれでどうやって料理をするのか。部屋から見える恭子さんの横顔は真剣で綺麗だった。手際もいいし、何より姿勢がいい。所作の一つ一つが綺麗なのだ。見とれていると、料理中の恭子さんと目が合った。そしたら、両手で顔を隠して「料理中は見ないでっ！」と隠れられてしまった。見たらダメらしい。それならばとテレビはそのままにスマホを取り出した。いつものアプリの今日のログインボーナスをもらう「今日のお務め」が終わったら、メッセージがきていることに気が付いた。 
 
    『お兄ちゃんどこ？　お父さんもお母さんも心配してるよ！』 
 
    　妹の琴乃からだった。父さんと母さんが俺のことを心配している？　それは本心からだろうか？　世間体を気にしているだけではないだろうかと疑ってしまう自分がいた。「既読」が付いた以上、生きていることは琴乃に伝わっただろう。俺はなんて返事を書けばいいのか分からなかったので、そのまま放置した。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　夕食はハンバーグだった。昼間スーパーに行った時に併設してある百均で皿と茶碗、箸も買っていたので、「俺の分」が準備されていた。なんか嬉しいな。「俺専用」っていうのが。家では当たり前だったけど、それ以外のフィールドでもそれが実現できているのがいい。嬉しさがこみ上げてきた。 
 
    ハンバーグはすごくおいしそうだ。焼き目も綺麗に入っている。ご飯、ハンバーグ+付け合わせ、コーンスープの組み合わせも最高だ。ただ、少し気になるのは、ハンバーグが円盤型よりも少し俵型と言うか丸っこい感じだったこと。肉汁があまり出ていなくてパッと見少しもったいない感じ？　その考えは、最初にナイフを入れた時に間違いだったと分かった。ナイフを入れた瞬間、大量の肉汁が溢れ出した。それだけではなく、口に入れて噛んだ瞬間にさらに溢れてきた。これはうまい！　今まで食べてたハンバーグは何だったんだ！ 
 
    「うまい！　うまいよ！　恭子さん！」 
 
    「よかった。『得意料理は何？』なんて聞いてくるから、少しプレッシャーだったし」 
 
    　それは悪いことをした。でも、この異常なうまさは何だろう⁉　何かイケナイものが入っているとか⁉ 
 
    「ハンバーグの美味しさは、肉汁の美味しさだから。焼いている時に肉汁が逃げちゃわないようにいくつかの工夫をして焼いて、食べた時に口の中で溢れてくるようにしてあるの」 
 
    「ちなみに、その工夫っていうのは？」 
 
    「まずは、和牛の牛脂ね。スーパーだとお肉を買ったらタダでもらえるわ。あれを細切れにしてゼラチンと一緒に合いびき肉に入れておくの。焼いたときに熱で和牛の美味しさが溢れるようになるってわけ」 
 
    「すごい！」 
 
    「あとはマヨネーズを一定量混ぜると、乳化した油がタンパク質が急激に固くなるのを防ぐし、そもそも最初に低温で……」 
 
    　とにかく、後から後から「秘密」が出てきた。かなり研究しているに違いない。その内容も科学だったり、雑学だったり、色々なものが取り入れられていた。 
 
    「ほら、今だったらネットとかでも色々情報があるじゃない？　それを片っ端から確かめて、自分が美味しいと思ったものを採用して行って、これとこれは合わせ技で行けるとか、自分なりにアレンジして行ったの」 
 
    「なんでそんな料理研究家みたいなことを……」 
 
    「そりゃあ……いつかカレシに『美味しい』って言ってもらうため……です」 
 
    　なぜ敬語⁉　赤くなった恭子さん可愛い。圧倒的に可愛い。元カレのヤツはあほだな。こんなに素晴らしい女性の良いところに気づかないなんて。俺は絶対に手放さないと心に誓った。恭子さん最強。俺専用の料理に、俺のためだけに作られた料理。親以外が作った料理を食べたのは初めてだったかもしれない。もちろん、俺だって外食はしたことがある。だけど、手料理と言えば家で母親が作るものだと勝手に思い込んでいたのだ。家以外の世界もあるのだと、初めて知ったのだった。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　食事の後、恭子さんは洗い物をして、食器を立てかけて乾燥させていた。確かに一人暮らしだと全部自分でやらないといけないのかと思った。家には母親がいて、掃除も洗濯も食事の準備もしてくれていた。しかも、このワンルームよりも何倍も広い家中全部を母親が一人で掃除していた訳だし、食事も４人分作ってくれていた。俺はそこまで考えて、「そんなの親だから当たり前だ」と考えを振り切った。食事の後、恭子さんが、今日薬局で買った箱を取り出してきて、左右指一本ずつで箱を支えながら持ってきて聞いた。 
 
    「どんな感じか使ってみるぅ？」 
 
    　顔はいたずらっ子がいたずらを仕掛ける時のそれだ。俺はなんて返事をしたらいいのか分からなかったので、ニコリとして見せた。それだけで俺達の気持ちは確認できていた。恭子さんが近づいてきたので、俺が抱きしめて、そしてキスをした。俺達は貪るようにキスをし合った。キスが盛り上がった頃には俺の右手は恭子さんの背中に伸びていて、ブラのホックを外していた。 
 
    「え⁉　もう、片手で外せちゃうの⁉」 
 
    恭子さんが驚いて声にしたけれど、これにどうリアクションしたらいいのか……。お互い相手の反応がいい場所を探し確かめ合い、お互いの身体のことも知り合って行った。買ってきたコンドームは１箱２０個入りだったけれど、この調子では３日か４日で新しいものを買いに行かないといけないペースだった。俺達は色んな角度で、色んな体勢で愛し合った。気付いたら、もうかなり時間も遅くて日付が変わろうとしていた。最後のが終わったばかりで、恭子さんはまだ余韻に浸っている様だった。 
 
    「ああ……腰が抜けたみたい……」 
 
    　しばらくすると、ベッドにぐったりとした恭子さんが言った。彼女は恥ずかしそうに枕で顔を隠していた。俺は恭子さんの隣に横になって、髪にキスをした。 
 
    「カツくん、初めてって絶対嘘でしょ？」 
 
    「俺の初めての人は恭子さんですよ？」 
 
    「もう、絶対嘘！　こんなになったことなんてなかったもの……」 
 
    　実際、俺は恭子さんが初めてだったので、他は分からないけれど、俺達の身体の相性がいいのではないだろうか。そして、恭子さんとの関係もいいのだと思う。最初は手ほどきを受けながら始めて、トライアンドエラー（試行錯誤）を繰り返した。あんまりよくなかった失敗も二人で笑いながら新しい方法を模索したからだ。 
 
    「お姉さんひとりの時でも、こんなにはならないよ？　カツくん容赦ないから、私ってこんなになるんだって初めて知っちゃった……」 
 
    　首元にキスされながら、すごいことをされてしまったが、そんなに気持ちよくできたのならば嬉しい限りだった。誇らしくもあった。恭子さんはちょっとため息をついた後、続けて告白した。 
 
    「最初は、カツくんの事をでろんでろんに溶かしてお姉さんなしじゃいられなくしてやろうと思ってたのに、これじゃ、私の方がカツくんから離れられなくなっちゃうよ」 
 
    　ほっぺたを軽く摘ままれながら苦情を言われた。少し頬を膨らせた恭子さんはとても可愛かった。せっかく買ってもらったパジャマは結局この日、着ることなく、俺達は眠りに落ちていったのだった。最近、俺は家でもちゃんと眠れていなかったので、久しぶりだった気がする。少しずつベッドに沈み込んでいくような感覚に捉われながら、眠りに落ちていった。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　最強元カノ登場 
 
    　今朝は、恭子さんのキスで起こされた。あれ？　どこだここ⁉　あ、恭子さんのマンションか。そう気づくのに数秒かかった。……しまった、「知らない天井だ」を言い忘れた。 
 
    「カツくん、ちょっと行ってくるね！　カツくんはもう少し寝てて！　外出る時は合鍵を玄関に置いてるからそれ使って」 
 
    「ん……」 
 
    　寝起きで頭がついて行かない。しかも、深い眠りだったみたいで、目が覚めた時にここが恭子さんの部屋だという事の理解が遅れた程だった。僅かに開いた目に映ったのはスーツ姿の恭子さんの後ろ姿。漠然と置いて行かれた寂しさを感じつつも、眠さには勝てず、ぐう、と自分のいびきを聞いたと思った次の瞬間には意識がなかった。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　再び目が覚めた時には、目の前にユートピアがあった。恭子さんが俺の身体の色んな所にキスしていた。 
 
    「あ、起きた？　おはよう」 
 
    　起き抜けに快感が襲っている状態って、今までで一度も経験がない起き方だった。なんなら毎朝これでもいいくらいだ。 
 
    「おはよう……ございます」 
 
    　俺は、起き抜けだというのに腰の力が抜けている。起き抜けから賢者タイムだ。その賢者が見たものは、スーツ姿の恭子さん。もはやエロ動画が画面から飛び出した状態でしかない。 
 
    「どこ行ってきたんですか？」 
 
    「あのね、会社辞めてきた！」 
 
    「はあーっ⁉」 
 
    　一発で目が覚めた。確かに、昨日はそんなことを言っていたけど、すごい行動力だ。 
 
    「交渉して後は残った有休をフルに消化して、そのままフェードアウトするようにしてきた」 
 
    　多分、「もう会社に行かなくていい」ってことだけは分かった。恭子さんとドロドロのダメ人間生活ができるならそれもいいと思った。イケるところまで行って後は野となれ山となれ、だ。 
 
    「お姉さん、もうしばらくスーツ着ないと思うから、ＯＬプレイしとく？　まだリアルＯＬだよ？　黒ストッキングビリビリプレイも付いてきます」 
 
    　ちょっと待って。「ＯＬ」って何？　俺の知らない言葉。ストッキングビリビリにどんな魅力があるのかは分からなかったけれど、今しかないと思ったら乗っかるしかなかった。起き抜けに顔も洗わないうちから恭子さんをベッドに押し倒して、スーツを脱がしたり、スカートをたくし上げて黒ストッキングをビリビリに破ったりしてみた。なんだろう、この征服感。イケない気持ちが溢れ出てくる。どうやら俺の中には「Ｓ」の部分があったらしい、そして、ものすごく瞳が潤んでいる恭子さんは「Ｍ」の素質があったのかもしれない。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　今朝も起き抜けに愛し合ってしまった。３～４日持つと思った１箱２０個入りのコンドームは今日、明日にはなくなりそうな勢いだった。今日イチ驚いたことは、起き抜けにリアルＯＬプレイしたことじゃない。恭子さんに学校で何があったのか尋ねられたことだった。 
 
    「なに、その顔？」 
 
    「いや、てっきり恭子さんは学校行かなくていいっていうかと思ってた」 
 
    「いや、高校は行ってた方がいいよ！　いや、行かないとダメ！」 
 
    　割とガチに言われたので、そうなのかと思い始めた。俺としても別に高校を辞めたい訳じゃない。ただ、少々行きにくい雰囲気になっているというべきか…… 
 
    「明日、学校に行ったら、キスしてあげる！」 
 
    　急にご褒美を設定してきた。キスなんてここ数日で何度もした。 
 
    「もし、行かなかったら？」 
 
    「キスしない……こともあり得る場合がある可能性があることを予めご了承ください」 
 
    　結局のところどちらなのか。学校で習わない言葉の並びが出てきた。大人の世界はすごい。 
 
    「明日学校に行くんだったら、今晩すごーくえっちな服を着てあげるんだけどなぁ」 
 
    　真っ赤になって斜め上を見ながらそう提案してきた恭子さん。チラチラこっちを見ている。「えっちな服」すごく気になる！　しかも、ご褒美なのに前払い！　あと、付け加えるように「一緒に考えてあげる」と言われた。このくらいが今の俺には丁度よかったのかもしれない。仮に「何とかしてあげる」と言われたら、俺は信用していなかっただろう。「自分で考えなさい」と言われたら俺にはどうしようもない問題なので、諦めていただろう。恭子さんの話を聞いて俺は明日学校に行くことにした。土日を挟んで二日間休んでの５日ぶりの学校となる。ちなみに、その日の夜の「えっちな服」は高校のブレザー的なコスプレだった。現役高校生の俺には良さが分からないと思っていたけれど、恭子さんが着た時の破壊力は全然違った。……すごくよかった。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　翌日俺は、早い時間に起きた。通常学校に行く時間だ。俺が目を覚ました時には恭子さんは既に起きていて、朝ごはんを作ってくれていた。 
 
    「ありがとう。朝から」 
 
    「いいの、いいの。これのついでだから」 
 
    　そう言って見せてくれたのは弁当箱だった。確かに、学校では弁当を食べていると話したけれど、果たしていつ弁当箱を買ったのだろうか。俺は、恭子さんが作ってくれた朝食を食べて、彼女が作ってくれた弁当を持ってマンションを出た。そう言えば、母親も毎朝、朝食を作ってくれて、弁当を作ってくれる。親だから当たり前か、と俺は考えるのを止めた。 
 
    家からそれほど遠くないと言っても、電車の駅で１０駅分は離れている。知らない場所なので、俺は地図アプリがないと最寄りの駅にもたどり着けなかった。電車に乗り、学校の最寄り駅に着いたら、後はいつもの調子だ。自宅以外から学校に行くのは初めてだったから、ちょっと変な感じはする。いつも俺は教室に一番か二番目には着く。ＳＨＲ（ショートホームルーム）の一時間も前に着いたら一番は確実だ。そんなに早く学校に来るやつなんていない。彼女以外は。そう、俺の元カノ以外は。 
 
    （ガラガラガラ）教室のドアを開けると、一番後ろの一番奥の席で文庫本を読んでいる見知った顔の女生徒が席についていた。学年で一番の美人と名高い少女。成績は全国模試でも上位に入るほどで、当然学年一位。口数が少なくクールビューティとの評価が高い。彼女こそが、その藤倉花音だ。俺と目が合うと、文庫本は読みかけのページに指を入れたまま机に降ろし、教室中央付近の俺が自分の席に荷物を置くまでじーっ、と目で追っていたのが分かった。ギリギリ俺に届くくらいの声で話しかけてきた。 
 
    「久しぶり……と言う程でもないわね。２日ぶり、いえ、土日を挟んだから５日ぶりね」 
 
    「ああ……」 
 
    　俺が鞄を机の横のフックに引っかけて、自分の席に着いたと同時くらいだったか、ガタン、と言う音と共に花音が立ち上がり、ツカツカと俺の方に近づいてきている音が聞こえた。クールビューティで通っている彼女なので、焦ったり、走ったりしないものだと思っていたけれど、速足で俺の席に寄ってくるのは珍しいことだ。彼女は俺の顔を覗き込み言った。 
 
    「どういうこと？　この週末で何があったの？」 
 
    　俺と同様にほとんどのことに興味を示さない彼女にしては、既に別れている俺の変化に気づくにしては気づきすぎだし、反応も早すぎる。花音こそどうしたのかと俺の方が聞きたいくらいだ。彼女は座っている俺のすぐ目の前で、俺の頬を触ったり、顔を色々な角度からまじまじと観察したりしていた。 
 
    「誰なの⁉　まだ完全じゃないけど……こんな短期間で将尚をここまで変えるって……」 
 
    　何のことを言っているのか。久しぶりに花音が反応したと思ったら訳の分からないことを言い始めた印象だった。不毛な会話に思えて、早く切り上げたいと思っていたところにクラスメイト達が徐々に教室に来始めたようだった。その気配に気づくと、花音は静かに自分の席に戻り、再び文庫本を読み始めた。 
 
    「おー！　将尚！　復活したか！」 
 
    「あ、将尚くん、おはよー」 
 
    　クラスメイトの健郎たけろう＆明日香あすかだ。２人は付き合っていて、俺とは高校１年から同じクラスだ。言うならば、ここまでは俺の「仲間」で、後は「敵」と言う感じだろうか。彼らは俺が体調を崩して休んだと思っているようだ。学校から家に問い合わせが来たか、妹の琴乃経由で親が学校に連絡したか…… 
 
    「どーしてたんだよ！　風邪か？」 
 
    「もういいの？　将尚くん」 
 
    　健郎＆明日香カップルが心配して声をかけてくれた。こいつらは席も近いので、俺の心の平穏に一役買ってくれている。背が高く少し行動が雑な健郎と、ショートカットでクラスの人望も厚い明日香、密かに彼女のことが好きな男子も多いようだが、健郎との付き合いも長く、そこに割って入るほどのヤツはいない。 
 
    「まあ、ちょっと家庭の事情でね」 
 
    「そっかぁ」 
 
    家庭の事情……なんて便利な言葉だろうか。「それ以上は踏み込んでくれるな」と言う意味も一緒に含まれていると言っていいだろう。これを言えば、それ以上踏み込んでくる人間はまずいない。 
 
    （ガラッ）委員長が入ってきた。ショートカットでメガネをかけていることが特徴と言えば特徴。目力が強く、俺を目の敵にしているところがある。俺に気づくと面白くなさそうな顔をしたが、別になにもコンタクトを取らずに自分の席に着いた。話しかけたくもないというところだろうか。その他、続々とクラスメイトが登校してきたが、俺に話しかける人間は一人もいなかった。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　昼休み、席が近い健郎＆明日香カップルが俺の机の近くの空いた席に来て、俺の机に机を付けた。 
 
    「弁当食べようぜ」 
 
    　そう言って、寄ってきてくれる。俺は良い友達を持ったと思う。特にこの二人はちょっとどうかしている程いいやつらだ。教室で……と言うか、学校で孤立している俺にかかわってくる数少ない人間だからだ。俺はおもむろに弁当を取り出していると、明日香が機微の変化に気づいた。 
 
    「あれ？　将尚くん、お弁当箱変えた？」 
 
    「ん？　ああ……」 
 
    　弁当箱は二つあった。一つは元々お姉さんのお弁当箱だろう。すごく小さい。こっちにご飯が入っている。もう一つの方は、少し大きめでタッパーだな。こちらにおかずが入っている。俺も親以外に弁当を作ってもらうことが初めてのなので、興味津々で溢さない様に用心深く開ける。 
 
    「おお！」 
 
    「なにこれ、うまそうじゃん！」 
 
    「……」 
 
    　弁当は冷食などが使われておらず、全部手作りだった。赤、白、緑、茶色、黒と５色もあった。５色以上あると弁当は美味しそうに見える上に栄養的にもいいのだとか。恭子さんは、昨日の夜は全然そんなの作っていなかったから朝から早起きして作ってくれたのだろうか。 
 
    「将尚くん、これママ弁じゃないよね⁉　花音ちゃん……でもないなこれ。どうしたの⁉」 
 
    　明日香はさすが女子。弁当を見ただけで親が作ったのではないと一発で見破った。さて、困った。見破られると思っていないので答えを準備していなかったな。 
 
    「マジかよ⁉　将尚、琴乃ちゃんか⁉　琴乃ちゃんなのか⁉」 
 
    　琴乃は妹だ。妹が兄のために弁当を作ったりするのはアニメの中だけの世界だ。健郎はたしか一人っ子だから、「妹」と言うものに対する過剰な期待があるみたいだ。 
 
    「まあ、ちょっと……」 
 
    「なんだよ！　訳ありかよ！」 
 
    「将尚くんにいい子が現れたかと思ったのに～！」 
 
    　秘密にする必要はないのだけど、家出のことはまだクラスに知れていないようだから、騒ぎになるのはちょっと困る。この二人は……信用していいと思っているけれど、二人に話している時に情報が洩れるかもしれない。然るべき時に然るべき所で話すとしよう。 
 
    「おわ！　将尚、その唐揚げくれよ！」 
 
    「唐揚げを取られると、ご飯安、おかず高になって、バランスが崩れる」 
 
    「俺はお前の言ってることが分からねえよ」 
 
    　まあ、恭子さんのおかずを少しでも食べられてしまうと、なにか愛情を霞めとられてしまう様な錯覚をしていた。俺の狭量がゆえにおかずを譲ってあげられずにすまん。お前は、明日香とは弁当の内容が同じなので、交換はできないだろう。明日香だってショートカットの可愛い子で、そんな可愛い子がお前のために弁当を作ってくれたという事なのだから、他人の幸せのお裾分けは必要ないはずだ。 
 
    ある程度弁当を食べ終わったら、俺は一人教室で文庫本を読むか、校内を一人フラフラ出歩くかして昼休みを過ごす。少なくとも最近は。ただ、今日はそれはどちらも叶わない様だった。俺の机の目の前に、花音が立った。親指を立てた状態を俺に見せた後、教室をふらりと出て行った。それは俺に屋上へ続く階段のところまで来いと言う呼び出しのメッセージだった。委員長の様子をチラリと見て、こちらを気にしていないことを確認したら、花音に少し遅れて後に教室を出た。そして、俺は２階の２年の教室から階段を上がり３階からさらに上、屋上へ続く階段のところに上ってきた。屋上への扉の前の踊り場には花音が腕を組んだ状態で片手であごを触りながら立ったまま俺のことを待っていた。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　元カノの興味 
 
    　屋上へ続く階段はあるけれど、屋上の扉は開かない。だから誰もこんな場所には来ない。そのため、俺と花音が話をする時に選ぶ場所の一つだ。元々、二人とも口数が多い方ではないけれど、花音のそれと、俺のそれは少し性格が違った。俺は単に口数が少ないだけ。性格的なものだ。それに対して、花音は他人の期待に応えてしまうところがあった。空気を読むという感じだろうか。どういう訳かクールビューティと言うレッテルを貼られてしまったので、彼女はまじめにクールビューティを演じている。だから、素の彼女はもう少し喋るし、比較的表情も豊かだ。そんな彼女が、屋上の踊り場で待っている。面倒にならない訳がないのだ。俺は重い気持ちと足取りを推し進めてその踊り場に向かった。 
 
    「将尚、どういうことなの？　この週末になにがあったの？」 
 
    　家族は俺と花音が付き合っていたことを知っているので、もしかしたら彼女にも連絡が行くかもしれない。別に家に彼女の連絡先を教えているわけではないけれど、このまま家に帰らないと学校にも連絡が来て、家から花音にも話が行く可能性がある。彼女にはある程度正しい情報をリークしておくのが礼儀だろう。 
 
    「週末は関係ない。先週家出をしたんだ」 
 
    「は？」 
 
    「今日は、ある人のところから登校した。それだけだよ」 
 
    　嘘は言っていない。ちゃんと説明できたと思う。ただ、彼女は頭がいい。学校の勉強のように事務処理能力も高いけれど、頭の回転がいいという方の頭の良さも兼ね備えている。ここで「なぜ家出したの？」と聞かないのは俺が正直に答えないことを既に知っているからだ。もう一歩先の「そこまで分かった上で聞かない」と言う状態だ。 
 
    「その女性は、年…上ね。一人暮らしか、家族が家にあまり帰らない人？」 
 
    　何も言ってないのにそこまでたどり着いた。花音と話していると自分の能力がいかに低いか実感させられる。花音が俺の手を取って、彼女の胸に当てた。俺は一瞬何が起きたのか分からなかったけれど、すぐに手を引っ込めた。 
 
    「なるほど……事故にでも巻き込まれたのかしら？　それとも命を助けたとか？　その後、何かきっかけがあって肉体関係を結んだのね」 
 
    「……」 
 
    　何と答えても正しい答えを導き出してしまいそうだから、俺はそっぽを向いてこれ以上情報を渡さないように努めた。花音はツカツカと近寄ってきて、俺の両耳に掌を添え俺の目を覗き込んだ。ホントにキスでもしそうなくらい近づいて。 
 
    「命を助けた。肉体関係を結んだ。それだけじゃないでしょ？　なにがあるの？　その人に」 
 
    　花音は何を言っているのだろうか。それで全てだ。俺は一言くらいしか喋っていないのにほぼ真実に行きついてしまった。テレビの探偵などがやる相手の仕草などから心理状態を見極めたり、観察力を駆使してその道理を紐解いて事実にたどり着く様な事までできてしまっていた。 
 
    　＊ 
 
    そんな彼女は高２の夏を過ぎた頃に俺に告白してきた。放課後の教室でまだ他のクラスメイトもチラホラいる時に。 
 
    『武田将尚くん、私と付き合って』 
 
    　既にクラスでクールビューティとしての人気と地位を確立していた花音が、人前で告白したのだ。断れるわけがない。断ろうものならば、たちまち俺は悪者に仕立て上げられてしまう。実際、翌日教室内はその話題でもちきりだった。俺達は、そこから約半年間は付き合った。付き合ったと言っても学校の帰りがけに一緒に帰るようになっただけだけど。たまにファストフード店に寄ったり、店を見て回ったりはした。でもそれだけだ。週末に会ったりもしなかった。誘いもしなかったし、誘われもしなかった。 
 
    そしてある日、二人だけの時に言われた。 
 
    『将尚、私たち別れましょう』 
 
    　意味が分からなかった。どうやら俺の中の何かが彼女の琴線に触れ、付き合ってみたけれど、彼女を満足させるには至らなかったようだ。 
 
    　＊ 
 
    そして今、また何か変化があったみたいで、急に俺に興味を持っているように見える。 
 
    「予定外だったわ。私も身体を許したら、今からでもやり直してもらえるのかしら？」 
 
    　花音に告白されてから振られるまでを思い出していたので、花音の声でハッと我に返った。花音は目を瞑って俺に顔を近づけてきた。まるでキスでもしようとしてるように。俺は慌てて彼女の肩を持って止めた。 
 
    「何考えてるんだよ」 
 
    「あと一年はＪＫで、同級生で、学校の人気者で成績が学年トップの美少女が身体を自由にしていいと言っているのよ。復縁してもらえないかしら？」 
 
    　自分で美少女って言っちゃってるし……たしかに、美少女なんだけど。黒髪で、ロング。髪の艶も綺麗。長い睫毛も可愛いと思う。小柄なところも愛らしい。成績もいいし、クールビューティと名高い。それでも違うと思っている。 
 
    「胸はそれほど大きくないけれど、形は悪くないと思うの。あと数年でもう少し大きくなる可能性もあるわ。試しで見てみる？」 
 
    　花音は首のリボンを外して、ブラウスのボタンを上から外し始めた。彼女は本気だ。 
 
    「だーーーっ！　待った待った待った！」 
 
    「その人と既に付き合っているのね。その人は学校外の人でしょ？　二股とかも可能でしょ？」 
 
    　可能でしょって可能じゃないよ。 
 
    「家出のことは、今日、明日には学校にバレるわ。対応を考えていた方がいいわね」 
 
    「……ありがとう」 
 
    　花音がそう言うのなら、そうなのだろう。 
 
    「先に戻るわね」そう言って、花音はくるりと踵を返すと先に教室に戻って行ってしまった。 
 
    　俺は少しかび臭い屋上前の踊り場で、少し時間を潰してから帰ろうかと思っていた時だ。階段の下の方からズカズカと上がってくる人物が一人いるようだ。上がってくる音から興奮状態、怒っているようだ。そして、その音の感じから比較的小柄…女子らしい。階段の手すり壁の上の方から見えるショートカットには見覚えがあった。メガネの奥の目は三角になっている。 
 
    「やっぱり武田ね！　いま藤倉さんとすれ違ったけど、泣いてたわよ！　あなた藤倉さんにどんな酷いことをしたの‼」 
 
    　思った通り、委員長だった。いきなりギアはトップ。俺の弁解の余地など一切ない勢い。それにしても、ついさっきまで花音と話をしていたのに、彼女が泣いていたというのは本当だろうか。泣くような内容は一切なかったと思うのだけど。 
 
    さあ、俺にとって辛い時間が始まった。委員長の文句タイムだ。「だいたいあんたみたいな人が……」とか「藤倉さんと釣り合わない」とか「ぱっとしない」「何を考えているのか分からない」などなど、いつも彼女から言われることは決まっていた。その先にある考えとしては、彼女にとって花音は好きとかそういうレベルではなく、崇拝している女神か天使のような存在なのだろう。理想の女性でもいい。それに対して、俺はクラスでもパッとしないし、ボッチで暗いと思われていそうだ。そんな花音が付き合っていたのが委員長の期待に応えていない俺だから気に入らないのだと思う。彼女だけではなく、クラスの大半がそう思っていたら、「花音がその期待に応えて別れてしまった」という説は成り立たないだろうか。花音は元々他人の期待に応えてしまうところがある。応えるだけのスペックがあるのが余計に悪かった。成績は全国レベルでいいし、顔だちも整っているし、お淑やかでクール。でも、本当の彼女は少し違う。全然とまでは言わないけれど。それを知っているのは俺だけらしい。その花音が、クラスの大半の「期待」に応えてしまったら、俺と別れるのが自然だったのだろうか。　 
 
    まあ、そんなことは終わったことだと少し遠くを見ていた頃、目の前の委員長がプンスカ怒りながら階段を降り始めるところだった。謂れの無いお小言が長い場合は、素数でも数えるつもりだったのだけれど、その必要はなかったらしい。自分は悪くないと思いつつも、目の前で悪意を向け続けられるのは、やはり精神エネルギーが消耗する。もう、ライフもゼロになりつつある。ゲームならセーブポイントに向かってる。フラフラと階段を下りて、教室に戻った。教室の一番後ろの席では黒髪が綺麗なクールビューティが自分の席について文庫本を広げていた。いつもの調子過ぎて力が抜けた。さっき泣いていたというのは、委員長の見間違いではないだろうかと思ったのだった。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　この日は午後の授業までちゃんと受けて、放課後に学校を出た。帰宅部生たちの下校時間なので、割とたくさんの生徒たちが校門から出ていく。武郎と明日香はそれぞれ部活があるから一緒に帰ることはほとんどない。俺は一人校門を出てそのまま恭子さんのマンションに帰ろうと思った時だ。電柱の陰から一人の女性がこちらを見ていた。恭子さんだ。周囲の目を気にしながら、腰のあたりで小さく手を振って、「あちら」と人差し指で学校近くの寂れた公園の方向を指さした。俺は無言のままサムズアップでＯＫのサインをした後、そのままの素振りで公園に向かった。そこには恭子さんが待っていた。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　小さな公園はあまり利用者がないのか、寂れて雑草も生え放題だった。木製のテーブルとイスはかつては重宝されたのだろうが、これだけ荒れている公園で利用する人はいない。そのテーブルに恭子さんはお尻だけ載せるようにして立っていた。 
 
    「迎えに来ちゃった」 
 
    　少し遠慮がちの笑顔で、上目遣いで言った。お姉さんの服装はニットのワンピースでキレイ系お姉さんという服装で可愛らしいながらエロい感じの服装だった。肩がバックリ出ているので「童貞を殺す服」と言っても過言ではないけれど、すでに童貞ではなくなった俺まで十分にオーバーキルの魅力的な服だった。恭子さんは近づいてくると、俺の首筋をクンクンとにおい始めた。 
 
    「一人……いや、二人。近くで話したり、長く話した女の子がいるわね？」 
 
    　こわっ。なにそれ。においで分かるの⁉　一人目は花音で間違いないだろう。二人目は明日香だろうか。それとも委員長かもしれない。 
 
    「一人目。一番長く話したのは誰？」 
 
    「花音だと思う」 
 
    「かーのーんー⁉　その子がカノジョかな⁉」 
 
    　恭子さんが頬を膨らませて俺にびったりくっついてきた。 
 
    「カノジョじゃないよ。『元』カノジョ。既に振られたし、復縁することはないよ」 
 
    「ホントに～？」 
 
    　そう言いながら、恭子さんは俺の首に片手を回していよいよ顔を近づけてきた。次の瞬間、彼女は自分のニットの胸元をギューッと引っ張った。バックリ前が覗けてブラジャーが丸見えだった。 
 
    「ぶっ」 
 
    　それだけじゃなかった。ブラジャーの色は真っ赤で、輪郭こそレースでフリフリなので可愛いデザインなのだけど、胸を包む布の部分が全くなく乳首が丸見えだった。 
 
    「なっ！」 
 
    「下もセットなの。見る？」 
 
    　そう言うと、一歩離れてニットのワンピースの裾を摘まみ、少しずつ上げていくのだった。あの全く機能しないブラジャーとセットという事は、パンツも全く機能しないデザインだろう。中央はバックリ割れて、大事なところは一切隠れていない様な代物に違いない。俺はすぐさま恭子さんの手を掴んで止めた。 
 
    「すぐに帰ろう‼」 
 
    「あはっ、独り占め？　独り占めしたいのかな？」 
 
    　こんな寂れた公園でもどこで誰が見ているか分からない。俺は恭子さんの手を掴んで公園から連れ出した。ただ、学校の連中、特にクラスメイトに見つかったら大変だ。だから、大きな道じゃなく、入り組んだ住宅地の方の細い道を使って駅に向かった。恭子さんは俺のジャケットの裾を摘まんで俺の後ろから着いてきていた。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　健郎と明日香 
 
    　昼休み、弁当を食べたら将尚はふらりといなくなった。健郎と明日香のカップルは将尚のその行動をあまり気にしていなかった。元々、将尚はそういうところがあったからだ。中二病と言うか、時々一人になりたがる感じがあった。あまり口数が多い方ではないし、たくさんの友達に囲まれるという感じでもない。 
 
    いつからだろうか。二人は、それが加速したと感じていた。高校一年の頃だろうか。それだと藤倉花音と別れた頃……とも少し違う、そう考えていた。 
 
    「健郎、将尚くんの事どう思う？」 
 
    　明日香が食後のデザートと称してチョコレートスナックを机の上に広げ始めた。今日はポッチーの気分らしい。何が楽しいのか、机の上にティッシュを敷いてポッチーを１本１本並べていく。目の前にあるからという理由で健郎が１本取ろうと手を出したら、明日香に手の甲を叩かれた。 
 
    「なんかあいつ、最近益々他人を寄せ付けなくなったな」 
 
    　健郎はお菓子をあまり食べないので、目の前に広げられても明日香のお菓子を奪ってまで食べることはない。 
 
    「そう！　でも、話しかけたらちゃんと返すの。普通、何かに怒ってたり、不満があったら常に怒ってるじゃない？　話しかけても返事しないとか」 
 
    「そうだな」 
 
    「将尚くんって常に平常心……っていうかテンションが低い」 
 
    「だな」 
 
    　少し興奮気味に、健郎の方を見てポッチーを一本構える。 
 
    「でも、話しかけたら、受け答えはするじゃない？」 
 
    「うん。ただ、それ以上話題を広げないな」 
 
    　健郎は目の前のポッチーから目が離せない。明日香が話に集中しているのにまるで気が入っていないようだった。 
 
    「そうなの。そして自分からも話題を提供しない」 
 
    「誰とも本当の意味では関わらない最高の、いや、最悪の方法よね」 
 
    「確かにな」 
 
    「むっとしていた方がみんなが構うよね」 
 
    「そうだな。最も構われない方法が『最低限の受け答え』ってことか……」 
 
    　健郎と明日香は改めて考えていた。将尚の抱えた問題について。彼はクラスについて孤立しているのだ。しかも、謂れの無い罪のために。少なくとも健郎と明日香はそう思っていた。 
 
    　武田将尚が藤倉花音を振った。ひどい振り方をしたというのがクラスの連中の信じていることだ。クラスの噂になっているけれど、藤倉花音は何も言わない。無言は肯定という事で、それが真実となっている。 
 
    「将尚がそんなことするかぁ？」 
 
    「だよねぇ」 
 
    　そもそも、将尚が藤倉花音の悪口を言っているところを見たことがない。二人が本当に付き合っているのか疑問に思うくらい淡白ではあったけど、怒ったり、悪口を言ったり、況してや、暴力を振るったところなど見たことがない。厭味なところも無い。あれだけの美少女でクールビューティを振るか？　二人は、将尚に聞きたいと常々思っていたけれど、教室では話しにくい話題だ。放課後はそれぞれ部活があり、将尚は帰宅部なのですぐに帰ってしまう。話すタイミングに恵まれずここまで来てしまった。 
 
    　そして、別れたことになっているあの二人は時折話をしている。二人ともあまり表情に出さないので分かりにくいけれど、お互いのことを下の名前で呼び合っているようだ。 
 
    あの二人が他に下の名前で呼んでいる人を知らない（自分たちを除く）。あの二人だけに分かる世界がきっとあるのだろう。二人はなんとなくそんなことを考えて、まだ事実確認すらできていないのだった。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　花音の思考を読む 
 
    　恭子さんとマンションに戻った。部屋では恭子さんがニットのスカートの裾を掴んだら少しずつたくし上げていく。俺はそれを真正面でフローリングの床に跪いて見ていた。恭子さんはスカートを腰の高さまで持ち上げた。脚は開いているのだけど、膝が内側を向いていて肝心な部分はよく見えない。ただ、真っ赤なレースのパンツは、輪郭だけで本来布がある部分は全く何もなかった。その輪郭しかない下着と呼んでいいのか分からないものを、俺は指で撫でたりして十分楽しんだ。その後は、恭子さんをお姫様抱っこして、ベッドに押し倒し下着（ラッピング）を着けたままの恭子さんと２時間は愛し合っていた。大事なところは何も隠れていない。それでいて下着は着けているように見える。この煽情的なデザインと状況に俺は新しい扉が開くかと思った。この時は、何故かいつもより恭子さんが上のことが多く、「抱いている」というよりは「抱かれている」という感じ、「している」というよりは「されている」という感じだった。 
 
    　事後に俺がベッドでうつ伏せに横になっていると、恭子さんはその上に重なるように寝転んで、俺の肩の辺りを甘噛みしながら尋ねてきた。 
 
    「どんな子？　花音ちゃん」 
 
    「……頭のいい子で……俺からしたら何を考えているのか……いたっ」 
 
    　恭子さんに少し強めに噛まれた。 
 
    「カノジョじゃなくて、『元』カノジョだから」 
 
    「どうして別れたの？」 
 
    　さっき嚙んだところを恭子さんが舐めている。ムチのあとのアメだろうか。 
 
    「さあ、一方的に振られただけです」 
 
    「無理やりえっちなことしちゃったとか？」 
 
    「手も握ってませんよ。あ、一度だけ握ったか。でも、それ以上は……理由は、未だに不明です」 
 
    　俺は枕に肘をついたまま、掌を左右に広げて「分からない」というジェスチャーをした。 
 
    「じゃあ、『なにもしなかったから』じゃないの？」 
 
    「確かに、キスすらしてない。あ、でも今日初めて服の上から胸を触らせられた……あいたっ！」 
 
    　再び肩の辺りを噛まれた。 
 
    「どんな会話をしたのか、全部お姉さんに話なさい！」 
 
    　半眼で睨まれてしまった。どうも、迎えに来たのも、激しく攻めてきたのも、噛まれたのも、恭子さんの嫉妬らしかった。そう考えると、嬉しくなってきた。肩を噛まれて嬉しいとか、俺も変態の入り口に来ているのではと感じた。恭子さんには、屋上前の踊り場で花音と話したことを伝えた。俺と別れた後に泣いていたという話は自分が見た訳じゃないので、話さなかったけれど。話し終わると、しばらく恭子さんがベッドの上でうつ伏せのまま枕を抱きかかえながら脚をバタバタさせ始めた。 
 
    「うううーーーっ！」 
 
    　なにか悔しそうなんだけど、何がどうなっているのか俺には理解できない。しばらく唸った後、恭子さんは、クルっと横にいる俺の方を見て、恨みがましい目で言った。 
 
    「二股でいいよ！　ただし、花音ちゃんとは学校の中だけね！」 
 
    　さっぱり意味が分からない。何を言い出した⁉　この人は！ 
 
    「なにそれ。花音とはもう終わったし。もう一度付き合うつもりはないよ」 
 
    「でも、花音ちゃんはまだカツくんのことを相当好きみたいだし」 
 
    「ちょっと待って。俺と花音の会話のどこにそんなのを感じる要素があったの⁉」 
 
    　恭子さんの理不尽な嫉妬に俺は抗議した。 
 
    「周囲がカツくんへの当たりがきついのは、カツくんが花音ちゃんを捨てたと思っているからよね」 
 
    「まあ、そうなるね」 
 
    「理由は分からないけど、花音ちゃんはそれを否定しない」 
 
    「多分、言ってもしょうがないからだろうけどね」 
 
    「周囲の気持ちとしては、『姫である花音ちゃんを振るなんてなにごとだ』という事でしょ？」 
 
    「うん……」 
 
    「付け加えるなら『お前みたいな凡人如きが』ってことよね」 
 
    「そうなるね」 
 
    「そう言わせない一番簡単な方法は、花音ちゃんがカツくんと付き合う事でしょ？　なにせ花音ちゃんが選んでいるわけだから、周囲は何も言えない」 
 
    「あぁ、そういう事か」 
 
    「二人が付き合っていたら解決よ。だから、花音ちゃんはよりを戻そうとした。誰のため？　カツくんのためよ」 
 
    「……」 
 
    「しかも、自分には直接的なメリットはないけれど、そのために自分の身体まで差し出そうとしたのよ？」 
 
    　本当だろうか。それが本当だとしたら、花音はまだ俺のことが好きだという事か。身体を使ってよりを戻そうとしても靡かなかったので、悔しくて泣いた……と考えれば辻褄も合う。 
 
    　ただ、二股は嫌だった。俺のラブストーリーのヒロインは恭子さんだ。俺は二人も三人もどうにかできるほど器用ではないし、あふれる愛情も持ち合わせていない。 
 
    「二股はいいや。俺は恭子さんだけで十分だし」 
 
    　そう言うと、恭子さんが急に壁の方を向いてバタバタしながら壁にパンチをし始めた。どうしたどうした、俺のヒロインはバグったのか⁉　くるりとこちらに転がるように振り向くと変な質問をしてきた。 
 
    「それだとこの問題は、夏休み明けまで解決できないけど大丈夫？」 
 
    　その言い方だと、夏休み明けには解決するとでも言っているようじゃないか。俺の抱えている問題はそんなに簡単じゃない。俺はこのまま卒業を迎えて「高校時代とは苦い思い出だった」と振り返るのだと思っていた。それなら、別に何も変わらなくてもいい。これが通常運転だ。俺の高校生活は恭子さんとのラブラブ生活の記憶だけを残して、他は何も無くていいと判断していた。そのためにも二股はダメだ。アニメやラノベでは迂闊に二股になって身を滅ぼす話に溢れている。わざわざ、そんなリスクを取る必要がない。 
 
    「よし、じゃあ成績を上げよう！」 
 
    「は⁉」 
 
    　恭子さんも花音と似ていて、思考が先に先に行く傾向があるのか。俺はあんまり頭が良くないから話に付いて行けないことがある。二人続けて彼女が似たような頭の良さと言うことは、俺の無意識による好みなのか、運命なのか…… 
 
    「もうすぐ一学期期末テストじゃない？」 
 
    「まあ……」 
 
    　社会人なのによく高校の期末テストの時期なんて把握しているな。 
 
    「カツくんの成績は真ん中くらいかな？　上位１００人の貼り出しには名前が載ったことがない！」 
 
    　バキューンと拳銃のジェスチャーで撃たれてしまった。確かに恭子さんの言う通りだ。俺の成績は、学年４００人中２００番周辺を行ったり来たり。それでも、うちの高校は、割と進学校なのでそれでも大学進学は問題ないだろう。成績の上位１００人は廊下に名前と順位、点数が貼り出される。なぜそんなことを恭子さんが知っているのか。 
 
    「一学期中間の結果は……ないよねぇ。答案があっても家だよね……」 
 
    「答案？　うーん、花音に見せるために写真に撮った。まだストレージに残ってるかも⁉」 
 
    「ぐぬぬ……また花音ちゃん！」 
 
    　思わず苦笑いしてしまった。恭子さんは意外に嫉妬深いのかも。愛されている気がして嫌いではないけどね。 
 
    「お姉さんが勤めていた会社は、中々にブラックだったから事務とはいえ、仕事の垣根なく任されてたの。……と言うと聞こえはいいけど、なんでもやらされてたの」 
 
    　なんか大変そうな事だけ伝わった。 
 
    「営業の資料を作ったり、マーケティングリサーチしたり、果ては新人教育まで」 
 
    　その仕事は「事務」なのか⁉　高校生の俺でも変なことは分かる。 
 
    「新人教育の基本は、『目標と手段と実例を先に開示』『業務の目的や必要性の説明』なのよ。これを説明しないままで始めると、新人は何をやっているのか理解できずにただ『やらされた感』だけが残りモチベーションを下げていくの」 
 
    「はあ……」 
 
    　なんだか恭子さんが活き活きしてきた。仕事が好きなのかな？ 
 
    「この場合の『目標』は、成績トップ。『目的』として、『クラスの空気が悪い問題』の改善のためよ」 
 
    「成績トップになって改善するかなぁ？」 
 
    「『お前ごときが』の部分を改善させていくの」 
 
    「ああ、なるほど」 
 
    「カツくんが抱えている３つの問題のうち、私が解決できるのは、『クラスの空気が悪い問題』と『家族仲問題』だけよ」 
 
    「もう一つは？」 
 
    「『花音ちゃんとの仲問題』ね。これは解決したら、お姉さんが振られちゃうので協力はできないわ」 
 
    　なるほど、確かに。花音との問題が解決するということは、仲良くなってしまう事だし、確かに解決してしまったらダメだな。ここで、俺が抱えた問題はその３つだけかと思い、考えてみたけど確かに無数にあると思った問題は、その３つに集約されていた。沢山あると思っていた問題も３つだけと把握できたら不思議と少し気が楽になった。 
 
    「成績を上げたらいいのは分かったけど、そんなに簡単に上がるかな？」 
 
    「『手段』の部分ね」 
 
    　成績を上げたいと思って、すぐに効果があるなら誰も苦労はしない。それで何とかなるなら、塾や予備校は廃業だ。 
 
    「それに関してはねぇ、ちょっとアイデアがあるの。たまたま良いものがあるのよ！　明日学校に行ったら……」 
 
    　恭子さんがまた俺の理解を超えた作戦を教えてくれた。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　恭子さんからのミッション 
 
    　恭子さんの指示によると、学校に行ったら授業中に文芸部の部室に行き『６』と書かれたダンボールを見つけて、その中から「①」「②」の封筒を持ってくることだった。なぜ、恭子さんがうちの学校の文芸部なんてマイナーな部の備品の事を知っているのか…… 
 
    　聞いてみたけど「いいから♪」と押し切られた。鍵は職員室から盗み出すのかと思ったら、恭子さんが家の収納箱からゴソゴソやって、「文芸部のカギ―！」といいながら、芝居がかった感じで出してきた。ドラえ○んかな。何故、学校の文芸部の鍵が⁉　色々不思議な女ひとだ。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　翌日学校の４時間目の授業が体育だったので、俺はそのタイミングで授業を抜け出した。文芸部の部室のドアを開錠し、静かにドアを開けると、いかにも文芸部というイメージの部屋だった。それほど広くはないけれど、１５畳くらいはあるだろう。片方の壁には大きな本棚が３つ固定されていて、読みたいとは感じない固そうな本が収まっていた。ラノベならば読むけど、俺は固い文章を読んでいると眠くなってしまうのだ。もはや部屋は物置と化していたので、段ボールがたくさん積まれていた。古い地層の段ボールから「６」と書かれた段ボールを見つけ出し、「①」「②」の封筒を取り出した。糸をグルグル巻いて口が開かなくするあの封筒に入っていた。あれの名称は玉たま紐ひもだったか。見れば、封筒は「③」「④」「⑤」「⑥」と続いていた。俺は恭子さんの指示通り「①」と「②」だけを抜き取ると、段ボールのふたを戻し、できるだけ元の状態に戻して文芸部をでた。 
 
    その後は、自分の教室に戻りファイルを机に入れて、体操服に着替え何気ない素振りで体育の授業に混ざりうまい具合に誤魔化した。 
 
    「何してたの？　サボり？」 
 
    　今日の授業はソフトボールだったみたいで、グラウンドで座っていた健郎の横に自然な感じで入って行ったのに、いきなりバレた。まあ、俺のことを見ている人間がいれば、俺が授業中にいないことに気づかれるかもしれない。逆に言うと、健郎以外は俺がいなかったことには気づいていない。女子は違う内容だから、別の場所で別のことをしているはず。明日香や花音には俺のミッションについてはバレていないのだ。一人大きな仕事を終えてワクワクしていたのだけど、健郎には「ねえ、何？　楽しいこと？　えっちなこと？」と聞かれまくった。まあ、俺も知らないんだから答えることはできなかった。とりあえず、無視しといた。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　俺は恭子さんからの指示通り封筒の①と②を持っていた。これを持って帰れば、今日のミッションはコンプリート。ただ、昼休みがあり、午後の授業もある。早退するには理由がない。目立つのも何だし、恭子さんからは高校には通うよう言われている。しょうがないので、ちゃんと授業を受けてから帰ることにした。 
 
    昼休みは、いつもの通り健郎＆明日香カップルと弁当を食べた。俺は昨日に続き、恭子さんの手作り弁当だ。嬉しくない訳がない。大好きなカノジョがつくってくれた手作り弁当。（誰にも分からないかもしれないけれど）テンション高めでおかずのタッパーを開けたら、色とりどりのおかずが並んでいた。昨日の夕飯のおかずは入っていないのだけど、全部朝から作ったのだろうか。すごいカノジョだ。ちょっとヤキモチ妬きだけどそこも可愛い。そんな事を考えながら次にご飯の方のフタを取った。そこには、桜でんぶでデカデカとハートマークが描かれ、その上にカッティング海苔で「スキ」と書かれていた。見た瞬間「バン！」とフタを閉めたのだが、時既に遅し。健郎と明日香がニヨニヨと嫌らしい顔で見ていた。 
 
    「愛されてるね♪」 
 
    「愛妻弁当♪　ご馳走様」 
 
    　俺はもう何を言っても手遅れだと理解して、椅子の背もたれに最大限の体重をかけて遠くの宇宙、２５光年くらい先を見ていた。すると、俺の背後からスーッと白い手が伸びてきた。その手は、俺の弁当から玉子焼きを一片取って行った。俺がくるりと振り返ると、そこには藤倉花音が立っていた。 
 
    「うん、料理も上手なのね。あの女……」 
 
    　花音が、いま俺の弁当から盗んだ玉子焼きを無表情でむぐむぐ食べながら行ってしまった。俺達三人は歩いて教室を出ていく花音の背中を見送った。 
 
    「…なあ、将尚。まだ藤倉さんってお前のこと好きなんじゃないか？」 
 
    　そんなはずはなかった。なにせ、振ったのは花音の方で、俺は振られた方なのだから。教室内に流れる噂と事実は真逆なのだ。 
 
    「私もそう思うけどなぁ」 
 
    　明日香も同意見みたいだ。そう言えば、恭子さんもそんなことを言っていたような。ただ、俺の中では既に心の傷となっていて、まだ瘡蓋になっていないジクジクとした部分なので、できるだけ触らずにそっとしておいてほしかった。玉子焼きは二片あったので、残ったもう一片から俺は弁当を食べ始めたのだった。 
 
    ＊＊＊ 
 
    恭子さんのマンションに戻って「ただいま」と言って帰ってきた。恭子さんは「おかえり」と迎えてくれた。自宅以外で「ただいま」や「おかえり」は違和感があったけれど、今の家はここだと思った。家出中の高校生には十分すぎる建物。そして、カノジョ。 
 
    「カツくん、あった？」 
 
    「何を」とは言わないけれど、言われなくても封筒の事だと分かる。俺はすぐにカバンを開けて少しかび臭い封筒を取り出した。 
 
    「おー！　あったかぁ」 
 
    恭子さんは、迷わず封筒の糸を解き「①」の中身をテーブルの上に取り出した。出てきたのは、テストの答案用紙。１００点、９８点などかなり高得点の答案用紙だった。「これは…」と聞こうと思ったら、名前の欄に「加賀見恭子」と書かれていた。恭子さんの答案⁉　そこから、いくつかの事が分かった。恭子さんは俺の学校の卒業生ということ。そう言えば会ったその日に俺が桜坂だと言ったら、驚いていた。これか。そして、彼女の成績はかなり良かったこと。あとは字がすごくきれい。字が綺麗だと頭がよく見えるから不思議だ。 
 
    「先輩！」 
 
    「お、察しがいいね。後輩くんはスマホを貸して」 
 
    俺が自分のスマホを手渡すと、恭子さんはプリント用のアプリをダウンロードしているようだった。つまり、先日言ってた中間の答案を印刷しろということだろう。恭子さんは機械類に強いらしく、部屋のプリンターと俺のスマホをすぐにつなげた。 
 
    「じゃあ、答案印刷してみて」 
 
    なぜ、中間の結果が必要なのか。よく分からないまま、言われるがままにプリントアウトを進めた。出てきた紙と封筒から出てきた紙を見比べる恭子さん。 
 
    「ほほぉ」 
 
    少し悪い笑いを含みながら笑っていた。 
 
    「なに？」 
 
    「やったわ。勝ち確ね」 
 
    「なに？」 
 
    「今北産業するね」 
 
    なんだ？　今北産業？　会社名？　いや、少し古いネットスラングで掲示板を後の方で見始めた人が「今きたからこれまでの流れを三行で説明してくれ」という意味で「今きた三行」と書いたことから同じ音の「今北産業」になったってあれか。やはり、世代が若干違うのか、俺が会話の中で使うことはまずない。 
 
    「これは、後輩のために保管しておいたお姉さんの過去の答案、つまり過去問。カツくんの中間と比べてもほとんど変わってない。つまり……？」 
 
    恭子さんがニヤリとしてこちらを見た。 
 
    「毎年問題はあんまり変わらない？」 
 
    「そー！　そして、②には、一学期期末の答案が入ってまーす！」 
 
    そう言うと、テーブルの上に②の中身をぶちまけた。 
 
    「なん……だと⁉」 
 
    「このまま丸暗記でも８割は取れると思うけど、かつて学年一位の常連、加賀見恭子さんが家庭教師したら、カツくんはどうなるの⁉」 
 
    「え⁉　マジ⁉」 
 
    にししーと笑う恭子さん。そんな偶然ってあるのか⁉ 
 
    「テストまで約２週間、特訓だね！」 
 
    「えー⁉　よろしくお願いします！」 
 
    転生も時間遡行もしてないのに、未来のテストの「問題」を手に入れてしまった。しかも、解説のお姉さん付き。そして、そのお姉さんがエロい。やる気がドバドバ出るのを感じた。この日から、俺と恭子さんの特訓が始まった。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　社畜の仕事達成技を期末テストに 
 
    　恭子さんは昔、桜坂高校の生徒だったらしい。しかも、学校内に昔の答案を隠していた。それが何年も問題はあまり変わっていない事を確かめると、期末の過去問（未来の予想問題）も出てきた。アニメやラノベでよくありそうな失敗として、問題の丸暗記しかしておらず期末だけ問題がガラリと変わっていたとか、そんなこと。ただ、俺の場合は恭子さんがいる。一人で勉強するんじゃない。なんかそれなら頑張れそう。 
 
    「じゃー、早速始めよっか！」 
 
    「そうだね！　寝る間も惜しんで勉強するよ！」 
 
    「ダメよ。しっかり睡眠、三食食べて、適度な運動よ。しっかり頭に叩き込むには根性論じゃなくて、科学的に効率よくやらないと！」 
 
    　恭子さんは最初にちゃんと説明してくれた。新入社員の教育に必要なのは「目標と手段と実例」、「業務の目的や必要性」。まあ、俺は「新入社員」ではないのだけど。新入社員教育のノウハウが俺の勉強に活かされていた。今回の俺の「目標」は成績学年トップで「手段」は過去問を全部解けるようにするだ。「必要性」として、クラスの人間に一目置かれるようになること。クラス内の空気を少しでも良くするためだ。何のために何をするのか分かっているので、俺もモチベーションが高かった。その他、恭子さんは「新人はとにかく褒める」とも言った。それは俺に言っちゃダメなやつでは⁉　しかも、分かりやすいくらいすげえ褒めてくるんだけど。 
 
      
 
    「カツくんさすがね！　これはついつい忘れちゃうやつなの」 
 
    「あ、これはお姉さんも知らなかった！　私も勉強になったわ」 
 
    「すごいわ！　一回で覚えちゃった！」 
 
    「こういう訳ができちゃうんだ！　センスいいわね」 
 
    「そうなの！　もう覚えちゃったの⁉」 
 
      
 
    　などなど。これは「男が好きな『さしすせそ』」らしい。 
 
      
 
    「さすが！」 
 
    「知らなかった！」 
 
    「すごい！」 
 
    「センスがいい」 
 
    「そうなの！」 
 
      
 
    　これらしい。「褒める」にこれが取り入れられていた。だから、それは俺に言っちゃったらダメなやつでしょ！　そうは思いながら、気持ちよく勉強が進んだのだから、男って単純だぜ。 
 
    さらに、新人教育では「心理的安全の担保」「話しやすい環境」ついでに「ウマニンジン」が必要と教えてくれた。「心理的安全の担保」とは、失敗しても大丈夫という精神的プレッシャーからの開放を指しているらしい。俺が今回のミッションで失敗しても失うものはもう何もないので、ここは心配していなかった。「ウマニンジン」は「ご褒美」らしい。俺はどんなご褒美がもらえるのか、胸に期待が膨らんでいた。その日のタスク（やること）ができたら「ご褒美」もあった。恭子さんが言うところの「ウマニンジン」の「ニンジン」の部分。今まで以上にエロエロにベッドの上で愛し合った。ある日はすごい下着を着けていたり、ある日はエロい方のコスプレだったり、「ご褒美」が楽しみで勉強が苦ではなかった。 
 
    　最後に、「聞きやすい環境」は、学校や塾の比ではないだろう。俺一人のためのブライベート教師。しかも、身体の関係がある様な仲だ。それこそお互いの恥ずかしいところの隅々まで舐めあった仲。今更、この問題が分からないとか、その程度で躊躇したりはしない。分からないままの方が恥ずかしかった。家庭教師以上の連帯感と一体感。俺の勉強は進みまくった。 
 
    　正直、意外だった。ここまでお膳立てされていたら、覚えるまで寝かさないみたいな根性論的勉強法だと思っていた。恭子さんの教え方はすごく分かりやすい。まず、今回理解すべき問題はかなり明確だ。過去問の問題が解けるようになるのがゴール。その問題を解くのに必要な事から教えてくれた。数学とか割と難しいと思っていたけど、解けるようになった。あれもこれもじゃないから分かりやすい！　基本一日一教科で無理さもない。暗記物教科は一日で全部覚えるのではなく、小分けにして繰り返し覚えるスタイルだった。俺は「恭子さんの授業」の他に登下校の時間や昼休みを使うことで暗記物を覚えて行った。勉強の進み具合も俺の今までとは違った。恭子さんはやっぱりかなり勉強ができる人だったらしい。無理のないスケジューリングとその日のゴールが明確だったことで自分がどこまでできているのか把握しやすかった。こんな風にスケジューリングするんだとそのやり方も勉強になったほどだ。グラフも分かりやすかった。 
 
    その日のタスクは予定表に棒が書いてあったので、俺はエクセルのセルに色を塗っていくだけ。それがグラフに反映され、現在の進捗が分かるものを作ってくれた。目標達成率と現在の達成率が両方見れるので、闇雲に不安になる事もなかった。そこに使ったのは「バーチャート式工程表」と「出来高累計曲線（通称、バナナ曲線）式工程表」というらしい。「工程管理」の時によく使うものだと教えてくれた。聞いたことがない言葉「工程管理」。仕事において、現状の進み具合の把握と進捗具合をメンバー全員で把握するための作業の事らしい。この場合、俺と恭子さんしかいないのだけど、恭子さんが考えているイメージを俺に伝えるために使われた。名前は難しいけど、内容としては分かりやすかった。今の自分の立ち位置が分かるのと、予定に対して遅れているか、進んでいるのか一目で分かったのだ。 
 
    「カツくん、すごいわよ！　予定通り進んでるわね。予定の１１０パーセントで推移しているわ」 
 
    「恭子さんのお陰だよ！」 
 
    「ご主人様……あ、間違えた、カツくんの頑張りだよ！」 
 
    「いま、変なこと言わなかった⁉」 
 
    「な、なにか聞こえた？」 
 
    　恭子さんが顔を真っ赤にして明後日の方向を見ながら必死に誤魔化している。じーっと見つめるとダラダラと汗をかき始めた。正直、嫌な予感しかないけれど、俺に害なそうしている訳ではないのが分かるので、今日のところはスルーした。ふと考えてみたら、普通のラノベとかでは好きな女の子を振り向かせるためとか、落とすためにチートスキルを使って頑張って、ウエーイするはずだ。俺の場合、ヒロインは既に落ちている。ラブラブを通り越してズブズブだ。自分の生活環境をよくするためだけに頑張るってあんまりカッコよくないな。まあ、しょうがないけど。前にも後ろにも進めなくなっていたんだ。恭子さんと頑張ってみるか。 
 
      
 
    　　加賀見恭子Side 
 
    花音ちゃん……彼女が強力なライバルであることは明らかだった。「元カノ」「同じクラス」「クールビューティ」「カツくんと同級生」などなど、油断できない要素はたくさんあって、いつカツくんを取られてしまってもおかしくない要素がたくさんあった。心の中の警報はなり続けている。最も注意すべきは彼女だと。そして、カツくんの中にも花音ちゃんを思う要素が見て取れた。本人もまだ恐らく気づいていない。最初は、カツくんを甘やかせてドロドロにして落とす作戦だったけれど、自分の方が先に落ちてしまっている。しかも、ズブズブにハマっている。カツくんなしではもう生きられない。 
 
    考えてみたら、最初からそうだった。命を救ってもらったのだから。神か天使か、最愛の人。心も合うけど、身体も合う。あんなに激しくて、深く愛してくれる人なんて、恐らくもう一生現れない。年下相手に恥ずかしいけれど、完全に翻弄されている。新しい扉がいくつも開いてしまった。あんなのを味わってしまったら、もう離れることなんて出来ない。まるで麻薬。まさに悪魔的。天使の心に悪魔の身体。普通の人じゃない。こんな人に出会ってしまった。それは運命なのか、偶然なのか。一人の男性としての愛情も湧く。そして、母性的な何かがあふれ出してくる。意外だったのが奴隷心。彼に跪きたい。屈服してしまいたい。支配されて征服されたい。そんな今までに経験したことがない感情が自分の中にあることに気づいてしまった。武田将尚くん……カツくん……私のご主人様！　気を張っていないとご主人様と呼んでいてしまう。隷属してしまう。服従してしまう。そして、あの目。きっと大きな問題を抱えた目。絶望の目。ご主人様の抱えた問題を全て解消してあげたい！　いえ、解消して差し上げたい！　あの目が変わってしまったとしても、心を開放して差し上げたい！ 
 
    　まずは、勉強。成績学年トップを取らせてみせる。「クラスの空気が悪い問題」と同時に「家族仲問題」にも影響を与える大切なピースの一つ。そして「花音ちゃんとの仲問題」にも…… 
 
    　まだこれは後でいい。とりあえずは、１０年にも及ぶ社畜スキルをフル活用して、カツくんのモチベーション上げまくりの、成績上げまくりで！ 
 
    

  

 
  
    
 
    §　花音の呼び出し 
 
    　恭子さんのプランニングとスケジューリングで順調に勉強を進めていく俺。例によって昼休みに教室で弁当を食べ終えた頃、俺の視界に花音が入ってきた。また親指を立てて上を指していた。俺が気づいたらふいっ、と教室からいなくなった。また花音の呼び出しだ。彼女を振って傷つけたことになっている俺としては、彼女と会っているところを誰にも見られたくない。既に委員長には目撃されてこっぴどく叱られた経験がある。 
 
    ただ、先日のことでお礼を言わないといけないだろう。俺には伝わらなかったけれど、彼女なりに気を使ってくれていたようだ。そう、復縁を迫ってきたことだ。花音としては、俺と復縁することで周囲の雑音を消す作戦を考えたみたいだ。俺はいつもの様に、屋上に続く階段をのぼり、かび臭い踊り場に向かった。こう頻繁に呼び出されるのならば、このスペースを掃除した方がいいのではないかとも思い始めてきた。まあ、今の俺には勉強がある。いくら綿密にスケジュールされていると言っても、努力を惜しんではいけないのだ。そんなことを考えながら階段を上っていたので、迂闊に手すりに手を付けてしまい、埃が付いた掌を気にしつつ、屋上ドアの前に着いた。そこには、黒髪ストレートロングの美少女、うちのクラスのクールビューティこと花音が待っていた。 
 
    「待たせたな」 
 
    「いま、ちょっと失礼なことを考えていなかった？」 
 
    　こいつはついに、他人の心まで読み始めやがった。 
 
    「心は読んでいないわ。表情を読み取っただけよ」 
 
    　こわっ！ 　ここまできたら、心を読んでいるのと変わらない。少なくとも俺には違いが分からない。なんでもできるから怖い。 
 
    「お前は相変わらず万能だな」 
 
    「有能ではあるけど、万能ではないわ」 
 
    ここの違いが俺には分からない。謙遜しているのかな。そうかどうかも分からない。 
 
    「そうだ。この間のこと……ありがとな。俺のことを気遣ってくれたんだろ？」 
 
    「……将尚の同居人はかなり頭が切れるみたいね。また厄介なのに見込まれたわね……」 
 
    　花音が腕組みをした状態で、片手だけあごを触りながら言った。まるで探偵だ。色々説明しなくても、察してしまうので、俺としては落ち着かない。ただ、俺を妖怪に取り憑かれたみたいに言わないで欲しいところだ。 
 
    「その様子だと、私のこともあの女に話したんでしょ？　私にもあの女のことを話しなさい」 
 
    　カノジョのことをぞんざいに呼ばれて少しむっとしてしまった。さっきは「同居人」、今度は「あの女」と花音にとって面白くない存在らしい。 
 
    「名前は『恭子さん』。あの女ではなく、恭子さんと呼んでほしい」 
 
    「恭子……」 
 
    「恭子さんだ」 
 
    「泥棒猫には呼び捨てで十分よ」 
 
    　プイと向こうを向いてしまった。話したくないのならば、俺は何故ここに呼び出されたのか。 
 
    「で、今度は何を始めたの？　また少し変わったわ。忌々しい」 
 
    　花音は何故かイラついていた。クールビューティと言われるだけあって、いつも冷静な印象の彼女が誰かを悪く言ったり、罵ったりするのを見たことがなかったので珍しい。 
 
    「別に大したことじゃないよ。勉強を始めただけだよ。期末の勉強」 
 
    「……」 
 
    　花音が俺の顔を覗き込んできた。近い近い近い！　顔が近いよ！　俺の顔に掴みかからん勢いで容赦なく近づいてきた。 
 
    「ああ、そういう事。『そっち』で来たのね」 
 
    　花音の言う「そっち」がどっちなのか分からないけれど、もしかしたら、「クラスの空気が悪い問題」を「復縁」で解決しようとした花音に対して、二股を拒絶した俺に恭子さんが提案した方法で「見直される功績を上げる」という地味なやつの方という意味で「そっち」だろうか。「二股復縁」はすぐ効果が出るので西洋薬だとしたら、「成績を上げる」は準備も必要だし、時間も手間もかかる。その上、効果はじわじわとしか出ないので漢方薬に例えたら分かりやすいだろうか。もし、これを指しての発言だとしたら、花音もその方法について検討したということだろう。 
 
    「なにか勝算があるのね」 
 
    「……恭子さんはこの桜坂高校出身なんだよ」 
 
    　花音が人差し指を額に当てて考え始めた。何か分からないけど、彼女の頭の中ではすごいことになっていて、フル回転中なのだろう。 
 
    「学年トップが私ってことを忘れているんじゃないの？　全教科満点取るつもりでかかってきなさい」 
 
    　腰に手を当てた状態で仁王立ちし、自信満々のどや顔で言った。いつもの様に目は冷静だけど。そう言えば、花音が成績トップだった。こいつがいた！　それでも、今回は過去問というチートもある訳で、十分射程距離内のはずだ。 
 
    「よし！　俺は勝つぜ！」 
 
    　俺の宣言を聞いたか聞かないかくらいのタイミングで花音が階段を降り始めた。マイペース過ぎる。 
 
    「あ、将尚。スマホ出しなさい」 
 
    　階段を一段降りたタイミングで花音が振り向き声をかけてきた。 
 
    「何？」 
 
    「私の連絡先はロックして１０年は消したらダメよ？」 
 
    「どういうこと？」 
 
    「残念だけど、今の私には形勢逆転の可能性は低そうだわ。でも、恭子との関係が破綻する可能性はあるわ。その時、将尚は雨の中マンション前のごみ捨て場前で泣き崩れるはずだから、その時には私に連絡してきなさい」 
 
    　なにその超具体的な絶望的シーンは……ついに未来予知まで始めてしまったのか。 
 
    「私はそれまで独身でいるから、必ず電話してくるのよ？」 
 
    　もう、ぶっ飛びすぎてて訳が分からない。「それまで独身でいる」とか「１０年」とか、何年先を想定して言っているんだよ。そう言いながら、花音は本当に俺のスマホの自分の電話番号にロックをかけて誤操作による削除が無いようにした。どこまで本気なんだよ。表情が読み取りにくいから本気なのか、冗談なのか分からないんだけど……花音が俺の顔をもう一度見た。俺も花音の顔を見返した。 
 
    「年上巨乳お姉さんと美少女同級生の２人を自由にできるチャンスだったのに。失敗したわね。期末で負けて這いつくばらないようにね」 
 
    　少しニヤリとした表情で、なんだか分からない捨て台詞を吐いた。 
 
    「言ってろ」 
 
    「はあ、これくらいしか挑発の材料がないわ……ホントに厄介ね」 
 
    　少し表情を暗くして花音が階段を降りて行った。自分で挑発って言っちゃってたし。何故、俺を挑発していく必要があったのか。花音は頭が良すぎて俺には分からないことが多い。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　新しい誤解 
 
    　恭子さんの情報を花音にいくらかでも喋ってしまった俺は、もしかしたら内通者だろうか、などと考えながら教室に戻った。そこには新たな面倒事が鎌首もたげて待っていた。 
 
    「あ！　来た！　どこ行ってたの⁉　一年の女子がきてるわよ！　あなた何したの⁉」 
 
    　委員長は俺の顔を見るなり開口一番喧嘩腰だ。俺は悪いことをした前提。俺が彼女に何をしたというのか。どうせ嫌われるのならば、そのメガネをマッキーで塗りつぶしてサングラスにしたり、靴箱の中の左の上靴にケチャップ、右の上靴にマヨネーズを入れて「紅白でおめでたい」と言ってやるとか、思いつく限りの悪戯をしてやろうか。……一文の徳にもならないから、思うだけにした。 
 
    　そのお冠の委員長に促されて教室の後ろの扉付近に行くと、琴乃がいた。俺のたった一人の妹だ。 
 
    「いた！　お兄ちゃん！」 
 
    　俺の顔が見えると琴乃が駆け寄ってきた。 
 
    「もう！　どこ行ってたの！　お父さんもお母さんも心配してるんだから！」 
 
    　琴乃が俺のシャツの胸元を両手で掴んで涙ながらに訴える。これは俺が何を言ってもダメなやつだ。視線を送る形で教室の奥で席についている花音に助けを求めてみる。「家庭内のことは自分でなんとかしなさい」という目をしている。唯一の味方を失い、絶望していると、今度は後ろから話しかけられた。もうトラブルはお腹いっぱいなんだけど…… 
 
    「お！　琴乃ちゃんじゃん！　ちわー！」 
 
    「あ、え⁉　こ、こんにちは！」 
 
    　健郎＆明日香だった。 
 
    「久しぶりじゃない！　どうしたの？　珍しいね！　同じ学校だけど中々会わないもんね！」 
 
    「は、はいっ」 
 
    　琴乃と健郎＆明日香は面識があった。以前、琴乃の買い物に付き合わされた時に、デート中の健郎＆明日香にエンカウントしたことがある。琴乃のことを俺のカノジョと勘違いして散々揶揄われたので双方覚えていたのだろう。 
 
    「今日はなに？　忘れ物かな？」 
 
    「あ、いえ。ありがとございます」 
 
    　急に上級生の教室である事を思い出したのか、大人しい琴乃になってしまった。 
 
    「とにかく、帰ってきてよね！　お母さん倒れちゃうよ！（ぼそっ）」 
 
    　俺の耳元ですごい爆弾を落として去っていった。 
 
    「放課後も来るからね！」 
 
    　振り返ってオーバーキルしていった。この後、誰かが何とかしてくれたらいいけど、また悪い噂が広まりそうで……恐らく「武田が一年の女の子に何かをして、教室に乗り込んできた」みたいな話になって広まるのだと思う。そして俺はその女の子に何をしたことになるのか……妹だけどな。花音の方を見たら、委員長が近くにいて花音を慰めていた。 
 
    「おまえ〜」と言う視線を送ったが「私のせいじゃないわ」という表情で返された。まあ、クールビューティはあまり表情に変化が無いので、俺の勝手な思い込みの可能性はあるが…… 
 
    「琴乃ちゃん何だったんだ？」 
 
    「いや、なんでもない。それよりサンキュ」 
 
    　健郎＆明日香は見たものをそのまま受け取るし、俺に悪い感情を持っていないようなので、精神的に助けられていると思う。彼らのお陰でクラスの何人かには琴乃が俺の妹でただ会いに来ただけ（？）と伝わったはずだ。健郎＆明日香にも家出のことはまだ言ってないし、何も言ってないのに俺を擁護する動きをしてくれたことには感謝だ。 
 
    　委員長の場合は、相手をこんな人と勝手に設定する節があり、一度決めたら変えないので俺は常に悪い人らしい。そして、弁解しても話は聞いてもらえ無さそうだし、弁解の隙を与えない。彼女の誤解をとくのは俺には不可能だろう。健郎＆明日香が話している話も耳には入らないのかもしれない。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　琴乃からの脱出ミッション 
 
    　放課後、琴乃が教室に来る前にチャイムダッシュで教室を出た。見つかると連れ戻されてしまうし、妹が泣くのは見たくない。顔を合わせずに一人で恭子さんのマンションに帰りたいと思っていた。廊下を見るが琴乃はまだ来ていない。チャンスだ。下駄箱に着いて上靴をローファーに履き替えるためにしゃがんだところで首の後ろを掴まれた。 
 
    「捕まえた！　お兄ちゃん！　ぜったい連れて帰るんだからね！」 
 
    　あー、確かに絶対靴履き替えるよねぇ。賢いなぁ、うちの妹様。ジャケットの裾を摘ままれたまま俺は大人しく駅の方に歩く。はぁ、こんな姿を委員長に見られたら、また誤解を生みそうだ。 
 
    　琴乃は琴乃で、俺の事をよく知っているので、ジャケットの裾を掴んでいれば振り払って逃げたりしない事は知っている。犬とその飼い主の様な状態で、俺は琴乃の前を家に向かって歩かされていた。本当ならば、この時間も勉強に費やしたいのだが、琴乃に捕まったからには何とか対処しないといけない。このまま恭子さんのところに連れて行ったら、恭子さんが「誘拐」という犯罪者にされてしまいかねないので、恭子さんのマンションに行くのは悪手だと思っている。俺は自宅に向かいながら、事前に恭子さんから言われていたことを思い出していた。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　自宅への強制送還 
 
    　俺はもう逃げられないと腹をくくっていた。それでも、家出生活はまだ続けるつもりだった。つまり、一旦家に帰って両親に顔は見せるけれど、再び家を出て恭子さんと暮らすことを考えていた。期末テストの結果が出たら、成績は学年トップの予定なので鼻高々にアウトプットを出せたのだが、残念ながら期末テストはまだだし、結果が出るのはさらに少し後だ。　妹の琴乃に掴まった以上、このまま家まで強制送還だけど、俺にはまだ秘策があった。事前に花音が、家出はすぐに学校にバレるから対策を取っておくようアドバイスしてくれていた。俺は、恭子さんの話を思い出していた。 
 
    　＊＊＊ 
 
    「もし、カツくんが家に連れ戻されて、その時『再家出』の許可が取れるとしたら、衣食住のうち、『食』と『住』は特に心配すると思うので、とても重要ね」 
 
    　食に関しては、三食恭子さんが作ってくれているので困ったことがない。しかも、昼用の弁当まで作ってくれている。住に関しても家出とはいえ、橋の下などではなく、恭子さんのマンションでとても快適だ。雨露凌げるどころではない。とても家出中とは思えないような充実ぶりだ。ワンルームマンションで、風呂トイレ付き、恭子さん付きなのだ。 
 
    「あとは、『安全の確保』と『自由意志』かしらね」 
 
    　確かに、マンションで暮らしていると言っても、安全とは限らない。極端な話、暴力団の事務所で暮らすとか無理だし。自由意志は、自ら進んで家出状態にあることだろうか。安全なマンション暮らしでも、何らかの方法で拘束され帰りたくても帰れないのならよくないだろう。 
 
    「本当は、『クラスの空気が悪い問題』が解決した後に話すつもりだったけど、成績が下がるといくら安全な生活でもご両親には理解されないわ」 
 
    「たしかに」 
 
    「もっとも、これは期末テストの結果が出るまで形にならないから、今の時点では何も出せないわね。もし、期末の結果が出る前に家に捕まることがあったら、成績以外のカードを切るしかないわね」 
 
    　つまり、俺が家に示すべきは、５つの項目があるという事。 
 
      
 
    　・食の確保 
 
    　・住処の確保 
 
    　・安全の確保 
 
    　・自由意志による家出 
 
    　・成績アップ 
 
      
 
    　この内、成績以外を出すしかない。さて、これらの項目について、どう説明するか。どう見せるかが問題だ。まだ、話は固まってないけれど、後は出たとこ勝負かな。 
 
    ぼんやりそんな事を考えていたら、俺の家に着いた。二階建ての一戸建て。狭いけど庭もある。市内で一戸建てを建てたのだから父親の収入は平均よりも多いのかもしれない。門扉を開け、玄関ドアの鍵を鍵穴に差し込む。帰るつもりが全くなかったのに、鍵はズボンのポケットに入れていたなんて、習慣とは恐ろしいもんだ。玄関ドアを開け家に入る。奥からドタドタとかけてくる人物がいた。まあ、母親なんだけど。 
 
    「将尚！」 
 
    　俺の名前を呼びながら母親が玄関まで走ってきた。彼女は俺の顔を見ると真っ先に抱きついてきて、無事でよかったと泣いていた。少しの間抱きついていたと思ったら、次は全身を見て変わったところがないか確かめ、どこにいたのかと聞いた。母親は少しやつれただろうか。顔色があまりよくないように見えた。この間、琴乃は玄関で一緒に泣いていた。自分が家族を泣かせていると思うと気分はよくなかった。荷物を持ったままリビングに行くと父親もいた。会社は休んだのだろうか。それとも、俺が帰ると聞いて早引きしてきたのだろうか。 
 
    「将尚！　どこに行ってたんだ！」 
 
    　夫婦そろって同じことを聞く。父親は温厚な人柄だから俺を殴ったりはしない。ただ、人は心配になるとそれを怒りに変換してしまう。別に俺はとりあえずでも帰ってきて、顔を見せているのだからそんなに大きな声を出さなくてもじっくり話し合いをすればいいのに。 
 
    「まあ、座りなさい。母さん、将尚に飲み物を」 
 
    「はい！」 
 
    　俺はリビングのソファに座った。中央の長四角のローテーブルの前に長い三人掛けのソファを置いていて、ローテーブルの短手にそれぞれ一人用のソファが置かれている。俺は三人掛けの広いソファに腰かけた。９０度傾いた位置の一人用に父親が座った。母親と琴乃はキッチン近くの背の高いテーブルの椅子に座ってこちらを見ている。母親が準備してくれたお茶には手を出さずに俺は答え始めた。 
 
    「ずっとカノジョの家にいた」 
 
    「カノジョ……花音ちゃんか⁉」 
 
    「あいつとは別れている。新しいカノジョ」 
 
    「向こうの親御さんはなんて言ってるんだ⁉　ちゃんと食べていたのか？　無事なのか？」 
 
    　なぜ、こう一度にまとめて聞くのか。答えられる訳がないのだ。こういった時、花音が思い浮かぶ。あいつは、俺が一つ言ったら、十を理解する。色々言わなくても理解してくれるので、俺としてはすごく助かっていたのかもしれない。ただ、頭が良すぎて彼女の考えは俺には分からない。それに振られた。彼女もまた俺を必要としていなかった。そういった意味では、俺と合う人間なんていないのではないかとすら思う。 
 
    そう思う一番の原因と言えるのが、この夫婦だ。俺はずっと何でもない普通の家族だと思って暮らしてきたし、育ってきた。ある日、リビングで父親と母親が話しているのを聞いてしまったのだ。俺はこの父親の子供ではなかった。少なくとも父親は別にいるようだった。そうなってくると、母親の方も実母であるかは分からない。 
 
    　琴乃は間違いなくこの夫婦の子供だ。つまり、俺だけは異質。この家族に寄生する謎の男なのだ。俺が二人の子供ではないことを知っている事は、二人は気付いていないようだ。琴乃もまだその事実を知らない。それまで何でもない当たり前と思っていた事が足元から崩れていくのを感じた。琴乃とも血はつながっていない。赤の他人だ。ただ、今はまだ琴乃は俺のことを実の兄だと信じているので、そのように振舞っている。真実を知ったとき、彼女もまた俺の前から消えていくのだろう。俺が家族と血がつながっていないことを知ってから、俺は人を信用することができなくなった。人は何を考えているのか分からない。俺は友達との付き合いも極力避けるようになって行った。健郎＆明日香みたいなやつらは特別で、基本的に俺はクラスメイトとも最低限の会話しかしない。 
 
    俺は、高校を卒業したら家も出るつもりだった。そのために、週末は時々バイトをしたりしてお金を貯めていた。高校卒業と同時に家を出るための資金のつもりだ。花音と付き合っていた時も週末に出かけようと言われなかったので、普通にバイトを続けていたのだ。 
 
    　つい先日、その貯金が見つかってしまった。銀行に入れたりせずに引き出しの中の透明ビニールのポーチのような入れ物にお金をためていた。貯金は二年半で６０万円くらい貯まっていた。高校生のバイト代は安くて中々大きくは貯まらない。割と頑張った結果の６０万円だった。俺は家でも必要最低限しか食べないし、特に何も買わなかったので、ここまでは貯まった。両親はお小遣いもくれると言っていたが、それは辞退していた。貯めていたのはバイト代だけだ。この金はなんだと父親に問われて俺は答えることができなかった。どこから話せば最低限か分からなかったのだ。両親が俺に、俺が実の子でないことを言わない限り、俺は何故家を出たいか伝えることはできない。それで翌日の朝に、学校に行くついでに家出をしたのだ。今回も全てを語るにはまだピースが足りていない。両親が俺のことを実の子ではないと伝えるのが先なのだ。俺はおもむろにスマホを取り出し、恭子さんが作ってくれた食事の写真を表示させた。 
 
    「まず、『食の確保』。三食きちんと食べていた。」 
 
    　俺はスマホの写真をスライドさせて父親に見せた。 
 
    「……」 
 
    　父親は何も言うことがなかったようだ。意外とちゃんとした食事をしていると思ったのかもしれない。そう思ってくれたなら成功だ。 
 
    「次に、寝泊まりしている所は清潔なマンションで掃除が行き届いている」 
 
    　今度は、恭子さんの部屋の写真を見せた。 
 
    「カノジョはクラスメイトか？」 
 
    「違う」 
 
    「じゃあ……」 
 
    　父親が質問の続きをしようとしていたが、結局は恭子さんのことは言うことができない。俺が未成年で、彼女は成人だからだ。俺達は俺達の意思で一緒にいるのだけど、彼女が成人である以上、「誘拐」になってしまう。両親の許可があれば問題ないが、それを得るには彼女の説明をする必要が出てくる。紹介するよりも先に信用を得る方法などないので、恭子さんについては俺からは話せないのだ。 
 
    「『安全の確保』について、俺がここに五体満足でいることが証拠と言える」 
 
    「お前、何を言って……」 
 
    「最後に、『自由意志による家出』について。俺は俺の意思で家を出て、そして帰らない。誰かに拉致されたり、拘束されたり、束縛されている訳じゃない」 
 
    「将尚……」 
 
    「みんなの悲しい顔は俺も見たくない。俺は無事だし、快適すぎる生活をしているから、そっとしておいてほしい。今日はそれを言いに来た」 
 
    「……帰って来た訳じゃないのか？」 
 
    「俺は帰らない」 
 
    「あの金がなにか関係しているのか？」 
 
    「……」 
 
    　関係してるかと言ったら関係しているのだろうか。金は手段であり目的ではない。ただ、父親の質問の意図を鑑みると、金のために家出しているのかという意味だと思えた。そういう意味では関係ない。家を出るための資金のつもりだった。今考えれば、あの金は恭子さんに渡した方が本来の使い方ではないだろうかと思い始めてきた。 
 
    「将尚！　何が気に入らないの⁉」 
 
    　キッチンの方のテーブルの椅子に座っていた母親が立ち上がって大きな声で言った。俺は何かが気に入らない訳ではないし、わざとぶっきらぼうな態度をとって気をひきたい訳でもない。自然な感じで家を出られるように準備をしていたのだ。高校卒業がそのタイミングだと思っていた。その前に、あの金が見つかってしまい、それについて答えろと言われたら何も言えないのが俺の意見だった。 
 
    「お兄ちゃん！　帰ってきて！」 
 
    　どうしてそんなに俺に家にいて欲しいのか、俺には正直理解ができなかった。俺にはこの家の中に居場所はなかった。母親と血がつながっている可能性はあるけど、父親と妹とは赤の他人。母親にしたって赤の他人の可能性だってある。血がつながっていたとしても、父親とは別の男性と子供を作っているにもかかわらず、今の父親と何食わぬ顔で生活している。俺には理解ができなかった。父親は俺のことは実の子でもないのに、お金をかけて育てるようになった理由も全く分からない。もし俺が彼だったら、同じことができるとは到底思えないのだ。 
 
    「ごめん……俺はうまく立ち回れない」 
 
    　そのまま出ていくとしても、折角出してくれたお茶をそのままにしていくのは相手の心を踏みにじることになると思い、俺はローテーブルに置かれたお茶をグッと一気に飲み干した。 
 
    「ごちそうさま」 
 
    　そう言い残して、リビングを出た。一旦自分の部屋に行き、教科書類と、これまで貯めていた金の入ったポーチも鞄に詰め込み部屋を出た。玄関で靴を履くまでにリビングの扉の向こうで母親が泣いているのが聞こえた。俺は悪いことをしている。そう感じているけれど、どう立ち回れば両親と妹は悲しまなくてよかったのだろう…… 
 
    

  

 
  
    
 
    §　俺の今帰る場所 
 
    　ほぼ全教科の教科書は重かった。家に置いていたサブバッグも使ってできるだけ多く持ち出したのだ。紐が肩に食い込んで痛かったけど、家族の悲しむ様子を見せられて、心の方が痛かった。俺はどこで何を間違えたのか。少しセンチメンタルな気持ちになっていたかもしれない。恭子さんのマンションに着いたのはもう日が沈んで辺りは真っ暗になった頃。預かっていた合鍵でエントランスのオートロックを開け、エレベーターで６階に上がった。玄関のドアを開けたらすぐに恭子さんが飛び出してきた。 
 
    「カツくん！　おかえりーっ！」 
 
    　なんかすごい薄い部屋着で抱き着いてこられて、ちょっとびっくりした。Ｔシャツの下はノーブラらしく抱きつかれただけで、色々柔らかい。手を引かれて、部屋に入った。部屋の中を見ると、チューハイの缶が何本も落ちていた。ああ、一人で宴だったのかな？　そんなことを考えていたのだけれど、そうではなかったらしい。恭子さんが首の辺りに抱き着いてきて、首筋に何度も何度もキスされた。 
 
    「なに？　なに？　どうしたの？」 
 
    「カツくん、家に帰っちゃったと思ってー！　一人でやけ酒飲んでたのー！」 
 
    　恭子さんが泣いていた。どうやら俺がいなくて悲しんでくれていたようだ。こちらも俺がいなくなって悲しんでくれている。家では家族が泣いていて、俺も心が痛かった。こちらでは、泣かれて嬉しいと感じている。誰かその違いを俺に説明してくれ。 
 
    「実は学校で妹に見つかって、一回家に帰ってきた」 
 
    「え⁉　大丈夫だったの⁉」 
 
    「一応、ちゃんと生活してることは伝えて出て来たけど、家族は悲しんでた。その顔を見たらなんか……俺も心が痛かった……」 
 
    「そっか……家には帰れない感じ？」 
 
    「うん……あそこには俺の家族はいなくて」 
 
    「どういうこと？」 
 
    「うん……またゆっくり話すよ」 
 
    「わかった。今はカツくんがいてくれれば十分」 
 
    　酔っぱらってフラフラの恭子さんは、身体も桜色に染まっていて色っぽかった。俺の顔を見て表情も嬉しそうで、それを見た俺も愛情がどばどば湧き出し、思わず抱きしめてキスをした。 
 
    「頑張ったね」 
 
    　そう言って、恭子さんが俺の頭を撫でてくれた。子どもみたいだと思ったけれど、実際撫でられるとなんだか落ち着いた。これはいいもんだ。そして、また首筋にキスされた。 
 
    「……しよっか？」 
 
    「……」 
 
    　恭子さんは、どこも見ていない様な目で小さく言った。なんかそれだけで十分エロかった。自然にベッドに移動した。 
 
    　　＊＊＊ 
 
    　……今日は長かった。落ち着いた頃には日付が変わろうとしていた。恭子さんは全裸のままベッドの上でうつ伏せで身体がビクンビクンと痙攣している。その時の恭子さんの表情は極上にエロい。痙攣している恭子さんを見るのは欲情を搔き立てられて彼女の好きなところの一つだった。結局、俺は今日勉強ができなかった。収穫と言えば、教科書と貯めたお金を持ってきたこと。それくらいだろうか。逆に悪いことは片手では収まらない。花音に挑発されたこと？　琴乃のことを委員長に誤解されたこともそうだろうし、家族の悲しむ顔を見せられた。 
 
    （ガブッ）「あいた！」 
 
    　恭子さんがあちらの世界から帰って来たらしく、俺の二の腕を噛んでいる。 
 
    「カツくんが、カノジョを抱いたベッドで、事後に他の女のことを考えている！　悪い男だ」 
 
    　そう言われれば、そういうことになるのだろうか。ただ単に落ち込んでいただけなのだけれど。あと、琴乃は妹だから。 
 
    「むうぅー、ジェラシー！」 
 
    　そう言いながら、今度は首筋に嚙みついてきた。吸血鬼みたいだ。俺の首筋に残るのは二本の牙の跡ではなく、歯型になりそうなので、止めていただきたい。体育があった時、着替えることができなくなる。 
 
    「花音ちゃんの写真ないの？」 
 
    　花音のことを考えていたなんて一言も言っていないのに、恭子さんもまた頭の回転や察しが良く俺の思考は駄々洩れで読まれまくっているのだろう。 
 
    「一枚だけあったと思うけど……」 
 
    　俺はオンラインストレージの画像一覧から花音の写真を探し出した。家の前で二人並んで写った写真。二人の間には微妙な空間があり、カップルの写真というよりは、昔の家族写真という感じの二人とも棒立ちの写真。しかも、上から下まで全身入っているので、いよいよ古い家族写真みたいだった。確か、家の前でたまたま会った琴乃が撮ってくれたんだ。 
 
    「うわー、美人系かぁ、これがライバルとかきっついなぁ」 
 
    　恭子さんが、俺の横でうつ伏せに寝転んで写真を見て言った。俺は既に振られているので、元カノであってライバルでもなんでもないはずだ。恭子さんこそがカノジョ。そのカノジョは背中のラインからお尻のラインがすごくきれいだ。俺はチラ見でその芸術的な曲線を楽しんでいた。 
 
    「これがクールビューティかぁ」 
 
    　恭子さんをよく見ると、瞳が細かく動いていた。すごく何かを考えているようにも見える。 
 
    「カツくんから聞いた話も総合すると、花音ちゃんは『鏡』みたいな子じゃないかな？」 
 
    「鏡？」 
 
    　これまでに聞いたことがない例えだったので、興味が 湧いてしまった。 
 
    「そう、他人がイメージした人物を映し出す鏡。白雪姫の魔女が持っている鏡みたいなものかな。みんなが彼女をクールビューティだと思っているから、クールビューティを演じちゃう感じの」 
 
    「そういうところはあるかな」 
 
    「そうなると、カツくんのことは最高に欲しい相手じゃないかな？」 
 
    　恭子さんは、俺と花音の写真をずっと見ている。見れば見るほど情報が得られるのかは分からないけれど、拡大したりして、花音をすごく観察していた。 
 
    「カツくんは、誰ともつるまないし、誰の影響も受けない。つまり、カツくんと接している時、花音ちゃんには何も期待しないってこと。花音ちゃんはカツくんといれば素の花音ちゃんでいられる訳でしょ？」 
 
    　そんな考え方はしたことがなかった。発想からして斜め上というか、恭子さんはやっぱりかなり頭がいいらしい。もしかしたら、花音と対等かそれ以上に渡り合えるくらいの頭脳を持っているのかもしれない。 
 
    「ところが、付き合ってみて気付いてしまったのよ。カツくんが思ったよりも自分に興味を持っていないって。花音ちゃんの方を向いていないのだから、鏡に姿が映らないの」 
 
    　たしかに、花音と付き合っている時もあまり俺の意識には入ってきていなかった。むしろ、振られた後の方が花音のことを意識しているくらいだ。 
 
    「彼女は、なんとかカツくんを振り向かせようとするわね。だから別れを切り出した」 
 
    　確かに、別れた後の方が花音のことを考えている気がする。恭子さんが言うことは一理あるのかもしれない。 
 
    「別に『セックスしよう』でも『一緒に死のう』でもよかったと思うの」 
 
    「なぜ、『セックス』の方を選ばなかったのか！」 
 
    「やっぱり、花音ちゃんとしたいんでしょ！」 
 
    　再び首筋を噛まれている。……多分、これは跡が残るな。制服も衣替えがあったのだけど、カッターシャツだけで首の歯型が隠れるだろうか…… 
 
    「花音ちゃんは、お姉さんにカツくんを取られたことを本当に悔しく思っているわね！」 
 
    　俺は普通の男子高校生だ。あんな美人に狙われる様なチート能力は持ち合わせてない。そういった意味では振られて良かったのか？　あのままでは心臓が持たなかったかもしれないし。 
 
    「やっぱりジェラシー！　カツくん、首にキスマークいっぱい付けといていい⁉　マーキングとして！」 
 
    　やめてくれ。学校に行くだけで停学になるわ！　そして、また花音に揶揄われるかもしれない。委員長が言ったのが本当なら、また彼女を泣かせてしまうかもしれないというのもある。周囲の人に悲しまれるのは嬉しくない。俺はそんな行動はとりたくないのだ。考え込んでいると、ふいに恭子さんが抱き着いてきた。 
 
    「今日は何にも考えずにしっかり寝て、明日からまた勉強しよう！」 
 
    　そうだった。成績トップを取るんだった。 
 
    「寝る前にもっかいする？　入れたまま寝る？」 
 
    　段々恭子さんの品がなくなってきた。ヤキモチ妬きで、エロエロで冗談に品がない。俺が恭子さんにそれを求めているのだろうか。そして、彼女もまた「鏡」のように、それに応えてしまっているのではないだろうか。そんな変なことを考えながら、恭子さんとイチャイチャしながら眠りに落ちた。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　頭越しのライバル関係 
 
    　家に帰った日、勉強が遅れた。その遅れ具合は恭子さんのスケジュールと工程表により数字で出た。それまで予定達成率に対して１２１パーセントの達成率だったものが、９７パーセントに下がったのだ。恭子さんが工程管理で使っていたという「バーチャート式工程表」と「バナナ曲線式工程表」により見た目的にも把握していた。これらは仕事の予定や進捗を視覚的に表す手法らしい。名前は難しいけれど、見た目には分かり易い。俺は自分の現状を正確に把握できていた。 
 
    　恭子さん曰くスケジュールを変更する程の遅れではないので、このまま頑張れば大丈夫とのことだった。この「バナナ曲線」が優れモノで、最短で目標達成した時と、最遅で達成した時のグラフも入っている。俺は現状この範囲内なので、計画は破綻していないのが見ただけで分かるのだ。「計画」と「工程管理」ってすごいと思った。不安感のコントロールもできている。今までの俺ならば「遅れている」という事実から闇雲に頑張り、徹夜していたかもしれない。その後の効率低下など考えずに。言うならば「大人が仕事を終わらせていくストイックさ」が俺の今回の期末テストに活かされている。俺は冷静に遅れを取り戻せるのだ。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　今朝も教室に着く時間もいつも通りだった。一番だと思ったけれど、やっぱり教室の一番後ろの奥の席に既に美少女が文庫本を読んで座っていた。ＳＨＲ（ショートホームルーム）が始まるより一時間も早く登校して何をしようと思っているのか。 
 
    「家には帰ったの？」 
 
    　花音は読んでいる文庫本から目を外さずに独り言のように質問してきた。席はそれなりに離れているけど、朝の誰もいない教室では十分に聞こえた。 
 
    「一旦帰ったけど、そのまま恭子さんのマンションに戻った」 
 
    　鞄を机の横のフックにかけながら俺は答えた。顔は花音の方を向けていない。前を向いて椅子に座った。 
 
    「教科書も取ってきた」 
 
    「あら、言ってくれたら教科書は私があげたのに」 
 
    「お前はどうするんだよ」 
 
    「もう全部覚えているから特に要らないわ」 
 
    　こいつはどんな頭しているんだろう。普通の人が言ったら冗談かと思うだろうけど、花音が言うと全然冗談に聞こえない。瞬間記憶能力なのか、完全記憶能力なのか知らないけれど、中二病を地で行くようなチート美少女なのかもしれない。 
 
    「ところで、今朝のニュースは見た？」 
 
    「どんな？」 
 
    　花音が教室の中でこんなにしゃべるのは珍しい。教室に俺しかいないからかもしれない。普段はクールビューティの仮面を被っているので、一日ほぼ喋らずに過ごすことも少なくない。クラスメイトから話しかけられても少しの微笑で答えるなど「はい」「いいえ」の答えすら音を発しないこともある程だ。 
 
    「ある自治体のパソコンがウイルス感染したそうよ。セキュリティソフトが古くて更新できなかったことが原因らしいわ」 
 
    「へー」 
 
    　なんだろう。単なる雑談？　花音がわざわざそんなことを言うのは珍しい。どんな意味があるというのか。俺の頭では到底理解が追い付かない。そもそも、そんなニュースが本当にあったのだろうか。朝は情報番組のテレビを点けているけれど恭子さんとの会話でほとんど頭には入ってきていないのだ。今朝も恭子さんとは、目が覚めた後いちゃいちゃしてたし。こんな幸せな体験を毎朝していたら、絶対恭子さんじゃないとダメになると思う。今度は花音の時の様に振られないようにしないといけないな。 
 
    「……昼休みいつものところへ」 
 
    　何故か、急に不機嫌になる花音。難しいお年頃かよ。最近呼び出しが多くてひやひやする。二人で会っていたら委員長に何を言われるか分かったもんじゃない。ふと気づけば、クラスメイトがちらほら登校して来る時間になっていた。今日の一番（俺と花音は除く）は委員長だった。それだけで気が重い。 
 
    「武田くん！　何か声が聞こえたわ！　また藤倉さんに酷いことを言っていたでしょう！」 
 
    　席についている俺の目の前に委員長が来て鞄も置かないうちに文句を言い始めた。教室に俺と花音の二人しかいないのに話声が聞こえたということは、俺が花音に悪口を言っているということになるのだろう。これまでに、俺が花音に悪口を言ったことがあっただろうか。そして、それを一度でも委員長は見た事があっただろうか。彼女は俺の目の前でくどくどと文句を言い始めた。そのうち他のクラスメイトも教室に入り始めたけど、お小言は続いている。きっと彼女の中で自分は正義で、俺は悪なのだろう。真実はいつも一つかもしれないけれど、俺の知る事実と彼女の知る事実は確実に異なっている。こういう立場の違いからくる意見の相違がなくなれば世界から戦争はなくなるんだろうなぁ。そんなことを考えていても、今日のお小言は終わっていなかった。そのうち怒りで顔が真っ赤になった委員長を見ながら、俺はひとり妄想の世界に突入し始めた。ベッドでよがり狂うショートカットメガネの委員長。 
 
    『もうイったから！　イってるからっっ！』 
 
    　彼女は必死に許しを請うけど、俺は攻めの手を休めはしない。中々萌えるシチュエーションだ。 
 
    「ちょっと！　聞いてる⁉」 
 
    　リアルな委員長の声で俺は我に返った。 
 
    「そういうのやめなさいよね。これはいじめだからね！」 
 
    　ちょっと想像の委員長のあられもない姿に興奮してしまっていた。いま委員長が言ったことは、花音に悪口を言う事についてのはずだ。ちょっと妄想とごっちゃになった。もうすぐ先生も来るし、とりあえず、今朝のお小言は終わったらしい。 
 
    「ばか……」 
 
    　すごく遠くの後ろから花音の声が聞こえたような気がしたけれど、さすがに気のせいだろう。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　昼休み呼び出されたので、弁当を食べた後いつもの屋上前踊り場に来ていた。花音とは付き合っていた時よりもよく話している気がする。こういう「密会」は恭子さんを裏切っているような気がして、少し嫌な気がしている。ただ、花音に呼び出されたら行かないと後でもっと大変になることを俺は本能的に知っている。 
 
    「上月かみつきさんで変な想像をするのはやめなさい。そういうのは私にしておきなさい」 
 
    　なにを言い始めたのかこのクールビューティは。ちなみに、上月さんとは委員長の名前だったか。「上月」さんだけに「噛みつき」ではないよな。どうも変な方向に思考が流れがちだ。疲れているのか、昨日の家でのことがショックだったのか…… 
 
    「これ」 
 
    　花音が１冊のノートを手渡してきた。 
 
    「なにこれ？」 
 
    　受け取り、開いてみる。とても几帳面な字が見えた。花音の字だ。内容は……今度の期末の範囲の内容？　一冊のノートに全教科の内容が書かれていた。ただ、詳しく書かれている一方で内容はかなり絞ってあった。 
 
    「『秘策』はあるんでしょ？　ただ、ここ１０年で学習指導要項が変わったから出やすくなった問題とか、授業中先生が何度も言ったことがあるのよ」 
 
    「え？」 
 
    　もしかして、過去問のことまで知っているのだろうか。そして、過去問でカバーしきれないことをこのノートにまとめてくれた？　情報が古いと痛い目にあう……ちょっと待て。朝のセキュリティソフトの話はここにつながるのか⁉ 
 
    「アラサーエロエロ巨乳でもできないことはあるのよ」 
 
    　アラサーエロエロ巨乳とは恭子さんのことか。待て待て。俺は恭子さんの事は言ったけれど、年齢とか巨乳とかまでは言ってない。想像を働かせたにしては断定的だったし、もしかして、花音は恭子さんを見たことがあるのか⁉　いつだ⁉　昨日は、俺は家に帰った。それまでは普通に駅に行って帰ったし、俺と花音の乗る電車は反対方向だ。花音が恭子さんを見たとしたら……水曜日、家出後初めての登校の日か！　俺は学校を出てその後、寂れた公園で恭子さんと合流している。花音は俺を尾行していたのだろうか。そして、公園で二人でいるところを花音が見ていた、と。 
 
    「ある人が、花音は俺の興味を引くために別れ話をしたんじゃないかって言ってた。セックスでも、心中でも何が気を引くためのことだったら何でもよかったって」 
 
    「……恭子は、お馬鹿なのか、挑発してるのか、ちょっと判断つかないわね」 
 
    「ある人」としか言ってないのに、恭子さんだと断定だぜ。花音恐ろしい子。ただ、バカにしてるとか、挑発とか、分からない感じになってしまった。花音は頭が良すぎて俺では会話の相手にすらならない。 
 
    「恭子もできないことはあるわ。彼女は学校内に入れないし」 
 
    　ライバルを見つけてテンションが高いのか。俺の頭の上を通して恭子さんと張り合うのをやめてほしい。 
 
    「エロなら同級生美少女にも価値はあると思うの」 
 
    　花音とそういう関係に……考えたこともなかった。少なくとも半年は付き合ったけれど、一度手をつないだくらいで、キスもしていなかった。彼女もそういったことに興味がないと思っていたのだ。 
 
    「ピカピカの処女だから、一度したら私は一生将尚のことを忘れられなくなるわよ？」 
 
    　なんか恐ろしいことを言い始めるクールビューティ。ああ、なんて会話をしているんだ。付き合っている時にこんな素振りは一度も見せなかったのに。恭子さんの言う「花音は鏡」説が正しければ、俺が恭子さんと寝てエロエロな日々を送っているから、花音もそれに反応してこんな感じになっているということになる。 
 
    「よりを戻してくれるなら、今すぐでもいいわよ？」 
 
    　そういうと、花音は近づいてきて俺の頬に手を添えると顔を近づけてきた。完全にキスの仕草だ。 
 
    「おまっ！　何してるんだよ！」 
 
    　反射的に振りほどいた。絶対以前の花音とは違う。こんな大胆なことをするヤツじゃなかった。 
 
    「キスしないの？」 
 
    「するか！」 
 
    　花音はきょとんとした表情で「え？　そうなの？」という感じ。俺をなんだと思っているのか。確かに、花音は客観的に見ても美人だ。顔は間違いなく整っている。髪もきれいだし、その艶も好ましい。胸だって年相応にあるので、無いわけではない（多分）。それでも、花音が迫ってきたとしても、俺は断る自信がある。俺にとって花音は性的対象ではないらしい。逆に恭子さんから迫られたら俺は抗えない。何もなくても俺から襲ってしまうだろう。 
 
    「次の手を考えるしかないわね、先に戻って。私は後から行くわ」 
 
    　花音は少し不満そうだった。ここで花音に会っていたことも委員長にはバレない事を祈りつつ俺は教室に戻った。花音は昼休みが終わるギリギリに戻ってきた。流石だ。これなら一緒にいたとは誰も思わない。 
 
    

  

 
  
    
 
    　　藤倉花音の場合 
 
    　大失敗だった。計算外。お互い高校生ということが計算を狂わせた。私としたことが、クールビューティ藤倉花音が聞いて呆れる。私は、有能ではあるけれど、万能ではない。人の心はある程度読めるけれど、対象が三人以上になると急に精度が落ちる。普段からあまり人と関わらないツケがこの辺りに影響していると思う。ツケは将尚との関係にも及んでいる。将尚を他の女に奪われてしまった。ダメ元で復縁を迫ってみたけれど、全く興味が無いのはすぐに分かった。　 
 
    恭子とかいう女の方が女性として魅力的らしい。確かに放課後に公園で将尚が会っていたあの女は女性の私が見ても女らしく可愛らしかった。美人だし、表情豊か。胸も大きくて身体の線が女性的。将尚はあんな女性を求めていたのだろうか。自分とは全く違う。私はどうも感情を表す能力に劣っているらしい。甘えるのも苦手だ。あんな風に将尚に抱きつくなんて想像ができなかった。以前付き合っている時、将尚の手をつないでみたけど、あまりリアクションはなかった。彼の心の中に私は入り込めていなかったのだろう。 
 
    彼の心の中にすんなりと入りこんだ彼女は挑発してきた。私が将尚に別れ話をした理由について気付いていた。しかも、正しい理由だけではなく、有り得ない可能性まで話していた。将尚とセックスをしようにも彼は私に全く興味がなかったし、たとえ全裸で迫っても手は出さないと予想された。実際、手をつないでも無反応だったわけだし。次に心中はいよいよダメだった。「一緒に死んで」と言ったら、彼は責任感から確実に死ぬだろう。しかも、あの絶望の目をしている彼に死ぬ話をしたら、死の騒動に駆られるようになってしまうのは確実だった。私が言ったことを免罪符に一気に死の方向を見つめるようになってしまう。それだけは避けたかった。 
 
    その可能性がない今、色々な可能性についても話せた。「私なら彼を救えたわ」というあの女の挑発かもしれない。何も考えずに言葉を発するタイプではないような気がする。言うならば、私に似ているタイプ。それなのに向こうは色気むんむんの女で将尚を手に入れていて、私は将尚を奪われたただのガキということ。その挑発が確かなものと確信したのは、将尚の首筋に無数のキスマークと歯形を発見した時だ。「彼の全ては私のものよ」という勝利宣言にも似た置き土産。逆転は現時点では不可能。 
 
    だから、いくつか布石を仕掛けておくことにした。その一つがノート。きっとあの女はテストの過去問などを持っている。それなら将尚の好成績は確実だろう。でも、それだけでは学年一位は取れない。情報が足りないから。不足分をまとめて将尚に渡しておけば、テストの点数は更に上がる。テストの当日になって将尚は私の事を思い出すのよ。一応、ノートにはもう一つ仕掛けをしておいたのだけど、それに気付くかどうか。お手並み拝見。 
 
    万が一、将尚が気づいてしまった時のためにおめかしする必要がある。その可能性はないな、と思いつつも、そうだったらいいなと思う自分もいた。いいとこあの女が気づいて、将尚を連れてくるといった感じだろうか。やはり、あの女に見劣りしない服が必要だった。後は、勢いで将尚にキスを迫ってしまった。こんな事をする予定ではなかったけれど、「本気を見せるインパクトのある行動」があれしか思いつかなかった。ブラウスを脱ぐのは前回やって、ボタンの二番目のところで止められた経験がある。更に早く行動できて、インパクトがあること。それがキスだった。ただ、やってみて分かったけれど、思った以上に恥ずかしかった。涙ながらに復縁を求めたら何とかなったかもしれないけれど、恭子がいる今となっては可能性はゼロに近い。今はできる事をやって、反撃のタイミングを待つしかないのだ。

  

 
  
    
 
    §　マイルストーンと達成感 
 
    　花音にノートをもらった。以後、「花音ノート」と呼称しよう。教室で見るのは憚られたので、帰りに電車の中で見たのだけど、すごくよくまとまっている。しかも、今やっている範囲でありながら、過去問と重複している問題がほとんどない。たまに重複しているからこそ「今の道で間違ってない」とも感じられた。几帳面な字で書かれていて、分かり易く、綺麗にまとまっていた。俺が期末に力を入れていると知らせてから何日間あった？　これだけのものを作るには書くだけでも相当な時間がかかるはずだ。それをやってのける花音の優秀さがすごい。あいつはやっぱり万能だ。「有能ではあるけど、万能ではないわ」と返されそうだが、俺は本当にすごいと思っている。恭子さんのマンションに帰って花音ノートを見せた。 
 
    「ぐぎぎぃー、また花音ちゃんー！」 
 
    　恭子さんがタオルを噛んで引っ張りながら悔しがっていた。マンガなら三下の悪役の様相を呈しているが、俺の記憶が間違っていなければ、彼女は俺のメインヒロインのはずだ。部屋での恭子さんはいつも服装がラフだ。今日はダルダルのＴシャツにショートパンツ。胡坐をかいて花音ノートを見ているのだけど、胸元がダルダルなので随分中の方まで見えて……なんだか落ち着かない。見ていると思われるのもなんだか恥ずかしいけれど、正直見たい気持ちもある。少し角度を変えると、先っぽの方が……くうっ！　見えない。見えそうで見えない悔しいやつだ。 
 
    　恭子さんは花音ノート片手にパソコンで色々と調べ始めた。その表情は真剣でカッコイイ。黒目の部分がこまめに動いている。恭子さんが真剣に考え事をしている時の表情だ。ずっと見ていたかったけれど、時間が限られているので俺は俺で一人勉強を始めた。遅れは随分取り戻していたし、繰り返しの練習もできていた。割と安心感があった理由は恭子さんの計画だ。彼女の計画には、小さなゴールがいくつか設定されていた。日々それを達成していく感じ。その小さなゴールの名称は「マイルストーン」。山の何合目かを示すあの石みたいなものだ。自分が今どこまで来たのかが実感できる。これにより、小さな達成感も感じつつ進められたので「ちゃんとできている」という実感もあったし、何より飽きるということがなかった。俺が勉強を楽しいと思ってやっているのは初めての体験だった。 
 
    すごいのはそれだけじゃない。恭子さんが絶妙なタイミングで邪魔してくるのだ。俺の場合、性格的にその日のタスクを完全にやり終えてしまう。キリのいいところまでやってしまう感じだろうか。ところが、恭子さんの邪魔のお陰で少し残した状態で終わる。ほんの少しだけ残るのだ。食事で言えば最後の一口、二口。作業で言えば１０分、１５分で終わる単純作業。やれば終わる簡単作業が少し残る。次の日は当然そこからやることになる。そうすると、なぜか翌日のスタートダッシュが早い。すぐに集中し始めることができた。俺は最初この現象の理由をこの家の環境のせいだと思っていた。家や学校を離れてプレッシャーから解放されているからだと。 
 
    「それはねぇ。『作業興奮』の効果ね。人はやる気があるから作業をやるんじゃなくて、作業を始めてからやる気が出るのよ。脳科学の分野で科学的に証明された事象よ」 
 
    　恭子さんが解説してくれた。 
 
    なん…だと⁉　「勉強しなさい」「今やろうと思ったのに～。言われたからやる気がなくなった」というマンガのやり取りが間違いということに⁉　人間は未知の作業から取り掛かると気乗りしないので、中々取り組まない。そうなると作業は進まないし、集中もできない。当然、やる気は起きない。ところが、やれば終わる単純作業の場合は、作業の内容が把握できているので簡単に始められ、始めてしまえばすぐにやる気が出て集中できるという事らしい。 
 
    「……ということは、恭子さんは俺に日々『作業興奮』の効果を得られるように、勉強の邪魔を⁉」 
 
    「ん？　え？　ええ、もちろん、そうよ？　そうに決まってるじゃない！」 
 
    　ホントか、おい。しっかりしろ俺のメインヒロイン。花音の方が有能な場面が多くなってしまっているような…… 
 
    「じゃあ、明日の『作業興奮』のために、一緒に『興奮』しようか！」 
 
    　これは俺にも分かる。完全な下ネタだ。恭子さんに抱き着かれてしまった。めちゃくちゃいたずらっぽい顔をしている。俺はあちこちまさぐられながら服が脱がされていく。恭子さんも脱いで、目の前に巨乳が露わになった。ここで止められるやつがいるだろうか。俺達はそのまま「興奮」を始めた。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　二時間たっぷりベッドの上で過ごしてしまった……恭子さんも裸のまま横に寝ている。勉強の方はある程度進んでいるけれど、例によってちょこっと残ってる。「作業興奮」のため、明日に取っておくか。 
 
    「花音ちゃん相当優秀よね～。こりゃ能力じゃ勝てないわぁ」 
 
    　ベッドの上で恭子さんが仰向けで寝転がったまま花音ノートを広げて見ながら言った。ちなみに、まだお互い全裸なので、俺的には触り放題のボーナス・タイムだ。 
 
    「何かあったの？」 
 
    「あの花音ノートって学習指導要領が変わった部分とかが書いてあるのよ」 
 
    「うん？」 
 
    「つまり、予想問題（１０年前の答案）の足りないところだけ抜粋してあるの。あと、多分、授業中に先生が何度も言ったところとか」 
 
    　そういえば、なんかそんなこと言ってた。 
 
    「つまり、『過去問なら私でも準備できるわよ。あなたじゃ最新の情報には届かないわよ』って言ってるわけよ」 
 
    　こわっ！　女怖い。 
 
    「確かに、同じ教室で過ごしたり、机並べて勉強したりは出来ないからねぇ。しかも解説がすごく分かり易いから、お姉さんに習わなくてもカツくんだけで理解できちゃう。『私がいれば、あなたなんて要らないわ』ってメッセージも見え隠れしちゃってて……」 
 
    　怖い怖い怖い。花音の日頃の言動から、そういうキツイことを言っているのではないと分かるけれど、意図としてそういうメッセージが含まれていると思うと怖いものがある。そして、そのメッセージは持ち帰る俺には理解できず、恭子さんには届くというギミック付きだ。 
 
    さらに、恭子さんは恭子さんで花音に対して、何かメッセージを送ってるんだろうなぁ。俺は、何も花音に手渡してないのに。どうやってるんだよ。怖いわ女同士。お互い会ってもないのにこんなにメッセージを送りあって、一周回って、もう大好き同士だろ、これ。 
 
    「カツくん、今度花音ちゃんをここに連れて来れない？」 
 
    「誘拐的な？」 
 
    「違う違う！　『仲良くしましょう』的な。一緒にスイーツパーティー♪」 
 
    「今カノに元カノを紹介するとか、どんな地獄イベントなんだよ」 
 
    「あ、そっか。カツくんからしたら、そうなるね。ふふふ」 
 
    　無邪気に笑う恭子さん。俺には何も面白い要素がないぞ。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　週末はある程度まとまった時間が取れるからちょっと頑張ろうか。俺は恭子さんの部屋でテーブルを占拠して勉強をしていた。フローリングに薄い座布団では、長時間の勉強には不向きですぐにお尻が痛くなってくる。座椅子を買うのもなんか違う。ファストフード店で勉強するか？　あそこならテーブルも椅子もあるから困らない。ただ、椅子は硬いのでやはり３時間が限度だろう。 
 
    「カツくん、もう３時間もそうやって勉強してるから、息抜きがてらお買い物に行こう？」 
 
    「買い物？　分かった」 
 
    　別に買い物に行きたかった訳じゃ無い。荷物持ちが必要だと思ったのだ。お尻が痛い痛いと思いつつ３時間も物理の問題を解き続けてしまった。今やってる部分は１００パーセント理解した。数値とか変わっても解けるはず。休憩を入れてもいいだろうと思ったのもある。 
 
    「カツくん、とりあえず公園に行こう。お買い物はその後で」 
 
    「こうえーん？」 
 
    　エレベーターの箱内で恭子さんは俺の左腕に纏わりついていた。腕を組んでいるとか、抱き着いているとか、そんなレベルじゃない。くっ付いてるし、絡まってるし、抱き着いてる。これ途中で誰か乗ってきたら恥ずかしいヤツだ。そう言えば、家からお金を持ってきたのに恭子さんに渡しそびれてるな。帰ったら渡すか。 
 
    休日（今は毎日が日曜日だけど）の恭子さんは可愛い＋カッコイイ服装をしていた。ノースリーブの薄グレーのＶネックシャツ、デニムのパンツ、髪の毛は少し巻いてあって毛先がこーんなになってて可愛い。赤い小さいバッグは財布とスマホしか入らないような全然機能的じゃない小ささ。ちょっと低めのハイヒールで腕にはブレスレットがハマっていた。完全にデートファッションだ。改めて見ると、脚が細くてきれい。膝を付けると股下に隙間ができる感じでなんかすごく良いものを見せてもらった感じ。とても魅力的だ。考えてみると、外出時に恭子さんはかっこいいスタイルが多い。一緒に歩いていて男として鼻が高い。そんな可愛い＋カッコイイお姉さんが腕を組んで歩いているので、俺は歩いているだけで照れくさい。 
 
    「うはっ、デートとかちょっと照れるね♪」 
 
    　もう、息抜きとか、お買い物とか、偽装しなくなったよ。デートって言い切ったし。何ならお買い物に行く気もないだろ。この小さなバッグに何が収まるというのか。しかも出る前に「誰かに会うかもしれないから」と言って、俺の服もちょっとかっこいい服をコーディネートしてくれた。デートだろこれ！　もう！　道を歩きながら、近所の比較的大きめの公園を目指す。確か、公園の中に大きな堀があってその堀の中に東屋があったような……堀にはボートで遊べるようになっていて、公園内にレストランとかあったような……一周２キロくらいの公園。何となくのうろ覚えだけどそれくらい大きな公園だ。 
 
    「ここ春には桜が咲くからお花見もできるんだよ」 
 
    「そうなんだ」 
 
    「来年は一緒にお花見しようね♪」 
 
    「うん」 
 
    　来年の今頃は俺も高校は卒業しているだろう。その先はどんなことをしているのだろう。そもそも、それまでこの生活は続けられるのだろうか。やれるとこまでやって……後は、その時考えればいいか。 
 
    「花音ちゃんとはどんなデートをしたの」 
 
    「なぜ、花音の話を……」 
 
    「同じことして、お姉さんの思い出で上書きしてやろうと思って」 
 
    　にししと笑う恭子さん。相当意識しているみたいだ。あと数日で期末テスト。花音もさすがに勉強しているだろう。公園を半分くらい歩いて回ったところで、少しのどが渇いたので自販機でお茶を買って芝生に座って飲もうと思い、芝生に入ったまさにその時だった。 
 
      
 
    　目の前に花音がいた。 
 
      
 
    　休みの日なので花音は私服で、肩あきフリルのお嬢様ワンピースで裾がゆるやかなフレアでガーリー（可愛らしい）コーデ。ビジュー（キラキラ）付きの鞄を持っているので、エナメルの靴と合わさってお出かけ中のお嬢様という感じ。俺は勝手な印象で花音の私服はもっと中性的な感じだと思っていた。黒髪ロングとお嬢様コーデはなんかしっくり来ていて花音の魅力を引き立てていた。なんか完全にデートファッション。誰かと会う予定なのか⁉　俺は少し心がざわざわしたことに気がついた。 
 
    「「「あっ！」」」 
 
    　三人がそれぞれ指を指し合った。なんだ⁉　こんな偶然があるのか⁉　あり得るのか⁉ 
 
    「あなたが花音ちゃんね！」 
 
    　口火を切ったのは恭子さんだった。腰に手を当てて花音を人差し指でビシッと指して断言した。 
 
    「あなたが恭子……」 
 
    　花音は確認するように恭子さんの名前を呼んだ。本人を前でも呼び捨てなんだな。ブレないぜ、このクールビューティは。 
 
    「あ、私こういう者です……」 
 
    　恭子さんが一転、鞄の中に手を入れてゴソゴソし始めた。 
 
    「あ！　しまった！　もう名刺がなかったんだった！　てか、名刺って！　１０年間の社畜スキルがっ！」 
 
    　どうやら恭子さんは名刺を出そうとしたらしい。社会人ってそうなのか⁉ 
 
    「花音ちゃん、会ったら一度しっかり言っておこうと思っていたわ」 
 
    　名刺のぐずぐずから体勢を立て直した恭子さんが花音に向き合った。花音は、まだ会って数分の年上女性から敵対されているようで、多少たじろいでいるようだった。 
 
    「カツくんは渡さないわっ！」 
 
    　再び、恭子さんがドビシッと指を指して宣言した。背筋が伸びていてカッコイイ。 
 
    「カツくんは私の神であり、ご主人様なのだから！」 
 
    「ん？」←おれ 
 
    「え？」←かのん 
 
    　何か変な言葉が聞こえた様な…… 
 
    「恭子……あなたは将尚のなんなの⁉」 
 
    「お姉さんは、カツくんの性奴隷よ！」 
 
    「なん…ですって⁉」 
 
    　いや、待て待て。そんな設定じゃなかったはずだ。 
 
    「いや、ちゃんとカノジョだから」 
 
    　俺がちゃんとフォローを入れた。ここはボケてはダメなところだろ。 
 
    「……カノジョ兼、性奴隷よ！」 
 
    　譲らない恭子さん。そこは兼ねていいものなのか⁉ 
 
    　はあ、と頭を抱える花音。想像していたライバルがこんなだったからか、少しがっかりした様に見えた。 
 
    「お姉さんなら、カツくんが吐いた唾を地面に這いつくばって舐めることができるわ！」 
 
    　何を言い始めるんだこのお姉さんは⁉ 
 
    「花音ちゃんにできるかしら⁈」 
 
    「ぐっ……でき…るわ」 
 
    「本当かしら⁉　早速試してもらうわよ！　さあ、カツくんそこら辺に２、３唾を吐いて！」 
 
    　いや、普通に嫌だし。俺地面に唾とか吐いたことないし。 
 
    「将尚、やりなさい！　私にもできるってところを見せてやるわ！」 
 
    　花音も変な指示を出してきた。なに乗せられてるんだ！　日頃の賢さはどうした⁉　花音のＩＱが２くらいになってしまった。 
 
    「じゃあ、外じゃあなんだから、そこのお店に入りましょうか。お姉さんおごっちゃうわ」 
 
    　恭子さんが指さしたのは、公園内に建てられたちょっとおしゃれなスイーツショップ。いつも女性が行列を成している人気店だ。花音も「望むところよ」という表情だ。今カノと元カノがエンカウントとかどれだけ不幸なんだよ俺。この後の展開に気が重くなるばかりだった。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　修羅場・イン・スイーツショップ 
 
    　場所は大きな公園内に建てられた人気のスイーツショップ。しかも、いつも行列の人気店。今日は時間的にタイミングが良かったのか、並ばずに比較的すぐに入れた。俺は市内の高校に通う普通の高校生武田将尚、現在訳あって家出中。小さな４人用テーブルの横に座っているのが俺のカノジョ加賀見恭子さん。２？歳。アラサー（？）。現在無職（退職前有休消化中）、巨乳のエロエロお姉さん。冗談に品が無いけどギリギリ許容範囲内？　いや、アウト？　今日の髪型は毛先が巻いてありちょっとオシャレ。Ｖネックノースリーブとデニムパンツのカッコイイお姉さんコーデ。好き。 
 
    　テーブルで真向かいに座るのが俺の同級生にして、元カノジョ藤倉花音。成績学年一位常連の多分天才。クラスではクールビューティと名高い。今日はワンピースお嬢様コーデでちょっとかわいい感じ。見た目完璧美少女。ちなみに、俺は初めて私服を見た。 
 
    　この三人がスイーツショップで何を話すというのか。あたなはこんな修羅場に立ち会ったことがありますか？　俺はあります。 
 
    「花音ちゃん……」 
 
    「何かしら？」 
 
    　珍しく花音の語尾の調子が刺々しい。普段の花音なら人間関係にもまず波風を立てない。この重苦しい雰囲気の中で恭子さんは何を言うというのか。 
 
    「お昼食べた？」 
 
    「え？　いえ、まだだけど…」 
 
    「そー！　私たちも一緒！　何でも注文して！　お姉さんがおごっちゃうわ♪」 
 
    「……ありがと……ございます？」 
 
    　俺は何故か生きた心地がしない。別に何も悪いことはしていないのだ。もう一度言っておきたい。俺は浮気もしていなければ、それに類することもしていない。それなのに、居心地が悪いというのは何故なのか。なんだか恭子さんの雰囲気に飲まれて三人それぞれメニューから注文した。そうなると、商品が提供されるまで間が空くわけで…… 
 
    「改めて、私が、加賀見恭子です♪」 
 
    　恭子さんがニッコリ笑顔で挨拶した。ヤバい。すごく可愛い。こんな時じゃなければ抱きしめたいくらいだ。あ、多分俺バカだな。 
 
    「……藤倉花音よ」 
 
    　花音は、クラスメイトに接するようにクールビューティモードで挨拶した。ああ、クールだし、ビューティーだわぁ。服装も相まって完璧美少女だわぁ。 
 
    「噂はカツくんから聞いてるわ。よろしくね、花音ちゃん」 
 
    「よろしく…お願いします？」 
 
    　完全に花音が混乱している。他人の心すら読めてしまう天才チート美少女が恭子さんの考えを推し量れないでいる。 
 
    「あ、アカウント交換しとく？」 
 
    「え？　あ、はい」 
 
    　美女二人がテーブル越しにスマホを近づけて、アカウント交換してる。あろうことか、恭子さんと花音が直接繋がってしまった。今まで一度も会ったことがないのに、バチバチにやり合っていた二人が直接繋がっちゃったよ！　俺は血の気が引いていくのを感じた。俺を通して俺の分からない方法で相手にメッセージを送るという前代未聞の対決がこれまで繰り広げられていた。これからは俺が全く伺い知らない所でもそれが始まるのかもしれない。 
 
    ここで、注文した商品が届いた。可愛い女性店員さんが笑顔で配膳していく。この人に俺はどんな人物に映っているのか⁉　花音は、苺のショートケーキに紅茶セット。おとなしめだし、お嬢様コーデにマッチした、「らしい」チョイス。恭子さんは、店オリジナルのケーキだろう「フルーツ・フルーツ」という名前で背の低い円柱状のケーキ。側面には色々なフルーツの断面が見えて見た目にも面白い。飲み物は、カフェインレス・コーヒー。俺は、何故かピスタチオのショートケーキ。メニューのはじめの方に写真が大きく写っていたからという理由だけ。正直商品が届くまで何を注文したか覚えていなかった。それどころではなかったのだ。ちなみに、飲み物はカフェオレ。美女二人とテーブルを囲んで、傍から見たら両手に華の俺。だけど、冷や汗が止まらないのは何故ですか⁉ 
 
    　しかも、二人とも頭がいい。俺の見えないところでメッセージを送り合っていた位だ。このケーキにも「お前の秘密は知っている」とか「三代後の息子を殺す」とか俺の知らない「ケーキ言葉」とかあるのではないかとヒヤヒヤしている。なんだよ「ケーキ言葉」って⁉　俺テンパってるな…… 
 
    「いただきまーす。ん、おいし」 
 
    　今日のスポンサーである恭子さんが先に食べないと花音は食べられない。ここで手を付けるのが正解なのだろう。 
 
    「花音ちゃんもどうぞ」 
 
    「あ、はい……」 
 
    　無表情でショートケーキを食べている。ああ、可愛いケーキが可哀そう…… 
 
    「先に言っておいた方がいいわね。花音ちゃん」 
 
    「はい……」 
 
    　ついに始まるのか⁉ 
 
    「カツくんとは仲良くしてね」 
 
    「「え⁉」」 
 
    　俺と花音の声がハモった。 
 
    「二人とも本当の意味で心許せるお友達は少ないでしょ？　末永く仲良くした方がいいと思うの」 
 
    「え？　私は将尚を全力で奪いに行くかもしれないわよ⁉」 
 
    　珍しく花音が感情的だ。俺はこんな花音を見たのは初めてだ。 
 
    「そんな子がお姉さんを呼び出したりしないでしょ？」 
 
    「は？　呼び出し？」 
 
    　つい思っていることが声に出た。なにそれ？　俺は聞いてない。今回俺が花音から受け取ったものと言えば花音ノートだけだし、他に恭子さんに渡したものなど何もない。ＳＮＳのアカウントだってたった今、目の前で交換されたばかりのはずだ。 
 
    「花音ノートに『堀の公園１４時』ってメッセージが入ってたのよ」 
 
    「どこにぃ⁉」 
 
    「女の子同士の秘密だよ」 
 
    　女の子同士こわっ！　花音ノートは、今度の期末テストの範囲の内容が書かれているだけのノート。解説などは文章で書かれているけれど、それ以外のことは何も書かれていなかった。勘違いと言い切りたいところだが、実際、花音がここにいる。やはり、彼女が呼び出したのだろう。しかも、俺が恭子さんにノートを見せると予想してたということ⁉　先の先の先まで読んでて怖いわ！ 
 
    「まあ、浮気はやっぱり嫌だけど、花音ちゃんなら中出しまでは許すかなぁ」 
 
    　ちょっと待て、このエロ巨乳お姉さん。逆にそれ以上何か禁止する項目があるなら言ってみろ！ 
 
    「高校時代のお友達は、社会に出てからも大切だよ。しかも、お付き合いしたまでの仲だったら特に。可能なら一生のお友達になれたら素敵だと思うな」 
 
    「恭子さん……」 
 
    　俺の交友関係のことまで考えてくれて？　異性の友達というとそれだけで嫌だろうけど、気持ちを抑えてくれているということか。さすが年上。大人の余裕。ちょっと感動して、涙が出そうになった。 
 
    「でも、隠れて浮気はしないでね。家に帰ってきてカツくんと花音ちゃんとが裸でベッドに寝てたら、お姉さんそれだけでメンタルやられると思うから。学校の中ならお姉さん窺い知れないし、セーフ！」 
 
    　いや、アウトだろ！　俺の感動の涙を返せ！ 
 
    「ふっ、全力で取りに行くわよ」 
 
    「（ぶーっ）」 
 
    　俺は花音の宣戦布告に、カフェオレを噴出した。 
 
    「カツくん、汚いなぁ」 
 
    　恭子さんが卓上のナフキンを取って、口を拭いてくれる。花音はテーブルの上を拭いてくれていた。この人たちいい人か。そして、俺は周囲に迷惑をかける子どもかよ…… 
 
    「さっきも言ったけど、カツくんは、私にとって神様で、ご主人様なの。多分、離れたらお姉さんはもう生きていけないと思うの。そんな人だから、他の人にも好かれると思うのよ。そして、花音ちゃんもきっと……」 
 
    「……」 
 
    　花音の持っていたフォークの手が止まった。 
 
    「将尚のカノジョという余裕ですか？」 
 
    　花音は上目遣いに睨んで言った。メンチだなこれはメンチ切ってる。俺の知ってる花音よりも表情が明らかに豊かで、感情も豊富だ。 
 
    「お姉さんはカツくんの性奴隷だけど？」 
 
    　俺、この会話を左右のテーブルのお客さんたちに聞かれるの嫌なんだけど。両脇のテーブルの女の子たちが明らかにすごい顔してヒソヒソしてるし……なんか俺、もう泣きそう。 
 
    「この後は、お姉さんの家で勉強するんだけど、花音ちゃんも来ない？　花音ちゃんなら勉強道具準備していなくても大丈夫でしょ？　筆記用具はあるわよ？」 
 
    「え？」 
 
    　俺が驚くわ。花音のことだ、俺と恭子さんがどんな関係なのか知っているはず。そんな「愛の巣」にわざわざ乗り込んでくるはずが…… 
 
    「お邪魔するわ」 
 
    　くるんかーい！　イメージの中の俺は右手の甲を勢いよく架空の相方の胸の辺りにお見舞いして盛大にツッコんでいた。 
 
    「家の場所とか教えてもいいの？　ほら、警察とかのことを考えたら……」 
 
    俺の家が恭子さんを訴えたら誘拐になってしまう。警察に家へ突入されたら逃げようがない。 
 
    「花音ちゃんならとっくにマンションくらいまでは特定してるわよ」 
 
    「ん、場所と６階ってことまでは分かってる。あとは部屋番号のみ」 
 
    「どうやって調べた⁉」 
 
    ついに花音が、ＦＢＩか何かになってしまった。こいつはどこまでも優秀で万能だ。 
 
    「有能だけど、万能ではないわ」 
 
    心まで読まれた⁉ 
 
    「将尚のカバンに私のスマホを入れただけよ。自分のスマホならＧＰＳで場所がわかるでしょ？　最近は高さも分かるのよ。あなた雑だから気づかないだろうし」 
 
    全然、斜め上の方法だった。確かに、恭子さんの家の近くの公園を指定してるし、場所が事前に分かってたという事だろう……そして、わざわざ言ったってことは、あとでそのスマホを回収するってことかな。 
 
    「お姉さんはね、花音ちゃんとも仲良くしたいと思ってるの。あ、３Ｐしたいっていう意味じゃないからね？　３Ｐはしないわよ？」 
 
    　頼む。黙ってくれ。このエロ巨乳お姉さん。結局、「お買い物」はダミーの用事だったみたいで、俺は何故か今カノと元カノを連れて、今カノの家で期末のテスト勉強をすることになった。……という夢なら今すぐ覚めてくれ。 
 
    　ちなみに、支払いは本当に三人分、恭子さんが出してくれた。またクレジットカードで支払っていた。なんか、カッコイイな大人。花音も俺と同じようにクレジットカードを見ていたので、同じように感じたのかもしれない。俺と花音でお礼を言うと、恭子さんは「いいの、いいの」と太っ腹だった。花音にも気持ちよくおごってあげるところを見ると、仲が良くなっているのかな…… 
 
    

  

 
  
    
 
    §　社畜のノウハウでは埋まらない部分 
 
    　藤倉花音。うちのクラスの美少女枠。クールビューティと評されていてクラス内では敵がいないどころか崇拝されている女子。委員長に至っては女神か何かだと思っている節がある。髪も綺麗で頭頂には天使の輪と呼ばれる艶の輪が浮かんでいる。肌も白くても細かく陶器やシルクに例えるのが相応しい。頭も良くて各テストでは常に学年一位。全国模試でも上位に食い込むなどチート美少女だ。彼女のいい噂を上げ始めたらキリがない。逆に、悪い噂は一つも聞いたことがない。そんなクールビューティは、俺の元カノだ。 
 
    　元々、彼女の方から告白してきた。俺達の付き合いは一緒に下校することくらいだった。手も一度つないだくらい。それ以上は指一本触れていない。もちろん、キスもしていないのだ。交際が始まって約半年が過ぎた頃、突然別れを告げられた。人を信用できなくなっていた俺にとってダメージは大きかった。しばらくは立ち直れず、人との会話もままならない状態になった。俺は、日ごろから他人とあまり話さないことと、表情があまり表に出ないことからなんとなく誰にも何ともされずに来て、時間経過という薬だけが俺の傷を癒していた。ただし、振られた理由も分からずに傷跡はまだ瘡かさ蓋ぶたにすらなっていなかった。 
 
    　事態が動いたのは、俺が恭子さんと付き合い始めたことだ。これに花音がすごく反応して最近よく話しかけてくる。彼女は頭が良すぎてどんな意図があっての言動なのか分からないことが多かったけれど、恭子さんが解説してくれているので最近は少しだけ理解できていると思う。その花音と今一緒に勉強している。それも今カノの恭子さんのマンションの部屋で。コタツのコタツ布団なしという割とチープなテーブルがフローリングの上に置いただけの机。ご飯を食べるには十分だけど、勉強机としては物足りない。そこで俺が勉強して、隣で９０度こちらを向いて花音が座って勉強している。服装はお嬢様コーデで肩がバックり出ているので、気にならないと言ったら嘘になる。全然勉強スタイルではない。ただ、今カノの前で他の女の子、しかも、元カノが気になって勉強が手につかないはとても言えない。なにこの苦行。俺の行動の何がこれを俺に強いるのか。恨みがましく花音の方に視線を送った。そしたら、信じられないくらいのいい笑顔を無言で返されてしまった。どうしたどうした、クールビューティ。無表情がお前のアイデンティティじゃなかったのか⁉　花音さん最近益々怖くていらっしゃる。ただ、俺の心のジクジクは、花音に対する部分だけは少し良くなっている気はする。花音との関係は、俺の「三大悩み」のうちの一つだから、緩和するだけでだいぶ心が楽になる。 
 
    「飲み物ここに置いておくね」 
 
    　恭子さんがテーブルの上にマグカップを二つ置いてくれた。一つはカフェオレだから俺のだ。 
 
    「ありがとう」 
 
    もう一つはコーヒーで一緒にクリームと砂糖が添えられていた。こちらが花音のものだろう。 
 
    「ありがとうございます」 
 
    　俺と花音はお礼を言って、飲み物に手に取った。 
 
    　俺は、教科書類を全て家から持ち出していた。副読本などはいくつか諦めた。俺用のノートはあるし、勉強はできる。それを使ってとにかく何度も何度も書いて覚えた。それに対して、花音の勉強法は全然参考にならない。一応、ルーズリーフと教科書、筆記用具を渡しておいたのだけど、ほとんど使っていない。ルーズリーフを一枚だけ手元において、時々メモに使っているだけだ。「ボーっとしているだけだろう」と茶々を入れたら、暗記物は教科書を丸暗記したので特に問題ないけれど、たまに字を間違うことがあるので、間違える可能性がある物だけ書く体験をして確認をしているのだという。そもそも俺には何を言っているのか意味がわからない。俺はこの人とテストで勝負して点数で勝とうとしているんだよね⁉　天才過ぎてまるで勝てる気がしない。退屈になったのか、一時間ほどしたところで花音が話しかけてきた。 
 
    「ねぇ、今回の『秘策』は何なの？」 
 
    「秘策？　あぁ、メインは過去問だよ。恭子さんが準備してくれた」 
 
    「ふーん」 
 
    　あんまり驚かないところを見ると、やはり知っていたのだろう。花音の度肝を抜いてやりたくて次々言ってみることにした。 
 
    「スケジューリングを恭子さんがやってくれた。全体の工程を組んでくれて、後は、マイルストーの設定で達成感を、工程管理表のバーチャートで計画の全体像を把握、バナナ曲線で進捗具合を把握アンド管理。恭子さんの家庭教師付きで、聞きたい所を全部理解し、更に花音ノートを手に入れていて、予想問題も最新になった！」 
 
    　どうだ、全方位抜け無しだろう、と自信満々に言ってやった。どやってやった！ 
 
    「それだけだと、将尚の場合テスト前に体調を…あぁ、それでキスマークなの⁉」 
 
    　花音が何かに気づいたらしく恭子さんをギロリと睨んだ。恭子さんは吹けない口笛を吹く仕草で明後日の方向を向いていた。なんか俺には分からないけど、俺が言った情報だけでは完璧ではなかったらしい。その抜けを恭子さんは既に対処済みで、それが花音には出来ない（それか思いつかなかった）方法だったらしく、面白くなかったようだ。 
 
    「まあ、いいわ」 
 
    　あ、花音が折れた。プライドが高いから絶対何か文句を言うと思ったのに。 
 
    「恭子、あなた、本気で将尚の問題を解消させるつもりなのね。家庭の問題にも顔を突っ込むつもりなの？」 
 
    「そうね。そっちは夏休み明けくらいまでかかると思うけど……」 
 
    「あぁ、そういうこと。確かに、私は苦手分野だし、あなたなら何とか出来るのかもね。じゃあ、もし、将尚が私に勝ったら、クラスの問題の方はテストの後引き継いであげるわ。キーパーソンがいるの」 
 
    「ホント？　ありがと、花音ちゃん♪」 
 
    「まだ、引き受けたとは言ってないわよ？」 
 
    　花音が不機嫌に答えた。 
 
    「三つ目の問題はどうするの？」 
 
    　別に問題が三つあると話にしていないのに、花音には分かっているらしい。普通に「三つ目」って言いやがった。俺が抱える問題は三つで『クラスの空気が悪い問題』『家族仲問題』『花音との仲問題』の三つだ。この二人の会話は、ちゃんと内容が伝わっているのか俺には分からないスピードで進んでいた。 
 
    「それはねぇ……ペンディング（保留）の方向で…」 
 
    　コーヒーカップを持っていた花音が、カップをテーブルの上に置いた。そして、少し下の方を見て、静かに目を瞑った。 
 
    「ふー、どうせ私は一度失敗してるわ。一旦預けるわ」 
 
    　ここで顔を上げて、恭子さんを睨んで続けた。 
 
    「でも、二度目は失敗しないわよ？」 
 
    「うわー、失敗を許さないとか鬼軍曹ね」 
 
    「ふっ、間違えたとしても失敗にはさせないつもりのくせに」 
 
    「へへ、バレてたか」 
 
    　恭子さんがテレた。どこ？　テレるポイント！　どこ⁉ 
 
    「ホント忌々しいわ」 
 
    「褒め言葉として受け取っておくわ」 
 
    「全く、どこでこんなのに見込まれて来たのかしら」 
 
    　今度は花音が俺を恨みがましい目で見てきた。今、会話って何の話？　俺何かしたの？ 
 
    「大事なものは大切に金庫に入れて鍵をかけておかないとね♪」 
 
    「はー、私の苦手分野だわ」 
 
    「カツくん！」 
 
    　急に恭子さんに呼ばれた。二人の会話は全部聞こえているのに、半分くらいしか分かっていない俺。いや、本当はもっと全然分かっていないのかも。 
 
    「花音ちゃんがお帰りよ。駅まで送ってあげて」 
 
    「えー」 
 
    　外はまだ十分明るかった。果たして送る必要があるのか。そう思っていると、花音も帰り支度を始めていた。恭子さんとの会話は終了したらしい。どこのタイミングで花音が帰るって言った？　俺は花音と並んで駅に向かった。 
 
    　駅に向かう途中で花音とは色々と話をした。学校内ではあの屋上前の踊り場以外では花音とほとんど話さないので、少し嬉しかった。そう、嬉しかったのだ。俺は、知らない間に花音を傷つけていたのではないかと思っていた。自分自身のことも責めていた。花音を満足させられなかった自分に失望もしていた。でも、それは花音のパフォーマンスであることも初めて知った。そこまでしないといけない状況を作ったのは恐らく俺だろう。今度は、申し訳ない気持ちが膨らんできた。 
 
    「将尚」 
 
    「なに？」 
 
    「まだ……聞いていないのだけど」 
 
    「えっと、何かな？」 
 
    　花音との会話に置いて「何を」を聞くことは、会話の内容を全然分かっていないことの証明でもある。つまり、彼女のレベルに到達していないと告白しているようなもの。付き合っている時はそれができなかった。振られて、別れて、恭子さんがいる今なら俺は聞ける。花音に聞くことができる。 
 
    「服。私服は初めてだったと思うのだけど」 
 
    「確かに。その……可愛いと思った。もっと中性的な服を選ぶと思ってたから余計に」 
 
    「……」 
 
    　返事が返ってこなかったから、俺の答えは間違っていたのだと思い、花音の方を見た。……花音が顔を真っ赤にしていた。クールビューティとか言われて、教室ではほとんど表情を変えない彼女が、顔を真っ赤にしてテレていた。駅までもう少し距離があるところで、花音が俺の前に回り込んできて、首に抱き着いてきた。 
 
    「ちょ！　お、おい！　花音！」 
 
    「大丈夫。恭子にはＯＫもらってる。三十秒だけ」 
 
    　本当かよ⁉　いつだよ。全部の会話は俺の前で行われていたのに、どこでいつＯＫになったんだよ⁉　俺の方が背が高いので、花音は爪先立ちで俺の首に手を回して抱き着いている。花音の顔は俺の顔のすぐ横。ただ、表情は見えない。俺は手の位置をどこにしていいのか、持て余していた。相手が恭子さんなら、迷わず抱きしめ返しているだろう。ただ、相手は元カノであり、俺には恭子さんがいる。 
 
    「辛い思いをさせたわね。私も辛かったわ」 
 
    　花音が俺に聞こえるか聞こえないかくらいの小さな声で耳元で言った。俺は聞き逃さなかった。それは、間違いなく謝罪と弱音。半年付き合った元カノジョが、付き合っている時には一切見せなかった部分。俺は無意識に花音を抱きしめようと手を持ち上げた次の瞬間だった。 
 
    花音が俺の懐から離れ、くるりと一回転してみせた。彼女のワンピースのスカートがふわりと少しだけ浮き上がった。それは本当に綺麗でその光景を俺はスローモーションでも見ているみたいに止まった状態で見つめた。 
 
    「期末テスト本気で来ないと私が勝つわよ？　しっかり勉強しなさい」 
 
    　そう言うと、花音は駅の方に進み始めた。 
 
    「ここでいいわ。恭子によろしく」 
 
    　花音はこちらを振り返らず右手をちょっとだけ上げて挨拶したら駅の方に行ってしまった。最後の一言は少し声が泣いているように震えていた感じがしたのだけれど、俺の気のせいだったのか。それを確かめる術は俺にはなかった。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　謎解きの答え 
 
    　花音を駅まで送った後、スーパーでお菓子類を買って帰った。コンビニで買わない分、ちょっとだけ節約していると思う。恭子さんのマンションに戻ってすぐに聞いた。 
 
    「今日の花音とはどんな話になったの？」 
 
    　恭子さんは洗い物をしながら答えてくれた。 
 
    「女の子同士の会話の部分？」 
 
    「うん」 
 
    　どちらかというと、女の子同士の会話の部分というか、恭子さんと花音しか分からない異次元の会話の内容を通訳してほしいという事なのだけど。 
 
    「まあ、大筋で言うと、カツくんが学年トップさえ取れば、『クラスの空気が悪い問題』は花音ちゃんが何とかしてくれるって。前半はお姉さん担当で、後半は花音ちゃんが担当ね」 
 
    「え⁉　そうなの⁉」 
 
    「ただし、花音ちゃんの方法では、カツくんが学年トップになることが必須条件みたいね」 
 
    　あぁ、手放しに喜ぼうと思ったのに、頑張りは必要だった……。まあ、最初から頑張るつもりだったからこのままいくか。あと数日だけだ。 
 
    「『家族仲問題』は私の担当になったわ」 
 
    　こちらは物理的に解決できる問題じゃないと思うのだけど……ここで無理だ、不可能だと喚くのは無粋と言うものだろう。 
 
    「そして、『花音ちゃんとの仲問題』は、花音ちゃんが少しだけ見守ってくれることになったわ。まあ、一旦道を譲ってくれたから花音ちゃんが折れてくれた形？」 
 
    　そうなのか⁉　そんなやり取りの会話だったのか。 
 
    「ただ、私たちが破局するのを虎視眈々と狙っているって言ってたわ」 
 
    　それが本当だとしたら、別れたのに花音は俺のことがまだ好きってこと⁉　そう言えば、駅前で首に抱きつかれたし……もしかして、あれは浮気では⁉ 
 
    「まあ、『花音ちゃんとの仲問題』は花音ちゃんって当事者だし、自分で何ともできなかったから花音ちゃんが一歩引いて、お姉さん登場って感じ」 
 
    　なんかほとんどが恭子さん担当ってことなんだけど…… 
 
    「三つの問題は一個ずつ分けて、一個は分割ってことになったんだけど、それだと花音ちゃん面白くないことばっかりだから、カツくんと友達としての関係修復をしますよ、って今カノのお姉さんに言ってきたわけですよ」 
 
    　なんか急にどや顔なんだけど。 
 
    「あぁ、それで最後別れ際に首に抱き着いてきたのか。でも、それって友達っていうより……」 
 
    　あれ？　恭子さんが深刻な顔をしている。 
 
    「抱きついたぁ～⁉　花音ちゃんめぇ！」 
 
    　あ、恭子さんが怒ってる。あれ言っちゃダメなやつだったのかも⁉ 
 
    「カツくんの首にキスマークをいっぱい付けて学校に行かせると、花音ちゃんは嫉妬でお姉さんを警察に連絡しちゃうしぃ！」 
 
    　恭子さんがマンガみたいに地団駄踏んでる。人がリアルで地団駄踏んで悔しがっているのを初めてみた。 
 
    「ごめん、俺分からなくて……」 
 
    「でも、いいのよ。私にはカツくんがいる。花音ちゃんは一人だから。会ってないと知りもしない『謎の女』を相手に花音ちゃんは一人で戦わないといけなくなる。それって、女の子一人には辛いと思わない？」 
 
    　まあ、実際に会ったことがない恭子さんとバチバチに戦争していた訳だしなぁ。 
 
    「『実際に会う』っていうのは、クレーム処理とかにおいても一定の効果があるのよ。相手が無機質な何かと思ったら人はどこまでも残酷になれるし、相手も人間だと思ったら無茶はしなくなると思うの」 
 
    　まさか、ここでも社畜スキルが活きていたとは。 
 
    「まあ、あんまり酷いとカツくんを軟禁して、花音ちゃんに会わせなくしたら……」 
 
    　あぁ、恭子さんが邪悪な顔をしている！　今後は俺が何とかしないと恭子さんがダークサイドに落ちてしまう‼　恭子さんをヤンデレ化させてはいけない。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　その日の夜は恭子さんの甘え具合が尋常じゃなかった。やっぱり、元カノとの直接対決だ、精神エネルギーを消費しない訳がない。しかも、相手は花音みたいに万能能力（スキル）モンスターだったんだ。何ともない方がどうかしている。俺の手の指をひたすら舐めていた。指と指の間を舐められるというのがこんなにゾクゾクするものだとは知らなかった。俺は我慢できずに恭子さんを抱きしめてキスをした。その後は、有無を言わせず足元をうようにお姫様抱っこしてベッドに連れ込んだ。 
 
    「あう～、今からだとご飯の準備ができなくなる～」 
 
    　眉がハの字になっている困った笑顔の恭子さん。 
 
    「なんか最近では、お弁当の注文がアプリでできるらしいよ？　俺が後で引き取りだけ行ってこようかな」 
 
    「あう～、魅力的な提案ありがとう～」 
 
    　全然賛成じゃないみたいだったけど、妥協するつもりなんてない。なんなら明日のお弁当の準備も要らないから、今は恭子さんが欲しいのだ。 
 
    「いっただきま～す」 
 
    「やっぱり～」 
 
    　恭子さんはベッドに横たえたら別に抵抗したりするわけじゃない。むしろすごく積極的だった。花音にも会ったし、俺が抱き着かれてきたと言ったので、嫉妬もあったかもしれない。首に抱き着いてきて、めちゃくちゃキスされた。もしかしたら、花音との記憶を上書きしているのかもしれない。そんなことしなくても、俺は恭子さんしか見ていないというのに。安心させるためには、俺が行動で示すしかない。溢れるほどの愛情で彼女の器を満たして安心させてあげるしかないんだ。 
 
    ＊＊＊ 
 
    俺はちょっと調子に乗りすぎていたかもしれない。そろそろ次のステップに……と思っていたら、恭子さんが既にベッドの上でぐったりしていた。 
 
    「カツくん……激しすぎ……息…できない……」 
 
    「ごめんごめん。愛情が伝わるかなと思って」 
 
    「あー、イキ狂うかと思った……」 
 
    　ちょっとやりすぎたかなと少し反省した。ただ、恭子さんはぐったりして動けないので触り放題のボーナス・タイムに突入していた。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　その後、恭子さんがあちらの世界から帰ってきたときに、「絶対花音ちゃんにはあんなことしちゃダメだからね！」何度も言われた。「あんなこと」ってどれのことだろう？　いくつか思い当たる物はあるのだけど、確認することはできなかった。そもそも、花音とはキスもしていない。手は一度だけつないだし、この間服の上から胸も触った。首に抱きつかれたこともある。しかし、その全ては花音からであって、俺から手を出したことはないのだ。恭子さんも変なことを心配するもんだ。俺が花音になにかする訳ないのに。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　結果から言うと、お弁当屋さんの営業時間は２３時までだったので、間に合わなかった……そこで、予定を変更してコンビニに行き弁当を買ってきた。本当は二人で行きたかったけど、恭子さんは「もう外とか絶対出られない、無理！」と言っていたので俺が折れて一人で買ってきた。少し髪がぐしゃぐしゃだけど、可愛いのに……。 
 
    　そう言えば、お金と思って、帰ってきてからビニールポーチに入った６０万円を恭子さんに渡した。「なに⁉　コンビニ強盗でもしてきたの⁉」と本気で驚いていたので、バイトで貯めたことを伝えた。恭子さんは頑なに「受け取れない」を繰り返していたけど、元々、俺が家を出るために貯めたお金だ。どこか安いアパートを借りて、ひっそりと暮らそうと思っていた。今ここには俺が想像していたよりもいい環境がある。ワンルーム、バス・トイレ付、恭子さん付。食事も作ってくれているし、掃除も俺は一度もやったことがない。この金くらいは受け取ってもらわないと逆に居づらい。その話をすると、渋々受け取ってくれた。だいたい、恭子さんは会社を辞める予定なのだから、お金が無くなるはずと指摘してみた。そしたら、一か月間は有給があるし、その後は退職金が出る。会社がブラックだったので失業保険もハローワークからすぐに出るので、さらに４か月はお金がどこからかもらえるらしい。貯金もあるとか言っていたので、どうもこの生活は俺が卒業するくらいまではこのままでも維持できるらしい。その後のことは……その時考えればいいか。 
 
      
 
    翌日昼休み・教室にて 
 
    　健郎＆明日香が俺の弁当がないことに気づき、話しかけてきた。 
 
    「あれ？　将尚、今日は食堂なの？　カノジョ弁当作ってくれなかったの？　ケンカ？」 
 
    「いや、仲良くしすぎた」 
 
    「？」 
 
    　健郎は「ちょっと何言ってるか分からない」という顔をしていた。明日香は「え？　そういうこと？　もしかして、そういうこと？」っていう顔をして真っ赤になっていたが、言葉は一言も発していなかった。食堂から帰ってくるとき、廊下で花音とすれ違ったら「あんまり酷いと通報するわよって恭子に伝えておいて」と、すれ違いざまに言われた。どういう意味なのか分からないけれど、花音が激おこぷんぷん丸（死語）なことだけは伝わった。詳細は家に帰って恭子さんに解説してもらわないと分からないのだろう。 
 
    

  

 
  
   §　勝負の時が始まった 
 
    　今日からテスト期間が始まった。普通のアニメや漫画ならば、テスト期間前の早く帰れるときは楽しいエピソードなどで話が構成されるのだろう。しかし、俺の物語は、ひたすら勉強だった。いや、勉強とセックスだった。ああ、そう言えば、恭子さんと花音の直接対決もあった。花音とのことを一区切りさせてくれたのは、今考えれば、余計なことに気を使わなくていいようにしてくれた恭子さんの配慮だったのかもしれない。いや、呼びだしたのは花音らしいから花音の配慮なのか？ 
 
    　そう言えば、あの後、花音ノートを改めて見て、花音のメッセージってやつを探してみたけど、そんなものは俺には見つけられなかった。ありがちな縦読みが仕掛けてあるとか、それなりに予想して探してみたけど、全然分からない。恭子さんは、よくそこに何かがあるって思って、その謎を解けたもんだ。俺なんかそこに謎があるって分かっているのに問題すら見つけることができないのだから。テストが始まろうというのに、こんな風に色々と考える余裕があるのは、恭子さんのスケジューリングによる効果だと思う。俺が考える「勉強を頑張る」は徹夜したり、徹夜までしなくても深夜まで頑張るイメージだった。そんなのが何日続くかは分からないけれど、「この方法でいいのか」とか、「テストに間に合うのか」とか、「今遅れていうるのでは」とか、色々不安になる要素は数限りにない。 
 
    　ところが、その昔学年一位だった恭子さんがスケジューリングしてくれた事と、「こうすれば大丈夫」と太鼓判を押してくれたことが俺に安心感を与えてくれていた。どうやっても１００パーセント不安感を払しょくすることは出来ないし、俺は今回初めてすごく勉強してテストに臨む。どれくらいやったら、どれくらいの結果になるかは俺には過去の経験がないのだ。恭子さんの経験が活かされている訳なので、この時点で俺だけでやるより間違いなくいい状態だろう。 
 
    　次に、過去問だ。１０年前とは言え、恭子さんの過去問の８割は今でもテストに出ているのだという。もちろん、教科ごとに、担任ごとに状態は違うと思う。しかし、新しい問題を作るというのは教師にとっても大変だろうと恭子さんが教えてくれた。例えば、数学。教師が問題を作ったとしたら、間違えていた場合、その問題は丸々採点から外されるか全員に点数をあげることになる。答えが複数あるようなものも良くない。ミスして答えが出ないなどの場合は大問題になる。教師はこういったことがないように、教師用指導書などから問題を抜粋して使うらしい。これには小テストや問題例などが準備されていて、最近ではＣＤやＤＶＤでデータも提供されているのだという。要するに、テンプレートがあって、コピペで使うって事かな。パソコンを使って問題を作る場合、過去のテストのデータをそのまま使うことは少なくない。丸々そのままというのはあんまりなので、一部だけ差し替えるという程度。そんなこともあり、１０年前の過去問が、今度の期末の予想問題として大きな価値を持っているのだ。ただ、この学習指導要領というのは文科省から更新がある。当然教師用教科書にも反映されて、過去問から一部の問題が差し替えられることがあるのだ。ここは今回「花音ノート」が役に立った。元カノ花音が恭子さんに対抗して作ってくれた「新しい情報部分だけ」がこれだ。しかも、教師が授業中に何度も言ったことの情報も含まれているらしい。それだけ言うという事は、テストで出題される可能性が高いという事だ。 
 
    　決められた期間で８教科の全部の内容をやるのはかなり大変な作業だった。そこで恭子さんが準備したのが「バーチャート工程表」だ。いつどの部分をやって、全体でちゃんと網羅しているか視覚的に確認できるようになっていた。しかも、「バナナ曲線」も付けてくれていた。これは何かの仕事をする上で最短の進捗、再遅の進捗をグラフにしたもので、二本の曲線が描かれている。これがバナナのような形状であることからバナナ曲線と呼ばれるらしい。この二本の線の中に現在の進捗の線が入っていれば、「予定通り」という訳だ。ちょっと遅れたり、すごく頑張りすぎても今の自分の進捗がどの程度進んでいたり、遅れているのか視覚的に把握できる。 
 
    　これらは「工程管理」の手法で使われるものらしく、ビルを建てたり、期間が一年とかに及ぶような時でも、そこにかかわるすべての人がすぐに現状がどうなっているのか、分かるように使われているものらしい。今回は俺と恭子さんの二人だけで共有というか、恭子さんのイメージを俺に伝えるために使ったみたいだった。恭子さんの社畜スキルから今回の勉強に使われたノウハウはそれだけじゃなかった。それが「マイルストーン」だ。工程の要所要所にチェックポイントを作ってくれた。その昔、街道の両側に一里（約４キロメートル）ごとに目印が設置されていたように、自分が今どこにいるのか、ペース配分をしたりするためのものだ。「プロジェクト管理」のノウハウらしい。ここを達成するたびに恭子さんがエロいご褒美をくれたので、ＯＬプレイやミニスカポリスプレイなど、俺はめちゃくちゃ楽しみにしていた。ＪＫの制服プレイは、実は花音に悩殺されないように免疫を付けさせる目的もあったらしく、プレイの一番最初に実行されたことを後で知った。 
 
    　これらの「ノウハウ」だけではなく、恭子さんという最高の家庭教師がつきっきりで勉強を教えてくれるのも強みの一つだった。ビシバシ行くわけじゃない。無理はしない。でも、確実に進んでいて、それを自分で実感できている。それが今回の勉強法だった。こんな方法があるなんて、俺は全然知らなかった。大人ってすげえぜ。社畜すげえぜ。 
 
    　日々の勉強開始から集中するまでの時間の短縮にも恭子さんのノウハウが詰め込まれていた。人間はやる気があるから始めるんじゃない。始めてからやる気が出る。そんな脳科学の分野では科学的に証明されているという「作業興奮」の効果を使って、めちゃくちゃ簡単な作業から取り掛かれるようにしてくれていた。 
 
    　一見、単に邪魔していると思っていた恭子さんのアレにそんな効果があったとは！　考えていたんだよね⁉　考えていたいたんだよな⁉　単にイチャイチャしたかっただけじゃないよね⁉　 
 
    　食事は基本的に三食とも恭子さんが作ってくれた。だからか、俺の顔色もいい気がする。睡眠も意外なほどかなり多く取れた。体調もいい。適度な運動は……ちょっと頑張りすぎたかもしれない。毎日恭子さんと「適度な運動」をしていた。そして、これから一週間、毎日一教科か二教科だけテストがある。一週間（５日間）で８教科。望むところだった。この期間中は午前中のみで帰宅。午後はまた勉強というスケジュールだった。 
 
    　そのトップバッターと言うべき教科は、俺が少し苦手な数学からだった。ただ、今回のテスト範囲に限っては１００パーセントの自信がある。不安要素も特にない。あえて言うなら経験が足りないことくらいか。あれだけやったらどれくらいなのか。どんな結果になるのか。そういった経験が足りなかった。 
 
    　教室でテストのプリントが配られる。緊張の一瞬だ。テスト用紙が配られただけでこんなに緊張したのは初めてだ。高校受験の時だってこんなには緊張しなかった。チャイムが鳴るまでクラスメイト全員はテスト用紙を裏返して待つ。スタートまであと１分。俺はあることに気づいた。少しだけ問題が透けて見えている。裏表は違うけれど、鏡文字でも内容は分かる。初見ならば内容までは分からなかっただろうけど、このところ毎日毎日そればかりやってきた俺にはどの問題が出題されているのかを見るには十分だった。 
 
    　分かる！　どの問題が出題されるのか分かる！ 
 
    「ぐふふふふふふ」 
 
    　席に着いたまま、下を向いた状態で思わず笑いが出てしまった。 
 
    「誰だぁ？　気持ち悪い笑い声のヤツは。もうテスト始まるからおとなしく観念しろ！」 
 
    「「「わははははは」」」 
 
    　教師の絶妙なツッコミに教室が沸いた。俺はちょっと恥ずかしかったけど、心の中ではテストがに勝利宣言を上げていた。チャイムと同時に教師が「よーし、始め！」と掛け声を上げ、クラス全員がテスト用紙を表にする音が聞こえた。俺は最初に名前を書き、名前なしなどの大ポカがないように細心の注意を払った。 
 
    　正直、一つ目の苦手な数学は楽勝だった。６０分間のテスト時間のうち１５分で全問解き終わった。簡単な見直し込みで１５分。この時点で手がわなわなと震えていた。俺は既に実感していたのだろう。テストの高得点を。計算ミスなどを防ぐためにも何度も何度も見直しをした。１５分で終わったのだから、あとの４５分間は寝ていてもいいはずだ。ところが、俺の性格的なものもあるのだろう。とにかく何度も確認を行い、結局最初に書いたテストの状態で提出した。テストが終わると、俺は背もたれに体重を預けて天井を仰いでいた。 
 
    「なんだ、どうした。一教科目から降参か？」 
 
    　健郎が話しかけてきたのだ。俺は横の健郎に視線を送ると「今回はちょっとね」と少し思わせぶりなことだけ言った。 
 
    「テスト終わったら俺が慰めてやっから、金曜日楽しみにしとけよ」 
 
    　健郎が、金曜日テストが終わったら遊びに行こうと言っているのだろう。このところ勉強ばかりだったし、それもいいだろうと思った。 
 
    「なになに？　カラオケ？　当然私も行くし！」 
 
    　明日香もいつの間にか会話に入っていた。俺はあんまり曲とか知らないし、カラオケの雰囲気も得意じゃないけど、この二人が一緒ならそれも悪くないと思っていた。特に明日香の歌はちょっと味があって好きだった。健郎たちには家出のこととか、花音とのこととかも話すチャンスになる。今までタイミングが悪くて言えなかったことを伝えようと思った。 
 
    「じゃあ、金曜日で」 
 
    「あ、予約は私に任せといて♪」 
 
    「じゃあ、明日香頼む」 
 
    　健郎＆明日香と金曜日の約束ができた。この日に色々伝えれば、ずっと言えなくて二人に抱いていた罪悪感も解消されるだろうと予想された。カラオケに行くことは事前にちゃんと恭子さんに伝えておけば何の問題もないだろう。俺の作戦は予定調和で意外性なんてなくていい。何度も何度も練習してきたんだ。予定外のことなんて要らない。予定通りにテストが終わればいいだけなんだ。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　翌日の現国も完全に予想の範囲内だった。漢字問題だって全部書けたし、字も丁寧に書いた。当然名前も書き忘れないようにした。「予想しない何かトラブル」は絶対あると思っていた。それが何なのかは分からない。分からないから「予想しない何かトラブル」なのだ。　俺は出来るだけ冷静に、そして確実に一教科一教科やっつけて行った。家での生活も変えなかった。勉強は予定通り集中してやっていたし、食事は恭子さんが作ってくれるので、それを食べて、夜には恭子さん自身も頂いた（下ネタ）。 
 
    　３日目、４日目とノートラブルで普通なら気を許した５日目に何かあるだろうと思った。俺は性格的に用心に用心していたので、別に体調を崩したりもしなかった。体調も万全だ。 
 
    　唯一、予定外だったことは、４日目が終わった時点で放課後に花音から呼び出されたことだった。それでも、普通の話をちょっとしただけだけど。いつもの屋上前の踊り場だった。 
 
    「なに？」 
 
    「調子はどう？」 
 
    「うん、かなりいい。手ごたえを感じてる」 
 
    「そう。それはよかったわね」 
 
    　おかしい。花音がこんな世間話をする訳がない。彼女は俺に何を伝えようとしているのか。会話の中からなんとか読み解こうとする。 
 
    「それはそうと、テストの結果出たら何か手があるのかよ」 
 
    「そうね。一気に誰も何も言わなくなる方法があるのよ」 
 
    そんな都合のいい方法がある訳がない。いくら花音でもあの空気を変えることは不可能だろう。 
 
    「そのためにも、最終日まで予定通りにこなしてから帰ることね」 
 
    「ああ、そのつもりだ」 
 
    「楽しみにしているわ」 
 
    　少し微笑を浮かべてそこまで言ったら、踵を返して階段を降りて行ってしまった。なにこれ。何の伏線？最終日は英語で難易度も普通なんだけど。なにが起こるの？　俺はいつも以上に用心してテストに臨むことにした。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　決戦は金曜日 
 
    　花音のアドバイス（？）により、最終日の５日目のテストはそれまで以上に用心して臨んだ。当然名前の書き忘れ等ないように注意した。例によってテストが始まる一分前には用紙が配られて、透けて見れる鏡文字からどの問題がどの程度出たのかすぐに分かった。 
 
    　一言で言えば勝利宣言。ただ、俺は花音の忠告を軽視しなかった。なにが起こるか分からない。例によってテストは１５分で終わったし、ケアレスミスとかなければ、百点取れるだけの十分な出来だった。それでも、字が汚くて採点者に間違いと誤解されて減点される可能性などまで考え、汚くなってしまった字は書き直すなどして、用心に用心を重ねた。テスト終了のチャイムが鳴り、解答用紙が回収されていった。心配していた「トラブル」は起きなかった。花音のアドバイスにより未然に回避できたのかもしれない。 
 
    「ふー、終わったー」 
 
    　率直な感想だった。ここまで頑張ってきた。協力してくれた恭子さんに感謝だ。そういえば、花音も色々気にしてくれていたようだし「花音ノート」も作ってくれた。彼女にも感謝しないとな。 
 
    「将尚、お疲れーっ！　どうだった？　いや、結果は聞くまい。カラオケ行こうぜ！」 
 
    　健郎が肩を組んできた。いつも通り気持ちのいいやつだ。 
 
    「私もカラオケ久々―！　十八番歌うからね！」 
 
    　明日香の十八番は「まちぶせ」だったか。明日香は親とカラオケに行っていたせいか昭和の歌のレパートリーが多い。スポーツ少女で発声もはきはきしている。その彼女が「まちぶせ」を歌うので物凄く元気なストーカーみたいな雰囲気の歌になる。全然しっとりしていないし、全く陰もない。笑顔で待ち伏せしている感じである意味余計に怖い。他では絶対に聞けない曲になるのだ。 
 
    「楽しみにしてる」 
 
    　いや、本気で。明日香の歌を聞くのも久しぶりだ。あれ？　健郎＆明日香の返事がない。横を向いて二人を見てみると、その視線は俺の後ろに。俺は首をできるだけ捻って後ろに視線をやったけれど、その姿が見えるよりも先に誰だか声で分かった。 
 
    「三人でカラオケに行くの？　私も仲間に入れてもらえないかしら？」 
 
    　―――花音さんでした。 
 
    花音はカラオケが好きなのか？　俺と付き合っていた時に一度だってそんな素振りは見せたことなどなかったし、誰かとカラオケに行っているなんて聞いたことがない。 
 
    「藤倉さんも⁉　ぜひぜひ！　いっしょいこー！」 
 
    　明日香はビッグウェルカムらしい。花音は普段あまりこういったイベントに参加しないので、テンション爆上がりだったみたい。 
 
    「マジかよ、俺なに歌おう！」 
 
    「ちょっと待ってね。一応お店に人数増やすよう、連絡するね」 
 
    　あ、健郎もＯＫらしい。明日香にいたっては、教室なのにスマホを取り出し、予約を変更しようとし始めていた。俺が身体ごと横を向いて後ろの花音の方に顔を向けたら、花音が俺を見下ろすように立っていた。目が合うとニヤリとした。絶対これは何か企んでいる！　逃げるしかないと思った次の瞬間には新しい声が聞こえた。 
 
    「藤倉さんどこか行くの⁉　よかったら私も！」 
 
    　意外な人物が参戦してきた。委員長だ。もしかしたら、崇拝する花音が俺にいじめられないように、守る目的があったのかもしれない。彼女の中で俺は花音を泣かせたり、悪口を言ったりしていじめる存在らしいから。 
 
    「いいわね。上月さんとも一度ゆっくりお話がしたいと思っていたの」 
 
    「上月さん」と聞いて誰かと思ったけど、委員長だった。よく俺に噛みついてくるから「嚙みつき」さんと。確か昔そう覚えていたけど、最近勉強し過ぎて要らない情報から忘れて行ったらしい。再インプット、と。 
 
    「ちょっと待って、じゃあ、健郎、将尚くん、藤倉さん、上月さん、あれ？　４人？　あ、私入れて５人か」 
 
    　ちょっと天然なところが明日香も可愛いな。ショートカットでスポーツ少女なので、人気があるのも頷ける。 
 
    「え？　藤倉さんこれからカラオケ行くの？　俺も行きたい！」 
 
    「なになに？　俺も俺も！」 
 
    「え？　藤倉さんが行くカラオケ？　私も参加希望！」 
 
    　男女数人が名乗り出てきた。あー、なんか俺の苦手な人数になってきた。でも、これだけいっぱいいれば俺がいなくても分からないだろう。静かにフェードアウトしようと、椅子から立ち上がろうとしていたら、ポンと肩に手が置かれた。それだと立ち上がれないし、逃げられない。またしても花音さん。何を企んでいるのか。俺がなにをしたのか言ってほしい。すぐに謝るから。何なら聞く前に謝るから、その手を放してほしい。明日香の電話で場所がおさえられないことを祈ったけれど、３０人用の大部屋があるとのことで、クラスの半数以上の２０数名が参加する打ち上げという名の「大カラオケ大会」が決定した。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　テストは無事終わったけれど、気持ちは全然晴れない。何か大変なことが起きる未来しか予想できないカラオケが始まった。２０数名とか絶対場所が空いてないと思ったけれど、３０人用の部屋が空いていたとのことだった。それだけデカければ中々埋まらないだろうよ。無駄に広いし、前方にステージがあってミニライブ会場みたいな感じだし。なぜそんな部屋を作ったよカラオケ店。雑居ビルの５階から１２階まで全部カラオケ店って家賃大丈夫なのか⁉　駅前だからサラリーマンとかの需要があるのか⁈　それとも地下アイドルグループのための部屋なのか⁉　俺は色々なことを考えて、なんとかその部屋の存在を否定したいと思っていたけど、既に予約は取れているし、俺達は部屋にいるし、もう逃げられない状況になっていた。 
 
    　健郎＆明日香が事前にお金を集めていた。本当に手際がいい。食べ物は持ち込みＯＫだったので、お菓子類を大量に持ち込んでいる。食事メニューを頼むときは、都度、健郎ＯＲ明日香に支払うことなどのルールが説明され、カラオケ大会はスタートした。 
 
    　俺の気持ちは暗かった。そもそもカラオケは苦手だ。しかも、こんな大人数で。歌が１曲５分としたら１時間に歌える歌は１２曲程度。２時間予約したら、一人一曲歌ったら終わりだろ！　効率悪いから個室に分かれて歌えばいいだろう。話すには曲がうるさいし、他人が歌っている時はスマホを見たらダメとか、トイレ行ったらダメとか暗黙のルールもあるし、窮屈なんだよ。俺のテンションの下がり具合に反してクラスメイト達の盛り上がりはすごい。歌自慢が得意な曲を披露したり、数人でハモるヤツがいたりして、実に楽しそうだ。 
 
    　ただ、健郎や明日香と話せる雰囲気でもないし、俺は明日香の「まちぶせ」を聞いたら抜けて帰ろうと画策していた。既にお金は払ったしね。そして、抜けると決めたら少し気が楽になった。こうして学校外でクラスメイトと会うと、教室の中とはまたちょっと違う個性が見えてくる。委員長（上月さん）は、意外に歌がうまくて最初の方で歌っていた。ステージ上でノリノリにフリまで付けて歌っていたから、アイドルグループか何かの曲だと思う。委員長のショートカットのこめかみの辺りの小さいリボンのついた髪留めが揺れていた。 
 
    　男ってなんか揺れるものがあると見てしまう。イヤリングとかそんなの。こんな形でなければ、委員長とももっと違った関係を築けたのかもしれない。それは今となってはあり得ないIFの世界だけど。 
 
    　スタートダッシュの勢いが少し落ち着いた頃、花音がマイクを取った。イントロだけで室内が沸き立った。何というタイトルだったか、有名な定番告白ソングだ。ノリもいいし告白ソングの定番だったので、男子たちの興奮が凄まじい。 
 
    　花音がステージに上がって歌い始めた。俺は花音の歌を初めて聞いたけど、うまいと思った。何より声がいい。いつものクールビューティモードじゃなくて、可愛い乙女モードという感じ。マイクを両手で持って、一生懸命歌っている感じも男子たちの心をガッチリ掴んでいた。 
 
    　こんな仮面も持っていたのか。教室でいきなり出したら違和感だったろうけど、教室の外だし、さっきの委員長のアイドル曲みたいに意外性として受け入れられている。受け入れられている……というより、めちゃくちゃウケてる。やっぱり彼女は万能だ。本人は「有能ではあるけど、万能ではないわ」と返すだろうけど、やっぱりすごい。 
 
    今、部屋の中が一つになり、盛り上がりが最高になったときに曲がピタリと止まった。一瞬何が起こったのか分からず、全員がきょろきょろしている。ステージにはリモコンを持った花音が立っていた。曲を止めたのは花音自身らしかった。 
 
    　さっきまでの異常な盛り上がりが反転、一気に静かになった。マシントラブルなのか⁉　それとも花音が意図的に止めたのか⁉　室内がみんな俺と同じような態度になっている。 
 
    「武田将尚くん！」 
 
    　花音の声だ。マイクを通して俺の名前を呼んだ。名字まで呼ばれたのはあの告白の時以来。告白の時⁉　俺の嫌な予感が頭の中で警告音を鳴らしている。 
 
    「私から告白して付き合ってもらったのに、中々うまくいかなくて私から振ってしまってごめんなさい！」 
 
    　花音がステージ上で俺の方を向いて、９０度頭を下げた。室内がしーんと静まり返った。こいつは何を言っているんだ⁉ 
 
    「別れてみて、あなたの良さを実感しました！　期末テストの結果で私が勝っていたらもう一度お付き合いしてください！」 
 
    　今度は室内が急にザワついた。そりゃあ、そうだろう。みんなのアイドル的クールビューティが最高に可愛い姿を披露した直後、クラスのモブキャラに告白した訳だし。しかも、なんだよ、期末テストの結果で勝ったらって。取ってつけた感が半端ないだろう。 
 
    「藤倉さんが振ったんだ！　武田くんがひどい振り方をしたんじゃなかったの？」 
 
    「これって告白⁉　武田って藤倉さんに二度目の告白されてんの⁈」 
 
    「テストって藤倉さんずっとトップだろ？」 
 
    「告白の理由付けだけなんじゃないの？」 
 
    　室内はザワザワと本人たちを目の前にして噂し始める。 
 
    「返事はテストの結果が出てからでいいの！　お願いします！」 
 
    　もう一度頭を深々と下げたら、花音はそのままマイクとリモコンをテーブルに置いて部屋を出ていてしまった。俺は椅子に座ったまま呆気に取られていた。 
 
    「将尚！　藤倉さんを追いかけろ！」 
 
    「ここは良いから行ってあげて！」 
 
    　健郎＆明日香が叫んだ。なんか反射的に俺は立ち上がって走って花音を追いかけた。「前のタクシー追いかけて！」も「ここは任せてお前達は先に行け」も一度は言ってみたい言葉だったけれど、健郎＆明日香に似たようなセリフを取られてしまったっぽい。 
 
    しかし、今はそれどころではない。エレベーターは全然違うところにあるし、階段かと思い、下に行こうとしたところで襟の後ろ側を誰かに掴まれた。 
 
    「ぐっ」 
 
    　振り返ると、そこには花音がいた。花音に連れられて、階段の下ではなく上に向かった。誰か追いかけて来たとしても、無意識に下に行ったと思って階段を駆け下りるだろう。実際は俺と花音は１０階くらいまで上がって、踊り場で話している。つくづく俺達は踊り場で話すなぁ。あと、俺「ぐっ」って言っちゃったんだけど、首締まったし「ぐっ」って。 
 
    「どう？　私の告白は。また付き合いたいと思ったでしょ？」 
 
    「はーーー、どういうつもりなんだよ」 
 
    「そうね。私はどうも説明が足りないみたいだから、今回は反省して事前に説明しておくわ」 
 
    　はー、そうですか。そりゃまた、ありがたいことで。帰って恭子さんに通訳してもらわなくていいのならば、その方が楽でいい。 
 
    「まずは、将尚が振ったという誤解をクラスの大多数の前で説明したわ。振ったのは私。ここにいない人にもＳＮＳがあるから、この土日でクラス内ほぼ行き渡るわね。月曜日にはまた顔を会わせるから、さらに情報が固まるわ」 
 
    　俺への間違った情報を正してくれたという事か。 
 
    「そして、今回のテストは勝負だったという事にしたから、私が負けると将尚と私が付き合っていなくても変に思わない。しかも、みんな空気を読んでこの話題を一切しなくなるわ。テストにも負けて、付き合えなくて、私すごく惨めでカッコ悪いもの」 
 
    　その通りだ。もしそうなったら、悪い空気を一転させて話せない空気にしてしまっている。本当だ。やりやがったこのクールビューティ。 
 
    「そんなこと絶対無理だと思ったのに、何でもできるんだな！　さすが万能！」 
 
    「有能ではあるけど、万能ではないわ」 
 
    　花音が長い髪を肩の辺りで払った。ちょっと待て。それは俺がテストで学年一位を取ったときの話だ。 
 
    「……なあ、万が一、俺が負けた時は？」 
 
    　花音が数秒、視線だけ横に逸らすと、またこちらを向いて答えた。 
 
    「そりゃあ、私と付き合うことになるわね。付き合わないと今まで以上に酷い人ってことになっちゃうんじゃない？　こんな美少女のあんなに心を打つ告白されて、それを断るわけだから」 
 
    「ぐっ……」 
 
    　どこまで考えて作った作戦なんだ⁉　花音はやっぱり頭がいい。断れないように退路が断ってあった。 
 
    「まあ、その時は、申し訳ないからお詫びとして私の処女を捧げるわ」 
 
    　花音はどこまでも頭がいい。ただ、恭子さんを相手にするとなぜＩＱが２くらいになるんだよ。まあ、多分、概ね花音の作戦通りになるはずだ。ちょっとやそっと俺が策を練ったって勝てる気がしない。でも、学年トップを取る必要がある。そうか、それか。確かに、俺が学年トップを取ることが条件で今までの空気は一転する。 
 
    どこからだ。花音がこんなことを考え始めたのは⁉　恭子さんの部屋で話した時には、ここまで考えて言っていたのか⁉ 
 
    「じゃあ、帰りましょうか。どうせ駅まで一緒なんでしょ？　送って行きなさい」 
 
    　はー、恭子さんになんて報告しようかな……　俺達は駅まで一緒に行って、そこで別れた。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　月曜日の事件と勝敗の結果 
 
    「ぐぎぎぎぃ～、やってくれたわねーーーっ！　花音ちゃん！　カツくんと付き合って、学校内で内緒セックス・ライフを楽しむつもりね！　きっと、図書館の棚の奥の死角とかが狙い目ね！」 
 
    　いや、怒るとこそこ⁈　なに図書館の棚の死角って？　妄想？　願望？　知らんけど。マンションに帰って、恭子さんにテストが無く終わったことを知らせて、イレギュラーにクラスの半数以上とカラオケに行くことになったことを伝えた。そして、そのカラオケの部屋で全員の注目を一身に受けた状態で花音が俺に二度目の告白をしてきたことも。 
 
    「ぎぎぎーっ！　カツくんの何がいいのよ⁉　もっといいイケメンがいくらでもいるでしょー！　美少女なら美少女らしくイケメン狙いなさいよ！」 
 
    　恭子さんはタオルを歯で引っ張りながら地団太踏んで悔しがってる。そして、流れ弾が俺に直撃して、むしろ俺がダメージ喰らってるから！　向こうはチート級クール系天才美少女。歌もうまいしクラスで人気者の同級生。対して、こっちはアラサー（？）エロエロ巨乳お姉さん。花音にやり込められて地団太踏んでいる。 
 
    　俺はどこかで選択肢を間違えたのだろうか（滝汗） 
 
    「首にキスマーク作戦は、やりすぎると花音ちゃんに通報されちゃうし！」 
 
    　あぁ、そういうことか。気づかなかったけど、この間は俺（本人）は気づかないけど、花音は気づく位置にキスマークを付けて嫉妬心を煽ったわけか。「首抱き付き」の報復として。花音が警察に連絡したら俺は家に連れ戻され、恭子さんは未成年者誘拐で逮捕されてしまう。もしかしたら、淫行くらい追加されるかもしれない。この間の雰囲気から仲良くなったのかと思ったけど、まだまだ戦争中だったこの二人…… 
 
    「カツくん！　勝つのよ！　学年一位を取るのよ‼」 
 
    「まあ、もうテスト終わったから、今からできることはないけどね」 
 
    「ぐぎぎぃ～、何かないの⁉　先生に賄賂とか！」 
 
    　段々大人の悪い部分が出てきた。大人怖い。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　月曜日、朝から教室の空気は異常だった。俺はいつもの様にＳＨＲ（ショートホームルーム）が始まる一時間前に教室に着いた。教室内にはいつもの様に一番後ろで一番奥の席で黒髪ロングの美少女が文庫本を手に読んでいた。ただ一つ違ったのは、顔が笑っていた。花音が笑っていたのだ。俺はいつも通り席に着き、教室の前を向いたままつぶやいた。 
 
    「こえーよ、笑顔」 
 
    　花音は慌てて取り繕っているようだった。笑顔が可愛すぎる分、怖さが増している。 
 
    「私の将尚に散々嫌がらせをしてきた上月さんの『ザマァの回』なのよ。つい笑いが零れるわ」 
 
    　こっちも悪い感じだった。一応自分のことを崇拝レベルで好いてくれている女子だろう。俺は別にもう絡んで来ないでくれたらそれでいいんだけど、こっちのルート（花音）もキラキラした世界だけではないようだ。 
 
    　あと、誰が「私の」だ。段々遠慮なくなってきてるな。 
 
    「お！　将尚、おはー！」 
 
    「おはよー！」 
 
    　健郎＆明日香が登校してきた。こいつらも大概登校時間は早い。もしかして、二人で朝練的なことをして登校してきているのだろうか。 
 
    「なあ、金曜日あの後どうなったの？　付き合ってるの？　藤倉さんと」 
 
    　健郎が俺の周りで色々聞いてきた。お前には明日香がいるから花音はどうでもいいだろう。 
 
    「痛い！　痛いって！　明日香ちゃん可愛い！　大好きーっ！」 
 
    　健郎が明日香に無言で耳を引っ張られながら廊下に連れていかれていた。どこに行って、何が始まるの⁉　ちょっと怖くてその先は考えられない。 
 
    「あ……」 
 
    　クラスメイトが続々と登校してくる中、委員長も教室に入ってきた。さらに、いきなり目が合ってしまった。最近のアレのせいで、ちょっとトラウマになっている。良くないな、こういうの。すごすごと委員長が俺の机に近づいてきた。待てよ。誤解は解けたはずだろう。もう俺へ言うことなんてないはずだ。クラスメイトも注目していた。 
 
    「ごめんなさい！　私なにも知らなくて！　勝手な思い込みで！」 
 
    　俺の机に額をぶつけるんじゃないかという勢いと角度で俺に頭を下げて謝ってくれた。 
 
    「その……あの後、残ったメンバーで色々話してみたんだけど、武田くんが藤倉さんに悪口を言ったり暴力を振るったりしたのを見た人がいなくて……私たちの……というか、私の思い込みだったというか……」 
 
    　胸の辺りで指をもじもじさせながら一生懸命弁解していた。今日もこめかみ辺りの髪留めの小さなリボンが揺れている。何故俺は、この髪留めが気になるのだろう。そうか、今まで俺はお小言が始まると下を向いていたから、委員長の髪留めに気付かなかったのか。彼女が俺の悪い部分ばかりを見ていたように、俺は彼女の足元ばかり見ていたのかもしれない。今は髪留めが見える。 
 
    「その……藤倉さんを守りたい一心で……」 
 
    「いいよ。許すよ。これからも花音の友達でいてくれ」 
 
    「いい…の…？　私あんなに武田くんを一方的に責めたよ？」 
 
    　なんかその言い方エロい。もう一度言ってほしい、ぜひ録音したい。 
 
    「いい。もう許した」 
 
    「武田くん……心が広い……はっ、藤倉さんにも謝らないと！　ごめん、武田くん、また！」 
 
    　今度は花音のところに行って、やっぱり机に頭をぶつける寸前くらいまで頭を下げて謝っていた。基本的に良い人なんだろうな。そして、正義の人。声がでかい正義の人がいたら、その相手は悪い人だと誰でも思ってしまう。ただ、日常生活において、一方的にどちらかだけが悪いことなんてあるのだろうか。別に俺は彼女のミスリード（誤解）を誘ったりはしていないけれど、慌てて見せたり、弁解しようとしたり、努力くらいはする必要があったのかもしれない。 
 
    　そして、俺にはそれらのことをすることすらできない状態にあったことが不運だったという事ではないだろうか。俺の抱える三大問題の一つ「家族仲問題」に大きくかかわってくるのだろう。それが、「花音との仲問題」を誘発して「クラスの空気が悪い問題」を併発したと言ってもいい。 
 
    　三大問題の二つは目途がついた……いや、付いてない。まだだ。テスト結果が残ってる。期末テストの順位は今日の昼休みに廊下に貼り出されるはずだ。昼休みになったら、弁当を食べる前に見に行ってみるか。ここで勝負が決まるし、俺が点数で花音に負けたら、更にややこしいことになってしまう。とても重要なことなのだ。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　一限目現国。昼休みまでの授業で最大で４教科はテストが返ってくる。金曜午後に採点している先生がほとんどだろう。集計したものは昼休みに貼り出される。つまり、それまでに、全ての授業でテストが返ってくるはず。 
 
    　８教科中４科目も返ってくる。結果の５０パーセント見れるので嬉しい半面、怖い気がする。俺の場合、うまくいって当たり前。一教科でも失敗したら終わり（花音と交際）なのだ。 
 
      
 
    　一教科目：１００点！ 
 
      
 
    　今効果音が「ドンっ」って聞こえたような気がしたぞ！ 
 
    「すごいな武田。今回頑張ったな。他の先生方も褒めてあったぞ」 
 
    　教科担任から答案を手渡された時に言われた。つまり、高得点は間違いない。やったよ恭子さん！　席に戻る時に花音が視界に入った。ニヤリとしていた。お前は俺の味方なのか、敵なのか、ハッキリしてくれ。どうリアクション取ったらいいか分からない。 
 
      
 
    　二教科目：９８点！ 
 
      
 
    　畜生！　１問落としてた！　過去問と花音情報で１００パーセントが網羅できると思っていたが、たまにカバーできてない問題もあったんだよ。８割なら確かに楽勝なんだろうけど、１００パーセントとなると思い通りにならない問題がたまにはある。まあ、いい。花音だってさすがに全教科百点ではないだろう。過去にも全教科１００点の時なんてないのだから。 
 
      
 
    　三教科目：９６点！ 
 
      
 
    　ノーーーーーっ‼　４点も落とした！　各教科先生たちはめちゃくちゃ褒めてくれるし、クラスのやつらもめちゃくちゃ喜んでくれているけど、そうじゃないんだ。俺は一教科でも多く１００点を取らないといけないんだ。 
 
    　花音が相変わらずニヤリとした表情を向けてくる。なんだよ。まさか、あいつ、全教科１００点とかあり得ない結果じゃないだろうな⁉　俺のハッピーエンドをぶち壊す気じゃないよな⁉　図書室の死角に連れ込んだりしないよな⁉ 
 
      
 
    　四教科目：９０点‼ 
 
      
 
    　チーン……何故だ。１００点確実と思った数学で９０点！　１０点もどこで落とす要素があった⁉ 
 
    「武田、お前今回すごく惜しかったな。お前数Ⅲだろ、数ⅡＢの方まで解答してたぞ。全部書いたら無効って書いてあるよな？　しかも、全部当たっているっていうな。残念だけど、本番じゃなくてよかったな」 
 
    　なん…だと…確かに俺は理系だから数Ⅲを取ってる。このクラスは文系・理系混合クラスで、授業によって移動教室先が違ったりする。理系は数Ⅲを取って、文系は数ⅡＢを取る。俺は慌てるあまりある問題全てを盲目的に解いてしまった！　結果解いた問題の答えは合っている。なぜ、問題文をよく読まなかった⁉　俺は机に両肘をついて絶望していた。 
 
    「将尚、お前何点？」 
 
    　横から健郎が答案を覗いてきた。 
 
    「おわ！　お前！　９０点ってすげえな！　俺達仲間じゃなかったのかよ⁉」 
 
    　いつもは５０点から６０点くらいだから、９０点も取っていれば驚くだろうなぁ。ただ、俺は今回このテストに賭けていた。高得点を取ればいいというミッションだったけれど、花音のせいでほぼ満点を取らないとトップになれない。しかも、余計な宣言をみんなの前でしたせいで、俺は花音に勝たないと今までよりももっと悪い状況になってしまう。 
 
    「すごーい！　藤倉さん１００点じゃない！　さすがね！」 
 
    　すごく遠くで委員長の声が聞こえた。花音は１００点か⁉　ここでの１０点差は致命的なんじゃないのか⁉　俺は全身から汗が噴き出してきた。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　昼休みが始まるチャイムが鳴った。弁当を食べる人、食堂に行く人、ほとんどのやつが昼食を取り始める時間。ただ、俺はそれどころではなかった。今日、期末テストの結果が発表されるのだ。ここで何としても花音に点数で勝たないと、俺は花音と付き合うことになってしまう。クラスの人気美少女と付き合えるのならば、普通はご褒美だろうけど、俺には既にカノジョがいる。恭子さんが作ってくれた弁当にも手を付けず、俺は成績順位が貼り出している廊下に向かった。方向的に、１００位から一位に向けて歩いて行くことになる。ここで１００位とか気にしてたらダメだ。今回は絶対一位なんだ。それ以外はダメだ。一応名前をチェックしながら上位の方に歩いて行く。見慣れた自分の名前なので、９０位台、８０位台などに無いことはすぐに分かった。 
 
    　名前が「武田」なので、苗字だけ見ていたら別の「武田」がいる。くそう！　またびっくりした！　珍しい名前だったらよかったのに！　 
 
    １０位までに俺の名前はいなかった。ここからは上位だ。花音の名前が先に出ろ！　あ、俺、今嫌なヤツだ。もう、何を考えているのか分からなくなってきたので、一気に一位から三位を見ることにした。 
 
      
 
    　一位：武田将尚　７７５点 
 
    　二位：藤倉花音　７７０点 
 
    　三位：緒方太郎　７５５点 
 
    　 
 
    「……や…った…んだよな？　俺の勝ち……だよな⁉」 
 
    　視覚には入ってきているけれど、それがどうにも脳が理解してくれない。ちゃんと俺勝ってるよな⁉　花音に勝ってるよな⁉ 
 
    「やったー！　勝った！　学年トップだ‼」 
 
    　思わず声に出た。 
 
    「やったな！　将尚」 
 
    　いつの間にか、健郎が横にいた。 
 
    「健郎……お前、どうしてここに……」 
 
    「そりゃあ、藤倉さんと勝負だろ？　クラス中、大注目してるよ。俺も気になってさ」 
 
    「うわー、武田くんがんばったねーっ！　トップだよ！　すごー！」 
 
    　健郎＆明日香が喜んでくれた。周りを見ると、クラスのやつがほとんどいる。 
 
    「武田すげえな、藤倉さんに勝つとか信じられん」 
 
    「うわーっ！　ホントにトップだよ！」 
 
    　ワイワイと俺の好成績を誉めてくれるクラスメイト達。ありがとう。俺、頑張ったんだ。廊下でちょっとした騒ぎになり、更に人が集まってきた。いつも成績表の張り出しの時は人が多いけれど、今回は一段と多い気がする。 
 
    　その人混みがモーゼのように左右にバックリ分かれ始めた。その中央を歩いてきたのはクラスの人気者クールビューティこと花音だ。ここでみんな思い出した。俺の急な好成績でみんな忘れていたと思うが、花音が俺に勝ったらもう一度付き合うという公開告白をしていたのだ。 
 
    ザワついていた周囲が静かになる。花音が成績表をチラリと見て、俺の方に向いた。 
 
    「武田くん、トップおめでとう。悔しいけど私の負けね……」 
 
    　花音の敗北宣言に周囲のザワザワが始まった。 
 
      
 
    「もういいんじゃないか」 
 
    「付き合ったらいいじゃん」 
 
    「相手は藤倉さんだぜ⁉」 
 
    「俺なら絶対行く！」 
 
      
 
    勝手な声が漏れ聞こえる。 
 
    　ヤバい、このままではやっぱり俺は四の五の言って、花音を振った男になってしまう。今度は誤解じゃなくて、みんなの目の前で事実として叩きつける形で。 
 
    「負けたのは悔しいけど、二学期の中間テストでもう一度挑戦するから、私が勝ったら今度こそ付き合ってね！」 
 
    　そう可愛く言うと、花音は踵を返して行ってしまった。 
 
    「はぁ～⁉　二学期の中間～⁈」 
 
    　俺は、「クラスの空気が悪い問題」だけに特化して考えていた。今回のテストで頑張ればそれで終わりだと思っていたのだ。さっきの話だと、俺は二学期中間でも花音に勝たないと立場が危うくなってしまうじゃないか！　花音～‼　あの美少女クールビューティめぇ！ 
 
    

  

 
  
    
 
    §　花音の意趣返し 
 
    　期末テストの順位が貼り出された昼休み、結果を見た後教室に戻った。健郎＆明日香に恭子さんの弁当のことをいじられながらワイワイとご飯を食べた。ついに弁当がキャラ弁になってしまったのだ。どんだけ気合が入ってるんだよ⁉ 
 
    　それだけ騒いでいても、周囲からは何も言われない。確かに、これまでも何も言われなかったけれど「空気」が重かった。それが今では確実に軽い。俺は気軽に騒いではいけない「空気」だったし、教室で花音に話しかけてはいけない「空気」だった。これまでずっと、空気みたいな実体のないものに捉われていた。俺は、「普通」になるために相当な努力をした。「普通」ってこんなに手に入りにくいものだっけ？　まあ、いいや。とりあえず、「普通」を手に入れたのだ。 
 
    　空になった弁当箱を鞄に仕舞っていると、俺の机の前を花音が通過した。俺の机の前を通る瞬間、少しだけスピードを落とし、親指で「上」を示して教室を出て行った。また呼び出しだよ。もう、教室で話してよくないかぁ？ 
 
    ＊＊＊ 
 
    　俺は、また屋上前踊り場に向かった。確かに面倒ごとのために向かっていることは分かっているので、足取りは重たいけれど、今までとは全然違った。比重が違うというか、重さの性格が違うというか、違いを感じていた。今までは、死刑台の階段を自ら登っていく感じだろうか。自分にとって致命的に悪いことをされるのが分かっているのに、そこには行かなければならない状態。もし、行かないともっとひどい未来が待っているのだ。今は、悩みの種が待っているという程度。足の重さが全然違う。 
 
    「学年トップおめでとう」 
 
    　花音が腕を組んで立っていた。表情は特にない。いつものクールビューティモードだ。屋上に出るための扉に腰を当てて体重をかけて寄りかかっている。クールビューティは何をしても絵になる。ズルい。 
 
    「お前、よくも……二学期も頑張らないといけなくなっただろう！」 
 
    「あら、良かったじゃない。この調子でいけば私と同じ大学の推薦が取れるわよ？」 
 
    「そんなもん取ってどうするんだよ」 
 
    「美少女とキャンパスライフでキャッキャウフフ？」 
 
    　自分のことを言っているんだろうなぁ。悔しいけど、美少女なんだよ。すげえ可愛いんだよ。もっと悪魔みたいな顔をしていたら、嫌いになれるのに……しかも、なんだかんだ言って、いつも陰で俺を支えてくれている。確かに、二学期中間テストも頑張らないといけなくなったのは大変だけど、自分のためでもあるし。今回でこんくらいやったら、どのくらいの結果になるっているのも少し分かったし。 
 
    「次は、私も本気で行くから」 
 
    　あぁそうかい……ん？「次は」⁉　いま「次は」って言ったか⁉　今回は本気じゃなかったってこと⁉ 
 
    「花音、いつもお前何点くらい取ってるの？」 
 
    「そうね、各教科落として一問ってとこね。今回みたいに８００点満点だったら、７９０点以上ってところかしら」 
 
    　ちょっと待て。花音の今回の点数って、確か７７０点……２０点くらい手加減してる⁉ 
 
    「今回は多めに間違えたから、もしかしたら３位になってしまうかと思ってヒヤヒヤしたわ」 
 
    　嘘だ。全然ヒヤヒヤなんかしていない。こいつ、狙って７７０点取りやがった！　俺が何点くらい取るか予想して、それにギリギリ負ける点数。しかも、３位のヤツには負けない点数。３位のヤツって何点だった⁉　俺はそれすら覚えていないぞ。 
 
    「あーあ、私が勝ったら将尚を取り戻せるはずだったのに悔しいわ。だから、次回のテストは頑張ってしまうと思うの。久々に満点が出るかもしれないわ」 
 
    　多分、本当だ。ブラフでもなんでもない。本気で言ってるんだ。そして、俺が負けたら…… 
 
    「ぐふふふふふふ……」 
 
    　俺は両膝に手をつき、中腰になると下を向いて、笑いが止まらなくなった。やっぱり、花音は花音だ。俺如きでは絶対に勝てない最高の元カノなのだ。花音が俺に近づいてきて、顎の下に掌を当てて上を向かせた。女の子に初めて顎クイされたわ。 
 
    「恭子に『三つ目の問題解決楽しみにしているわ』って伝えてちょうだい」 
 
    　これも花音の挑発だろうか。それとも激励だろうか。 
 
    「夏休み明けに解決していなかったら、私も参戦するから。そしたら、将尚は恭子とは二度と会えないし、将尚は私と学生結婚することになるわ」 
 
    　あああ、ついにこいつ未来予知まで始めやがった。そして、花音の場合、それら全てが本当になるので、「洞察力」とか「予想力」とかそういうのだったとしても、俺からしたら「予知」と何ら違いが分からない。 
 
    　確か海外ドラマで「メンタリスト」ってあったんだ。霊能者みたいな的中率だけど、実は観察力でその人がどんな人か予想してたりするやつ。それみたいなのか、その上なんだよ、花音のやつは。何せ外さないし、自分が狙った通りの結果に持って行きやがる。俺はもうすぐ始まる夏休み中に、恭子さんと一緒に「家族仲が悪い問題」を解決しないといけない。そうしないと俺は花音にお婿さんにされてしまうのだ。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　教室に戻ってきて席に着いた。委員長が近づいてきた。何？　俺また何かやっちゃいました⁉　ああ、このセリフは異世界で言いたかった！　俺がたじろいでいると、俺の両肩をガシッと掴んで声高らかに言った。 
 
    「ごめんなさい！　藤倉さんと付き合えないのは私のせいよね⁉　二学期中間では付き合えるといいわね！　私にできることがあったら何でも言って！　私なんでもするから！」 
 
    　すごい勢いの宣言だった。「私なんでもするから」の部分をもう一度言ってほしい。録音したいから。 
 
    「本当にごめんなさい！　もし藤倉さんとうまく行かなかったら……私……責任取るから！」 
 
    　何？　委員長の責任の取り方ってなに⁉　もう、嫌な予感しかしないんだけど。きっと、彼女の中では、ずっと自分（委員長）が俺と花音の恋愛を邪魔していたので、俺は花音を取り戻そうと必死になっているストーリーでも出来上がっているんじゃないだろうか。思い込みが激しいところは変わらないだろうから、今度は全力で俺と花音をくっつけようとしてきそう。ついこの間まで、崇拝する花音には俺は似合わないと言っていたと思うんだけど…… 
 
    　ちょっと待てよ。花音の強力な協力者ってことだよな。彼女の性格を十分読んで真逆の行動を自ら取らせている。ここまでは予測してないよなぁ？　委員長は、よく考えてみて欲しいんだ。「花音が勝ったらよりを戻す」と言うルールだ。俺が花音と付き合いたかったら、テストで負けたらいい訳だ。俺がテストで２点とか取ったらいい訳でしょ？　高い点数を取るのは難しいけど、低い点数を取るのは誰でもできる。よりを戻したがっているのが誰なのか、いつになったら気づいてくれるのだろうか。 
 
    花音も恭子さんもかなり頭がいいというか賢いし、相手の気持ちを読んだり、慮ったりする能力に長けている。健郎＆明日香は、友達をどんな状況でも信じることができる純粋さというか、強さを持っている。そんなすごい人たちが俺の周囲にいっぱいいると、ついついそれが「普通」と思ってしまう。思い込んでしまう。 
 
    違う。彼ら・彼女らは「特別」だ。自分から見える景色が全てだと思い込み、相手も自分の考えの範囲内だと決めつけてしまう。そう言った意味では、委員長は普通だ。世間一般的な「普通」。彼女が劣っている訳じゃない。彼ら・彼女らが長たけているだけなのだ。 
 
    　つまり、俺は二学期中間テストで花音に勝てば、花音と付き合えない。そこに責任を感じた委員長がいるわけで、俺は合法的に委員長を抱いてもいいという事に…… 
 
    （バシッ）「いてっ」 
 
    　俺の席の後ろを花音が通りかかったときに、俺の後頭部を叩いて行った。振り向いて花音を見たが、こちらに顔が見えないように自分の席に去っていった。まさか、ホントに俺の考えが読めている訳じゃないよな？　そんなやつに俺は次回も勝てるのか⁉　あいつ本当に満点取るに違いない…… 
 
    ＊＊＊ 
 
    　恭子さんのマンションに戻った。結果はメッセージで既に送っていたけど、ドアを開けて家に入ると、恭子さんが首に飛びついてきた。 
 
    「くんくん、花音臭なし、ヨシ！」 
 
    　恭子さんがなんか変なことを言った？ 
 
    「きゃーーーっ！　おめでとー‼　がんばったねー！」 
 
    「ありがとう、恭子さん」 
 
    「ご褒美は何がいい？　ノーパンしゃぶしゃぶ？　女体盛り？　あわび？　マンゴー？」 
 
    　なんかすごいパワーワードがねじ込まれてたし、単なる下ネタも詰め込まれてたし、どこからツッコんでいいのか……あれ？　これ「ツッコまれ待ち」とかとかかってる⁉ 
 
    　夕飯は普通にハンバーグにしてもらった。いつかのハンバーグがめちゃめちゃ美味しかったからだ。ちょっと忘れられない味になってしまっていた。食べながら色々細かい報告などした。 
 
    「実は、花音にまた呼び出されて……」 
 
    「もしかして……」 
 
    　これだけ言ってもう理解してくれたようだ。恭子さんもすぐに思いつくという事は、花音の手加減を予想していたという事だろう。 
 
    「ぐぬぬぅー！　またしても花音ちゃんーーーっ！」 
 
    「俺が７７５点で、花音が７７０点。どうすればそんな５点差とかで狙って負けることができるんだろ⁉」 
 
    「なに？　あの子、神なの？　あと、カツくん読まれすぎじゃない？」 
 
    「俺⁉　原因は俺だった⁉」 
 
    　確かに。今日も委員長の事を想像してたら、花音にツッコまれたし。俺は全てが顔に出るのか？　表情に出にくいといつも健郎と明日香には言われているのだけど……そもそも今回数学でポカやって予想より低い点数になったんだ。そこまで考慮して５点負けるって…… 
 
    「そうそう、俺の『家族仲問題』は夏休み明けまでに解決しろって。そうじゃないと花音が参入してくるってさ」 
 
    「え？　以前よりリミットができたというか、短くない？　なにか状況が変わったのかな？」 
 
    　以前の話し合い（？）では、この問題についてのリミット（期限）はなかったはずなのだ。 
 
    「さあ、家のことなんて俺も知らないんだけど。帰ってないし」 
 
    　なんで花音が俺より俺の家のことに詳しいんだよ⁉ 
 
    「お父様とかお母様が学校に来てたりしないの？」 
 
    「いや、聞いてないな。それだと花音が知ってたら教えてくれそう」 
 
    「何気に花音ちゃんに絶対の信頼を置いてるわよね⁉」 
 
    「そ、そうかな？」 
 
    　恭子さんの嫉妬が始まってしまった。今夜は長くなりそうだ…… 
 
    「一度、教室に琴乃が来たくらい？」 
 
    「忘れてた！　琴乃ちゃん！　妹ちゃんね？　琴乃ちゃんの顔を見て何かに気付いたのかもね」 
 
    　そうか、恭子さんは俺からの話だけで全て想像してるんだ。花音よりも少ない情報で色々考えているわけだから、かなり高度なことをしている⁉　やっぱりこの人も天才だった……　俺（凡人）としては、できるだけ多く恭子さんに情報を渡さないといけないのか。 
 
    「あ、恭子さん、話し戻るけど、夏休み明けまで問題解決できなくて、花音が参入してきたら、俺と恭子さんは会えなくなって、俺は花音と学生結婚することになるらしい」 
 
    「ちょっと、なにそれ⁉　あの子、いい加減にしなさいよね」 
 
    「どういうこと？」 
 
    「うーん、分かんない。花音ちゃんチート過ぎる……」 
 
    　振り返ってみれば、恭子さんと花音で「クラスの当たりが強い問題」は解決するって言ってた。その通りになっている。凡人の俺に学年一位を取らせる恭子さんも凄いけど、クラスの空気をたった一日で真逆に変えた花音も凄い。「花音との仲問題」は恭子さんが「ペンディング（延期）にしたい」といったので、実際二学期中間テストまでペンディングになってる。こうも予定通り、言った通りってあの話の中で、花音はこの状態を想像して話をしたのだろうか。 
 
    　改めて、チート美少女の凄さをまざまざと見せつけられた。そして、第三の問題「家族仲問題」を夏休み明けまでに解決。これは恭子さん担当という事だった。当然、俺の問題だけど。もうすぐ、夏休みが始まる。　 
 
    

  

 
  
    
 
    §　閑話　健郎と明日香 
 
    　昼休み、教室で健郎＆明日香カップルは雑談していた。話題は、最近の将尚の事。そして、今日の明日香のおやつはきのこ的なチョコ。健郎のためにたけのこ的なチョコも買って来ていた。「ほい」とばかりに当然の様に渡し、健郎も当然の様に受け取った。 
 
    将尚は昼休みいつもの様にふらりといなくなった。その少し前に、藤倉花音が合図を送っていたので、二人はどこかで会っているのだろうと明日香は考えていた。 
 
    「最近の将尚くんどう思う？」 
 
    「将尚？　あぁ、だいぶ話しかけやすくなったな」 
 
    明日香が健郎に聞いた。教室内の１つの机で前と後ろに椅子をそれぞれ置いて座っている。机にはお菓子。とりあえず、明日香の分のきのこの方から開封された。 
 
    「そう！　なんか肩の力が抜けたっていうかね！」 
 
    「うん、話しかけるなオーラ全開って感じだったからな。お前の件がなかったら、俺も話しかける勇気無かったわ」 
 
    　以前、明日香は将尚に助けられたことがあった。 
 
    「クリフハンガーな」 
 
    「ハンガーノック！　毎回全然違うから！」 
 
    私は、将尚くんと出会った時のことを思い出していた。 
 
    　＊＊＊ 
 
    私は入学してからすぐに陸上部に入った。……と、言うよりも中学からずっと陸上をやっていた。長距離選手なので。あの日も朝から学校の周りを走り込んでいたんだっけ。学校近くの公園に差し掛かったあたりで急激に体調が悪くなっていった。正確には、体調が悪いというより、力が抜けていった感じ。頭からも汗が噴き出していた。そういえば、あの時は少し寝不足気味だったかも。それで朝から寝坊して朝食を食べていなかったんだ。すぐに原因が思い当たった。「ハンガーノック現象」。ハンガーノックは、体内のエネルギーがなくなり、ガス欠を起こすような現象のことらしい。私は身長が低い分、身体の体積が小さい。だから、エネルギーを蓄える量が少ないのかもしれない。あんな初心者みたいな事をやらかしてしまって超ハズかった。トレーニングウェアなので当然食べ物は持ってない。座り込んでしまって立ち上がれなかったのも問題だったけど、ハンガーノックを起こしたこと自体がハズかったなぁ。だから、他の部員に見つからないように何とか寂れた公園に隠れたの。そこに丁度、登校中のクラスで見たことのある顔が通りかかった。それが将尚くん。当時の私の印象は全くなくて、名前も武田くん？　竹下くん？　竹中くんだっけ？　そんな程度。とにかく、クラスメイトに見つかるのも恥ずかしいかったので、やり過ごすことにした。 
 
    「どうしたの？　大丈夫？」 
 
    　意外なことに、向こうから話しかけてきた。女子が公園の入り口で座り込んでいたら声はかけるか。同じおなクラスクラだし。 
 
    「あの……ハンガーノックで、何か食べ物……」 
 
    「お腹空いたの？　アンパンならあるけど？　食べる？」 
 
    　お腹が空いたわけじゃないと弁解したいけれど、その元気もなかった。コクコクと頷いて差し出されたアンパンを受け取ったのを覚えてる。袋を開けてかぶりついた。何故、将尚くんはあの時、鞄にアンパンを入れていたの？　お昼ご飯だったってこと？　色々考えたけど、まずは食べた。食べて少し時間が経てばエネルギーが充填されて普通に戻る。一息ついた頃、彼はもういなかった。 
 
    　着替えて部室を出ると、カレシの健郎が待っていた。あいつは背が高い。１５２センチの私では見上げるように背が高い。確か彼は１７８センチだったか。カレシならカノジョである私に少しくらい身長を分けてくれてもいいじゃないの⁉ 
 
    「おつかれー！」 
 
    　顔が見えると、健郎が無遠慮に頭を撫でた。 
 
    「ちょっと！　気軽に頭撫でないでよ！」 
 
    「……慎重さ（身長差）は２６センチ分あるんだけどな」 
 
    　健郎が掌を水平にして、明日香の背の高さから自分の背の高さにスライドさせた。 
 
    「うまい！」……って、何これ、なぞかけ⁉　そうでなくて！ 
 
    　ついさっき、ハンガーノックで危ないところをクラスの男子に助けられたことを伝えた。そしたら、健郎が「マジか⁉」と言って、お礼の品を買って行こうという事になり、食堂の自販機でパンとジュースを買った。そして、一緒に教室に持って行った。まだＳＨＲは始まるまでに少し時間があったとき。 
 
    「田中！　朝は明日香がサンキューな」 
 
    　そう言って、健郎は朝の彼の机の上に買ってきたパンとジュースを置いた。名前は間違えてたけど、健郎もあの時点では名前を知らなかったのかも？ 
 
    「え？　あ、あぁ、いや。いいよ」 
 
    　最初、何が起きたか分からなかったみたいだった。でも、健郎の横に私がいたので、理解したみたいだった。色々説明しなくても健郎がカレシだと伝わったらしい。 
 
    「あと、武田」 
 
    「ん？」 
 
    「名前」 
 
    「ああ、武田！　サンキューな」 
 
    　あの時、将尚くん苦笑いしてた。でも、ここで初めて名前を覚えた。 
 
    「武田くん、ハンガーノック恥ずかしいから陸上部には秘密にして！」 
 
    　私は手を合わせて拝むようにお願いした。マジでハズいから。 
 
    「ふっ、俺には話す友達がいないから、心配しなくていいよ」 
 
    　彼はちょっと自嘲気味に言った。 
 
    「ぶっ、お前面白いヤツだったんだな！」 
 
    　健郎が武田くんを気に入った瞬間だった。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　あれが切っ掛けだった。クラスで孤立して誰ともつるまない将尚くんを、健郎が構い続けていた。そんなのもあって、３人はどんどん仲良くなって、お互いを下の名前で呼ぶようになった。 
 
    　将尚くんは、話しかけたらちゃんと返す。でも、自分からは話しかけてこない。ちょっと変わった人。でも、悪い人じゃない。それが武田将尚くん。 
 
    　３年になってここ最近？　急に将尚くんの雰囲気が変わった。どこか影がある感じだったけど最近は少し明るくなった？　関係あるのか分からないけど、ここ最近の将尚くんの周りには事件が多い。期末テストでいきなり学年一位を取った！　しかも、ずっと一位常連だった藤倉さんを抑えての一位。確か、それまでは、健郎と同じくらいで２００位くらいだったはず。何があったの⁉ 
 
    　次は、打ち上げで行ったカラオケ。藤倉さんが急に歌うのをやめたから、何事かと思ったら、いきなりみんなの前で将尚くんに告った！　あの時の藤倉さんは、なんかめちゃくちゃ可愛かった！ 
 
    　でも、ここで疑問が沸いた。最近、将尚くんが持ってくるあのお弁当は誰が作ったの⁉　ずっと藤倉さんだと思っていた。だって、二人でちょくちょく教室を抜け出して話していたから。藤倉さんが作ったキャラ弁を食べている。それってもう付き合ってるじゃない！　じゃあ、なんでこのタイミングで告白⁉ 
 
    　色々聞いてみたいけど、聞くチャンスがない。そろそろ夏休み。夏休みに聞いてみたいと思う。友達なんだから、夏休みでもきっと会えるはずだから。 
 
    「明日香、どうした？」 
 
    「んーん、何でもない。それより夏休みにやりたいことがあるの」 
 
    「なんだ？」 
 
    「バスケ」 
 
    「何故、バスケ⁉　お前陸上部だろ！」 
 
    「もう、インターハイは予選で負けたから私の部活は終わったの」 
 
    「知ってるか？　俺達３年で今年受験だぜ？」 
 
    「知ってる？　私の方が成績いいよ？」 
 
    「ぐっ……今度、将尚に成績のあげ方聞いてみるか」 
 
    「そうね」 
 
    問題は、それが私達に真似できるか、よね。 
 
    

  

 
  
    
 
    あとがき 
 
    　猫カレーฅ ^•ω•^ ฅです。 
 
      
 
    　元々このお話は「電車飛び込みお姉さんと人間不信家出男子」というタイトルのお話でした。プロットの時点では、花音は正直脇役で恭子さんルートが確定した時点で静かにフェードアウトしていく負けヒロインのはずでした。 
 
    　ところが、メインヒロインの恭子さんを追い詰め、主役の将尚を本気で取りに行くあまり物語の中心人物になってしまったのです。彼女は人の心を読み、表情を読み、自分が思ったように人を動かします。そして、それは作者も例外ではなかったようなのです。 
 
    　こんな素敵なキャラクターが生まれたのに、WEBだけの世界ではもったいないと思い、何とか書籍化を目指したのですが、恭子さんはエロ過ぎるし、将尚は暗すぎるし、あまり出版社の方が喜ぶ作品ではなかったようです。ただ、WEB版では読者様に恵まれすごくたくさんの方に読んでいただき、すごくたくさんの感想をいただきました。中々手は出しにくいけど、食べたらおいしい、例えるなら「熊の手」や「サソリの黒焼き」みたいな作品になったのではないでしょうか。私はどちらも食べたことがないので、美味しいかどうかはわかりませんが……一度食べたらまた食べたくなる……そんな作品になれたら幸せです。 
 
    私は無名な作家なので、ぜひどこかで当作品を紹介していただければと思います。あなたのお力が全てなのです。 
 
      
 
    ２巻も発行決定しています。色々な都合で同時発巻できませんでした。ぜひ、次巻でもお会いできることを祈っています。

  

 
  
    
 
    猫カレーฅ ^•ω•^ ฅ作品 
 
    人間不信の俺がエロいお姉さんと付き合い始めたら元カノがめちゃくちゃやきもち妬き始めた（２巻）：https://amzn.to/3i9Whl5 
 
    [image: 食品, 女性, 持つ, 男 が含まれている画像  自動的に生成された説明][image: QR コード  自動的に生成された説明]

  

 
  
    
 
    小路谷さんと高野倉くん（１巻）: ―一緒にDVDを見る程度の関係の元同級生（多分非処女）に連れられてボッチで 劣等感丸出しの俺が呼ばれていない 同窓会に出席したら当時と価値観が 違ってモテまくった話― 
 
    : https://amzn.to/3XltNFn 　２０２２年１２月１０日発売！ 
 
    [image: ダイアグラム, 概略図  自動的に生成された説明][image: QR コード  自動的に生成された説明]

  

 
  
    
 
    クラスの白ギャルがニマニマしながら俺に彼女を紹介してくる 
 
    https://amzn.to/3EbWQSY 
 
    [image: テキスト  自動的に生成された説明][image: QR コード  自動的に生成された説明]

  

 
  
    
 
    著者 
 
    猫カレーฅ ^•ω•^ ฅ 
 
    　ハッピーエンドのラブコメばかりを書いています。主人公は根暗なことが多く、作者の性格が漏れ出ているのかもしれません。ヒロインはいつも美人だったり可愛かったり、完璧な女の子が多いのですが、どこか抜けている部分がる子が多いです。これは作者の理想なのか…… 
 
      
 
    無名作家の本です。ぜひ、あなたの力で周りの人にも勧めてください。ツイッターでも、構わないですし、会社や学校の昼休みに同僚の方に話してみるだけでもありがたいのです。あなたの応援でこの本は成り立っています。 
 
    

  

 
  
   ファンレター、作品の感想をお待ちしてます。catcurry555@gmail.com 
 
    [image: QR コード  自動的に生成された説明] 
 
    ツイッターやってます。@powerstonezero 
 
    [image: QR コード  自動的に生成された説明] 
 
    公式サイトはこちらhttps://sugowaza.xyz/catcurry/ 
 
    [image: QR コード  自動的に生成された説明]

  

 
  
   タイトル: 人間不信の俺がエロいお姉さんと付き合い始めたら元カノがめちゃくちゃやきもち妬き始めた（１） 
 
    著者：猫カレーฅ ^•ω•^ ฅ 
 
      
 
    Kindle版 
 
    ASIN: B0BHQQH1WH 
 
      
 
    ペーパーバック版 
 
    ASIN: B0BHN5BB46 
 
    KDP ISBN: 9798355494926 
 
    出版社名: Independently published 
 
    

  

 
  
    
 
    電子版発行:２０２２年１０月８日 
 
    リビジョン：２０２２年１１月２４日 
 
    初版発行: ２０２２年１０月１４日 
 
    リビジョン：２０２２年１０月１８日 
 
      
 
    本書の内容を権利者の許諾なく複写、転載、翻案、放送、出版、データ配信（送信可能可を含む）などすることはできません。 
 
    ⒸCat curry2022 
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